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２章１話　休日の昼下がり




　翌日




　目が覚めると、太陽の光が部屋に差し込んでいた。

　あ～……よく寝ねた、徹てつ夜や仕事なんて久しぶりだったなぁ……もう大分日が高いみたいだ……………日が高い？　…………まずい！

「おはようございます、リョウマ様」

「セバスさん、今の時間は？」

「もう昼前ですな。やはりお疲つかれだったようで、よくお休みになられていました。お食事はどういたしますか？」

「ありがたいのですが、ギルドに行かなければならないので。帰って来たら」

「そうでしたか、かしこまりました」

　用意を手早く済ませてギルドに向かう。困ったな、時間がない。……仕方ない。

「『我わが身みを包つつみ、人目を逸らせ〝隠いん蔽ぺい〟』」

　体の周囲に隠蔽結界を張って姿を隠かくし、続けて無属性魔ま法ほうの『肉体強化』を発動。魔ま力りよくが体を包み込み、強化された身体能力で近くの建物の屋根へ駆かけ上のぼる。そのまま屋根の上を走ってショートカット。足場のない所は空間魔法の『テレポート』を使い、ほぼ一直線にギルドまで走ることにする。




「失礼します」

　大急ぎでギルドに飛び込み、案内された部屋にはもう他ほかの人達たちが揃そろっていた。

「来たか、リョウマ。これで全員揃ったな」

「お待たせしました」

「ギリギリだが時間まではまだある。間に合ったんだから気にすんな。そんじゃ、今回の報ほう酬しゆうだ！」

　報酬の分配が行われ、俺おれは元々の汲くみ取とり槽そう掃そう除じの報酬である中銀貨３枚＋小金貨30枚。他の人たちはそれぞれ小金貨10枚を受け取る。

「おいおい、随ずい分ぶん気前がいいじゃねぇかよ」

「ホントだね？　くれるってんなら貰もらうけど、アタイたちはただ見張りをしてただけだよ？」

「報酬の額が多すぎるのではないか？　疫えき病びように罹かかる危険があったとはいえ、直接的に何もしてない以上、この半分が妥だ当とうだろう」

「いや、その金額で間ま違ちがいねぇ。その理由なんだが……リョウマ」

「なんでしょうか？」

「お前さんが言ってた、あの汲み取り槽の疫病はイダケ病って言うんだろ？」

「はい、鑑かん定ていで確かく認にんしたので間違いありません」

「それな、かなりやばいヤツだと確認が取れた。その手の話に詳くわしい知り合いの糞ババアに聞いたらな……死亡率は疫病としては低い方らしいんだが広まりやすく、後こう遺い症しようが酷ひどくて生き残った奴やつも手足が動かず働けなくなって結局死んでいったって答えやがった。

　それで報酬がその額になった訳だ。死亡率が低いといっても老人、子供は死ぬだろうし、生き残っても働けなくなれば生きていけねぇからな」

　その言葉に冷ひや汗あせを流す面々。

　本当にヤバイな……後遺症の重さにもよるけど、働けないって事は生活費が稼かせげない。保険や国の保護等の制度があまり無いこの世界じゃ致ち命めい的てきだ。結局飢うえて野垂れ死にする事になる。

「未然に防げて良かったにゃ……」

「ある意味ただ単に死亡率の高い疫病より恐おそろしいな……」

「一度かかって死んだらあの世、生き延びてもそれはそれで地じ獄ごくだぜ……」

「今回の事で役所の連中は大目玉、頭とその下が何人も捕つかまったって話だ。残った連中もこれから共同トイレの汲み取り槽の掃そう除じはどうするかと大おお騒さわぎらしいぜ」

「スラムの連中に任せるんじゃないのかい？」

「残念だが無理だ。今回の件で金を出し渋った役所のトップはクビになったが、元の金額で支し払はらわれるって言っても信用されないらしい。それにもうスラムの連中は大半が新しい仕事に就ついちまったみたいでな。

　他の街ならともかく、ここは鉱山に近いから力仕事や汚きたない仕事を厭いとわなければそれなりに人手の需じゆ要ようはある。他所で金が稼げるなら汲み取り槽掃除の仕事に拘こだわる理由は無いってのが向こうの言い分だ。

　今回は元々役所側に落ち度があるし、既すでに就いちまった仕事を辞やめろとは言えねぇからスラムの連中を雇こ用ようするってのはほぼ諦あきらめたみてぇだ」

「ならどうする気であるか？　今回はたまたまリョウマが気づいたから良かったものの、何度もこんな事があっては堪たまらんぞ」

「そうなんだよなぁ……ぶっちゃけ昨日、金を払はらうからギルドで処理しろって押おし付つけられたよ。今後は定期的に依い頼らいの失敗が多い奴や規約に違い反はんした奴の罰ばつ則そくとして強制的にやらせるしかねぇかもな……」

「そこらへんは任せる、何とかするのである」

「簡単に言うんじゃねぇっての……」

「まぁまぁ、僕ぼくもこの街にいる間は依頼として受けますから、その間に手を考えてください」

「助かるぜ」

「にゃ？　リョウマはどこかほかの街から来たのかにゃ？」

　そういえば、すぐ仕事に入ったから皆みなさんには話してなかったっけ。

　ギムルに来るまでの経けい緯いを説明する。

「８歳さいから森で一人暮らしって、アンタも無む茶ちやするねぇ……」

「ガナの森に帰るのか？」

「悩なやみますね……森に作った家には３年住んで愛着がありますし……案外この辺の森の奥おくか何処どこかに住み着くかもしれませんが」

「いや、近くに居るならこの街に住めよ。なんで態わざ々わざ森に行くんだよ」

「家は魔法で、食事は狩かりで何とかなりますから。案外気楽で快適な生活ですよ？　お金とか要いりませんし」

「リョウマ、その歳で世捨て人になるのは早すぎると拙せつ者しやは思うでござる」

「そうですよね……それは薄うす々うす感じています」

「まぁ、後こう悔かいのない様によく考えるこったな。お前さんが居てくれりゃありがたいが、変に気負ってまでこの街に居続ける必要はないぞ。お前さんは自由に自分の生きたいように生きればいい。

　とりあえず今回街の金を横領した連中は首の上財産没ぼつ収しゆうされたし、その部下で黙もく認にんしていた連中は減給になった。その分の金が何割か街の維い持じ費ひに注ぎ込まれたから金はある。最悪金に飽かせて人を雇やとうって事もできなくはない。

　……さて、これで渡わたすべきモンは渡したし、話すことも一通り話した。最後に１つ連れん絡らく事じ項こうだ。明後日以降に１つ大きな依頼が出る。今年廃はい坑こうになる鉱山だが、実質的には去年から廃坑でな。鉱山の中に多数の魔ま獣じゆうが巣くっている。小物ばかりだが範はん囲いが広いので討とう伐ばつに行く冒ぼう険けん者しやを募ぼ集しゆうする。奮って参加してくれ。以上！」

　解散となり、皆それぞれ帰っていったので俺も宿へ戻もどる。




　宿ではお嬢じよう様さま達たちが俺を待っていた。どうやら昼食を一いつ緒しよに食べるために待っていてくれたらしい。礼を言って席に着くと、お嬢様はこんな話題をだしてきた。

「リョウマさん、一緒に訓練しませんか？」

「いきなりどうしたんです？」

「私、今日から魔法の特訓をしますの。ですから、リョウマさんもいかがかと思って」

「実は今回の旅は旅行と同時に、エリアの実戦訓練も兼かねているのよ」

　詳しい話を聞いてみれば、ジャミール公こう爵しやく家では子供がある程度大きくなると、男女問わず一度は旅をさせる習わしがあるらしく、本人の希望次し第だいでは冒険者にもなるそうだ。

「旅をして広い知識や視野を養うのは良い事じゃ。しかし、それには身を守る強さなど、必要な物が多いからのぅ。護衛をつけても良いがそれでは窮きゆう屈くつじゃし、何の苦労もせんのではせっかくの旅で学べる事が半減する。そういう訳でエリア自身に身を守れる力をつけるのが目的なんじゃ」

「たとえ旅に出なくても、領地に魔獣や盗とう賊ぞくが出た場合、討伐に参戦しなければならない事もあるからね」

　ラインバッハ様とラインハルトさんの説明に、少し驚おどろいた。

「お嬢様もですか？」

「エリアに限らず、貴族の参戦は討伐の規模が大きくなるとよくあるのよ？　士気向上のためだったり、自分達が領地を守ってるって外に示すためにね。だからある程度の力は必要になるのよ」

　なるほど。魔法の腕うでに男女の性差は関係なさそうだしな。

「そのために私は今年から王都の学校に行き、魔法や学問を学びます。ですがその前に少しだけ経験を積んでおくのですわ」

「なるほど、それでここに来たと」

「そうですわ。今日の朝から先さき程ほどまでも訓練していましたし、昼からも訓練をします。その訓練にリョウマさんも参加されませんか？」

　……うん、良い機会だな。前に魔法遊びを教える約束もしていたし、お邪じや魔までなければこちらからもお願いしたい。

　俺がそう言うと快く了りよう承しようされ、さっそく午後からの訓練に同行させて貰う事になった。訓練内容はやはり魔法だそうで、街の外に出て馬車で20分ほど行った所にある岩場で訓練をするらしい。




■　■　■
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　昼食後




　馬車に揺ゆられ、岩場に着いた俺おれ達たちをジルさんが迎むかえてくれた。

「お嬢様、お待ちしていました。リョウマもよく来た、３日間大変だったようだな」

「ジルさん達もお疲れ様さまでした。そっちも忙いそがしかったと聞いています」

「それなりにな」

「さぁ、話してないで早く始めましょう！」

　はりきったお嬢様に急せかされる。そんなに魔法で遊ぶのが楽しみなのか。

「ところで、お嬢様はどの属性の魔法が使えるんですか？　魔法での遊び方を教えるためにも知らないと」

「私は火と氷の魔法が得意ですの。魔力が多いので、もっと訓練すれば強力な魔法が沢たく山さん撃うてますのよ」

　強力な魔法が沢山って火力特化型っぽいな。しかし火と氷か……

「何か問題がありますか？」

「水魔法や土魔法なら比ひ較かく的てき安全なので色々あったんですが、火と氷は遊び方が少なくて」

「確かに森で火遊びなんてするもんじゃねぇな」

「森林火災にでもなれば洒落しやれにならんからな」

　遠まきに様子を見ていたヒューズさんとジルさんからそんな呟つぶやきがこぼれた。まったくもってその通り。一番遊びに使えないのは毒属性だと思うが。

「火属性で教えられるのはこれだけです。『ダークネス』『リトルファイヤーフラワー』」

　闇やみ属性魔法の『ダークネス』で手元だけを夜のように暗くした後、人差し指の先に作った本当に小さな火の玉から、パチパチと放たれる火花で数十秒間暗くら闇やみが彩いろどられる。線せん香こう花火を再現した魔法だ。

「綺き麗れいですわね」

「そうじゃのぅ」

「あら、消えちゃったわ」

「最後がどことなく寂さびしいね」

　そりゃ線香花火ですから。見て綺麗、この魔法にそれ以上の意味は無い。いつかは打ち上げ花火を再現したいが、それにはもう少し魔法を上達させる必要がある。

　それから氷属性の遊び方はスケートや氷彫ちよう刻こく。最初に大きな氷を作った後は保冷にしか魔法を使わないが大おお掛がかりになる。それに氷彫刻は前世にやったバイトで製造のアシスタント経験があったから作れたが、あれは時間がかかるし最初から上手うまくはいかない。物によっては氷の塊かたまりを積み上げたり体力の要る作業になるし、崩くずれた場合は氷の塊が降ふってくる可能性もあって危ない。その分給料も良かったけど……あと暑い日は洞どう窟くつに置いておくと涼すずしいだけ。

　小規模なものは氷で作ったレンズで光を集めて火種を作るくらいだが、正直、そんなに長く楽しめるものでもない。火種が欲ほしければ火属性魔法を使ったほうが断然早いし……困ったな……

「でしたら水はどうでしょう？　私、得意ではありませんが水魔法も使えますわ」

「それならあります。例えば……『バブリーウォーター』」

　両手の指先を合わせて作った円の中に水を生み出だす。しかしその水はただの水より粘ねん度どが高く、手を伝って膜まくが張る。そこへそっと息を吹ふきかけると、シャボン玉ができあがるので、人の頭くらいの大きさになったところで宙に舞まわせる。

　さらに残った膜に風魔法の『ブリーズ』で強めの風を吹かせてやれば、小さなシャボン玉が数え切れないほど空へ飛び立つ。

　背景には透すき通とおる青空。風のない空をゆったりと漂ただようシャボン玉に、遮さえぎるもののない日光が当たり。表面で反射した光がキラキラと星が瞬くような輝かがやきと色合いを生み出し。やがては弾けて消えていく。

「あら、これは面白おもしろいわね。石せつ鹸けんの泡あわみたい」

「綺麗ですわね」

　シャボン玉液に近い水を生み出す魔法は、女じよ性せい陣じんのお気きに召めしたようだ。石鹸は一いつ般ぱんにも広まっているそうだが、割高なのでこういう使い方はしないのだろう。男だん性せい陣じんもそれなりに楽しんでくれている様子。

「これは水属性の魔力で水に粘ねばりを付けてるんです。たとえば……『ウォーター』『ウェーブ』」

　手を器うつわにして注いだ水を、別の魔法で動かす。

「この『ウェーブ』は水面を波立たせる水属性の基本的な魔法ですが、これって水を水属性の魔力で動かすことで波を作っているんですよね。だからちょっと練習すると……はいっ！」

　掛かけ声ごえと一緒に手の中の水を大きく投げ上げた。すると普ふ通つうなら水が重力に従い降ってくるが、一向に落ちてこない。周囲の人が揃って上を見上げる先には、水は丸い玉となって俺の頭上に浮うかんでいる。というか俺が水を動かす魔法で、浮かぶように動かしているので当然だ。

　水属性魔法にはウォーターボールという水の玉を飛ばして攻こう撃げきする魔法があるため、まだ周囲の反応も薄うすい。だが、ここからが本番だ。

『おおっ！』

　水を動かしてちょいと水の形を玉から小魚へと変えてやると、まわりから軽く驚きの声が上がる。３年間の暇ひまつぶしを経て、鱗うろこまで無む駄だに精密になった水の魚。それを空中で移動させながら一定間かん隔かくでくねらせてやると……

「空を泳いでいるように見えますわ！」

「器用じゃのぅ」

　周りから拍はく手しゆを貰うが、そうなるとだんだん照れくさくなってきた。

「っと、まぁこんな感じに扱あつかえます。そして水を動かせるなら、水に魔力を込めて粘らせる事はできないかと考えて作ったのがさっきのバブリーウォーターです。こう、水すい滴てき同士を結びつかせて、繋つなぎ続ける感じで」

「こうですか？　『バブリーウォーター』」

　お嬢様が生み出した水には手元に膜を作れるだけの粘りがあった。しかし、軽く息を吐はいただけで壊こわれてしまう。

「もう少し水属性の魔力を多めに使い、スティッキースライムの粘ねん着ちやく液えきのように流れにくく、粘るイメージでやってみてください」

　既に半分成功しているので、具体的な例えで教えてみた。

　するとお嬢様は体から勢いよく、水が湧わき出すような魔力を放出させて呪じゆ文もんを唱える。

「『バブリーウォーター』」

　今度の水は、生み出される過程で明らかに強い粘りがあることが見て取れた。それを指で作った輪につけ、お嬢様が吹き込む息に合わせて新しいシャボン玉が空に舞う。

「できましたわ！」

「息の強さで大きさも変えられますし、ちゃんと使えるようになってから、使う魔力を増やすとこんな事もできます」

　もう一度、魔力を多めに使ってシャボン玉を作る。それをバスケットボールほどの大きさにとどめて目の前に浮かべ……軽く叩たたいた。

「はいっ」

「えっ!?」

　叩かれたシャボン玉は大きく形を歪ゆがめながらも割れず、ゆるやかにお嬢様へ向かって飛んだ。それを近くから興味深そうに見ていたお嬢様は、いきなり飛んできたシャボン玉を受け止めて手元でお手玉している。

「これは……最初のように消えませんのね」

「魔力を多めに使うと粘りが強くなって、こうやって触さわっても割れないくらい強度がある泡になるんです。強い力を加えたりすれば割れますし、ほっといてもいつかは消えてしまいますけどね」

　ちなみにこのシャボン玉はただの水を魔力でこの状態にしているだけなので、人体にも環かん境きようにも優やさしい。たとえ乳幼児の口に間違って入っても安全である。

「なんだか、これもスライムに見えてきました」

　お嬢様は割れにくいシャボン玉をつついて震ふるわせ楽しそうに笑っていた。

　こうして楽しんでもらえるなら、教えた甲か斐いがあるというものだ。いつか折を見て他の属性の魔法も見せてみよう。







２章２話　魔法の訓練







「さて、そろそろ始めようかの？」

　シャボン玉でしばらく遊んでいたが、今日の訓練が始まるようだ。

「お嬢様は午前に引き続き魔法の制せい御ぎよ訓練です。リョウマ様は何か希望はありますか？」

「各属性の攻こう撃げき魔ま法ほうをお願いします。以前教会でお話しした通り、攻撃魔法は殆ほとんど使った事がなくて」

「そうでしたな。そういう事であれば適任者は……」

「僕ですね」

　セバスさんが視線を向けたのはカミルさん。どうやら彼かれが俺の担当として教えてくれるらしい。

「リョウマ君は全属性使えるそうだね。僕は下位属性全すべてに加えて雷かみなりと氷属性を使える。毒属性と木属性、上位属性は教えられないけど、それ以外なら初級魔法は全部教えられるよ」

「そうだったんですか。よろしくお願いします、カミルさん」

「こっちこそよろしくね」

「それではリョウマさん、またのちほど」

　お嬢様は少し離はなれて訓練をするようで、一言伝えて奥おく様さま達たちと共に離れていく。

　とりあえず見送ったが、同じ場所で訓練するのではなかったのか？

　カミルさんに聞いてみると、こんな答えが。

「安全のため、かな。リョウマ君はお嬢様の魔力が多いって話、聞いたんだよね？」

「はい、聞きました」

「そのせいでお嬢様は魔法のコントロールが苦手なんだ。最近はもう無いんだけど、それで以前は撃うった魔法があらぬ方向に飛ぶことが良くあってさ……しかも一発に実戦で使える目安の数倍威い力りよくがあったりね」

　それは確かに危険そうだ……

「でもほら、それは昔の話だし、さっきも言ったけど最近は滅めつ多たにないんだ。だから今日のは用心のためだよ」

　カミルさんはやけに大だい丈じよう夫ぶだと強調している。仕えている相手の事だから気まずいのか……これ以上話を続けさせるのも悪いので、訓練に入ろうと提案する。

「そうだね。僕たちも始めようか。リョウマ君も少しは攻撃魔法を使えるんだよね？」

「はい、初級の攻撃魔法だけしか使えませんが」

「オッケー。じゃあ使える攻撃魔法を一通り見せてくれる？」

「わかりました」

　近くの岩に向かって火・水・風・土・雷・氷・毒属性の基本攻撃魔法『ファイヤーボール』『ウォーターボール』『ウィンドカッター』『アースニードル』『スタン』『アイスショット』『ポイズン』を放って見せる。

「うん、基本とはいえよくできているよ。これなら次の魔法もすぐ覚えられそうだ。なら……まず１つ１つ僕がお手本を見せるから、それを見て新しい魔法を使ってみようか」

「よろしくお願いします」

「じゃあ行くよ。まずは火属性、『ファイヤーアロー』」

　カミルさんが魔法を唱えた瞬しゆん間かん、カミルさんの掌てのひらから出た火が矢の形に収束。岩に向けて一直線に放たれた。矢は真まっ直すぐに標的の岩へ着ちやく弾だんし、軽い音と共に炎ほのおが弾ける。

「これが火属性の下級攻撃魔法『ファイヤーアロー』だよ。『ファイヤーボール』より飛ぶのが速くて貫かん通つう力がある。これが火属性だと最も使い勝手が良くてよく使われる魔法だね、じゃあ、リョウマ君もやってみて」

「はい」

　カミルさんの『ファイヤーアロー』を思い出し、再現を試みる。掌に『ファイヤーボール』の要領で火を出し、それを圧縮・収束させ矢として放つイメージを作り……

「『ファイヤーアロー』」

　放った『ファイヤーアロー』は、カミルさんの魔法と同じように生み出され、飛んで、岩に当たり弾けた。

「うん、成功だね。一度で成功するなんて飲み込みがいいよ」

　あれ？　こういう時、小説のテンプレだと怪あやしまれるよな？　少し誤ご魔ま化かしとくか？

「弓を使えますから、イメージしやすかったです」

「そっか、それもあったね」

「それも？」

「うん。魔ま法ほう使つかいじゃない人に時々あるんだけど、魔法系スキルのレベルが高い人は攻撃魔法を習った事がないだけで、生活に使っている間にその魔法を使えるだけの技量を身に付けている事があるんだ。

　そういう人はイメージさえできればちょっと練習しただけで使えるようになるし、人によっては２、３回の練習で使えるようになるんだよ」

　なんだ、小説でよくありがちな魔法の習得速度が異常なんて事は無いんだ……良かった。というかお嬢様もさっきバブリーウォーターを２回で使えてたじゃないか。気づいたら心配して損した気がする……

　それからは同じ要領で攻撃魔法の『ウォーターショット』『ウィンドハンマー』『ロックバレット』『スタンアロー』『アイスアロー』を習い、習得する。さらに防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの『ファイヤーウォール』『ウォーターウォール』『ウィンドシールド』『アイスシールド』もあっという間に習得。

　ただしその代わりにちょっとした問題も発生。




「う～ん……教えることが無くなっちゃったな……中級に行くか、練度を高めさせるか……う～ん…………」

　どうやら俺の魔法の習得速度は異常ではないもののやはり早いらしく、今日教わる予定だった魔法をもう教わりきったらしい。するとそこにセバスさんがやってくる。

「なにかお困りですかな？」

「セバスさん」

「リョウマ君の飲み込みが早くて、今日教える魔法をもう全部覚えちゃったんですよ」

「そういう事でしたか。それではここからは私がお教えしましょう。空間魔法ならば教えられますので」

　これは嬉うれしい！　国有数の空間魔法使いから学べるのはラッキーだ！

「それなら僕はこれで。頑がん張ばってね、リョウマ君」

「ありがとうございました、カミルさん。よろしくお願いします、セバスさん」

　カミルさんに礼をいい、セバスさんに頭を下げると、セバスさんは朗ほがらかに笑ってこう言った。

「それでは始めましょう。まず確認させていただきます、リョウマ様はアイテムボックスの他に習得している空間魔法はありますか？」

「テレポートが使えます」

「見せて頂いてもよろしいですか？」

「はい、勿もち論ろんです。では、『テレポート』！」




■　■　■




　～Ｓｉｄｅ　セバス～




　リョウマ様がテレポートを発動し、近くの岩の傍まで転移されました。そこから更さらに４度連続でテレポートを発動。周囲を移動し、私の目の前まで戻って来ます。

　瞬しゆん時じに別の場所へ移動する魔法の性質上、初心者は転移直後に体勢を崩す事も珍めずらしくないのですが、それも見られない。素す晴ばらしい。初歩的な魔法ではありますが、発動の早さとその前後の動きの自然さに慣れを感じます。反復練習を重ね、しっかりと身に付けておられるようですな。

「お見事でございます、リョウマ様。そこまでできるのならば、中級魔法のディメンションホーム及および中ちゆう距きよ離り転移魔法のワープもすぐに使えると思われます」

「本当ですか!?」

「ええ、本当ですとも。リョウマ様は空間魔法が上位属性に分類され、最も使用が難しいと言われる理由をご存じですか？」

「いえ、分かりません」

「では空間魔法はどうやって使うか、説明できますかな？」

「まず魔力で空間に干かん渉しようし、捻ねじ曲まげる事が基本です」

「その通りにございます。ですが……その基き礎そである魔力で空間に干渉するという事が、大多数の方々を躓つまずかせてしまうポイントなのです。

　空間と言う物は常にそこにありますが、それを魔法に必要なだけ深く意識できる人は稀まれなのですよ」

　空間魔法について語る教本の類には〝この世界の万ばん物ぶつを包む〟等といった大おお仰ぎような記述が多く、大たい抵ていの人は自分の中で確たるイメージを持たず漠ばく然ぜんとしたイメージを持ってしまっているために干渉が不完全なのです。

　しかし本当に必要な事は、自分がいるこの場所、魔法を使う空間を如何いかに正確に、深く把は握あくするか。ですがこれは説明できる物ではありません。言葉での理解ではまだ不完全。訓練を重ね、自らの感覚で把握するしか無いのです。そして、それができなければ中級以上の空間魔法はまず習得できません。

「こう言うとよく驚かれますが、下級の空間魔法と中級の空間魔法は、本当は同じ魔法なのです」

「!?」

　ふふ……やはり驚かれているようですな。

「我々が生まれるはるか昔……空間魔法に現在の下級魔法は無く、一説には下級中級といった区別すらも無かったとも言われています。その理由は空間魔法は空間の把握がしっかりとできて、ようやく初めの一歩を踏ふみ出せる物であったからです。

　それができない者の空間魔法は失敗か不完全な物とされていましたが、時代と共に空間魔法を使える者が減り、空間魔法使い全体の質が落ちた事で、かつての基礎であった魔法が今の中級魔法に、そして不完全な中級魔法が下級魔法とされてしまったのです」

「つまりアイテムボックスとテレポートと同じイメージで、中級魔法のディメンションホームやワープが使えると？」

「はい。ディメンションホームに関しては補足がありますが、ワープに関してはその通りにございます。ただ転移する距きよ離りをテレポートより更に遠くに、転移先をしっかり把握できれば魔力量次第でどれだけ遠くにも行けますよ。そうですな……まずはあの岩の頂上を目指しては如何いかがでしょう？」

　私は目に見える範はん囲い内ないで一番遠くにある大岩を指し示します。ちょうど良くあの岩の頂上は平らですから、足場もしっかりしているでしょう。落ちても大おお怪け我がをするほど高くはありません。

「わかりました、やってみます」

　リョウマ様はすぐに挑ちよう戦せんするようですな。このように素す直なおな態度なら教えがいがあると言うものです。

　思えば私は何人の者にこうして魔法を教えたでしょうか……空間魔法の才を持って生まれ、ジャミール家に仕えつつ才を役立てるべく励はげんだ若かりし頃ころは、ただ訓練と執しつ事じとしての勉強に明け暮れました。

　先代様と共に旅をした頃、その魔法は役に立ちました。旅を終えてからは先代様の補ほ佐さをする毎日……この頃からでしたね、私が国有数の空間魔法使いなどともてはやされ始めたのは。先代様の補佐として大量の荷物をディメンションホームに入れて行動していた事がその一因でしょう。人前に出ることも多かった。

　その結果大勢の方々が弟で子しにしてくれと頼たのみ込んでくるようになりました。私に来る嘆たん願がん書しよは全て無視をしていましたが、中には先代様を通して、先代様との繋がりを盾たてにして家臣やご子息に空間魔法を教えろとのたまう方々も。

　そういった方の要よう請せいは流石さすがに無視するわけにもいかず、教えましたが……これが何とも言えません。教えた者が１００人を超こえてから数えるのは止めましたが、最終的に中級以上を習得できたのは10人にも満たなかった筈はずです。特にいくつかの家のご子息は、空間魔法は言葉で伝えられる物ではないと言っても聞きもせず、不満を言うばかりで訓練もろくにされなかった。

　リョウマ様のように素直に言葉を聞き、ひたむきに魔法の訓練に取り組もうとする。そういう方は教えていて楽しいものです。才があるのならば尚なお更さら面おも白しろい。私が誰だれかに魔法を自ら教えようと思ったことなど、今までにあったでしょうか？　あったかもしれませんが、覚えておりませんな。

　こんな事を考えている間にも、リョウマ様は目を瞑つぶり精神を集中されています。まるで周囲の音が何一つ聞こえていないかのように静かに、深く。この歳でこれほどまでの集中力をお持ちなのは素晴らしいですが、一体どういう訓練をすればこうなるのでしょうか……

　考えてみれば、リョウマ様は初めて会った時から歪いびつな少年です。初めは親がおらず、森に篭こもる奇き妙みような少年と聞いて。実際に会ってみれば森に長く住んでいる割に随分と清潔そうな服を着て、口を開けば初めはたどたどしくも丁てい寧ねいな口調で我々を迎えた。招かれた家で出てきたのは最高級の紅茶にこれまた高級品のハチミツ。家の作りは簡素でしたが頑がん丈じようで快適な家であることがよく分かりました。さらにはお風ふ呂ろまであるという、設備と住み心地ごこちは貴族並みの家に住む少年。

　何より奇妙なのはその知識と技術。スライムの研究という誰からも相手にされない研究を続け、クリーナースライムとスカベンジャースライムで生活の質を向上させ、防水布や今まで見た事のない糸を作り出せる。

　ギムルまでの道中の馬車では錬れん金きん術じゆつでガナの森の岩塩の毒を取とり除けると言い、それに興味を示したラインハルト様に『量が少ないから流通させたら他ほかの産地に競争で負ける』と貴族、もしくは商人として教育を受けていなければ、この歳では持っていないであろう商業の知識の一いつ端たんまで見せました。

　街についた際の空くう虚きよな目と悪漢達たちからお嬢様をお守りする手しゆ腕わんは今でも私の目に残っています。そしてこの街についてからは既に、疫病の蔓まん延えんを事前に人知れず防ぐという偉い業ぎようを成なし遂とげられました。どれもこれも普通の子供には不可能な事。それを成している少年。普ふ段だんは大人びていますが、最近は我々に少し心を開いてくれたようで、時折年相応の反応を見せます。リョウマ様が……

「セバスさん」

　おっと、考えに夢中になっていたようですな……

「はい、何でしょうか？」

「行けそうです、やってみます」

「どうぞ」

「…………行きます、『ワープ』」

　次の瞬間リョウマ様の姿が消え、私が先程指し示した岩の上に現れました。それを見て私も岩の上に転移します。

「おめでとうございます。中級空間魔ま法ほう『ワープ』成功にございます」

「やった！　ありがとうございます！　セバスさん！」

　ふふ……こういう所は年相応ですな。

「それでは次に、ディメンションホームの練習にまいりましょう。基本はアイテムボックスと同じく空間に穴を開け、その中の空間を広げて維い持じするイメージで大きな部屋を作って頂きます。

　ここまではアイテムボックスと同じ事ですので詳くわしい説明は省きますが、この時作り上げた空間の中に周囲と同じ環境があるように意識して下さい。アイテムボックスと違ちがい、ディメンションホームには空気があるのです。だからこそ、中で生活することも魔ま物ものを飼うことも可能になります。ここを再現できなかった魔法が下級魔法のアイテムボックスなのです」

「わかりました」

　そう言ってリョウマ様は今一度集中を始めました。ワープより複雑で難しい魔法ですので、リョウマ様も必死で感覚を掴つかもうとしている様子です。そして何度もディメンションホームと唱えますが、出てくるのは黒い穴。これは失敗でございます。それをリョウマ様に伝えると再び集中を始め、もう一度。そして失敗。

　それを繰くり返かえし、次第に汗あせを流し始めます。それでもリョウマ様の集中は途と切ぎれません。




　時折休きゆう憩けいを取りつつ練習を続け、とうとう４時間が経たとうとした時、リョウマ様が呟くように唱えました。

「……『ディメンションホーム』」

　リョウマ様の目の前に生まれた穴は……白。

「おめでとうございます。『ディメンションホーム』も成功でございます」

「よし！　ありがとうございます！　これでスライムを中に入れて運べます！」

「お力になれたようで何よりです。もし今作り出した空間が手て狭ぜまになった場合、魔ま力りよくを多く使いますが、更に空間を作り出す作業をする事で新しい空間の増築が可能になります。その際開けた穴が黒い場合は失敗、白い穴が成功の証あかしですので、お気を付け下さい」

「了りよう解かいです」

「それではお嬢様方の所に戻りましょう。もうじき暗くなってまいりますので」

「え……？　あっ!?　結構時間経ってたんですね……」

　どうやら気づいてすらいなかったようですな。成功せず放っておけば、いつまでも続けたかもしれませんね。普通はここまでやる前に魔力が枯こ渇かつし、音を上げると思いますが……流石さすがはお嬢様に匹ひつ敵てきする魔力の持ち主です。

「集中されていましたからね。それでは参りましょう、『ワープ』」

　色々と気になる事はありますが、これからも彼を静かに見守るとしましょう。







２章３話　誘いを受けて







　～Ｓｉｄｅ　竜りよう馬ま～




　集中しすぎて時間を忘れていた……セバスさんの声で気がつき、セバスさんにワープでお嬢じよう様さま達たちの居る場所に連れて行ってもらう。着いてから気づいたが、ワープの練習で結構遠くまで行っていたようだ。

「お帰りなさい、リョウマさん」

「お帰り。遅おそかったわね、どこまで行っていたの？」

「新しい魔法は覚えられたかい？」

　転移してきた俺おれたちに気づくと、すぐにお嬢様達が駆かけ寄よってきた。

「はい、カミルさんとセバスさんのおかげです」

「それは良かったのぅ。どれ、まだ魔力に余よ裕ゆうがあれば何か見せてくれんか？」

　そう言われたので、俺はまずカミルさんに習った魔法を一通り放った。そして次はディメンションホーム……入口開けるのに10秒くらいタメが要いるな……要訓練だ。

「『ディメンションホーム』」

　無事成功。入口を開けてふりかえるとセバスさん以外が固まっていた。…………そういや、俺の年ねん齢れいならアイテムボックスが使えれば上できなんだっけ。テンション上がって忘れてた……まぁいいか。セバスさんは知ってるんだし、どうせ隠かくしても耳に入るだろう。というか既すでに４人がセバスさんに詰つめ寄っている。

　だが、すぐに俺の所にも来て褒ほめてくれた。凄すごいのは分かるが、頭を撫なでられるのはさすがにちょっと恥はずかしい……




　その後、もうじき日が暮れるので宿へ帰る話になった。しかし空間魔法の修しゆ行ぎようはひたすら反復練習が一番ということで、俺は練習がてらワープで帰る事にした。万が一の場合に備えてセバスさんが付つき添そってくれている。

　そんな道中、ふと思い出したようにセバスさんが話しかけてきた。

「リョウマ様、明日我々はお嬢じよう様さまに魔獣と戦う経験を積ませるため、廃坑山に行く予定です。もしよろしければリョウマ様もいかがですか？」

「いいですね、一いつ緒しよに行かせて頂いてもよろしいですか？」

「勿論です、お嬢様も喜びますよ。リョウマ様は弓以外の武器はお持ちですか？　廃はい坑こう内は狭せまいので弓はお勧すすめできません。それに防具も必要になります」

「短たん剣けんでどうでしょうか？　あと魔法と格かく闘とうもできますが、防具はありませんね」

「武器は問題ないでしょう。魔物と言っても弱いですし、護衛も付きますから。あくまでお嬢様の経験のため、考えて相手に当たる事をさせるためですので」

「では短剣で行きます。防具に関しては……」

　武器は土魔法でもある程度作れるけど、下手な防具は動きを阻そ害がいするだけだ。

　……そういや、ギルドマスターから紹しよう介かい状じようを貰もらったな。この際ちゃんとした物を買いに行こうか。

「街に戻もどったら買いに行ってみようと思います。丁度冒ぼう険けん者しやギルドのギルドマスターから貰った紹介状がありますから」

「そうですか、それは良かった」




■　■　■




　街に到とう着ちやくした俺達は門の前で別れ、セバスさんは先に宿へ、俺は武器屋を探した。そして紹しよう介かいされた武器屋を見つけて中へ入ると、ゴツイ男に不気味な満面の笑えみで迎むかえられる。

「いらっしゃいませー、何がご所しよ望もうですか？」

「え、ええ……廃坑などの狭い場所で使える武器を探しています。例えば短剣、それと防具を」

「短剣ならこちらの棚たなにございますのでご覧くだせーい」

「……失礼ですが、無理されてませんか？」

「………………わかるか？」

「……とても簡単に分かります」

　笑え顔がおが数秒で崩れておかしな顔になっている……俺が言うとその男性はとたんに無愛想な顔になった。

「あぁもうヤメだヤメ！　悪いな、ちっと知り合いにお前は無愛想すぎるって言われたもんだから、愛想良くしてみたんだ。性に合わなかったがな」

「そうでしたか。ところで、ここはディガー武具店ですよね？」

「ああ、そうだ。それがどうした？」

「冒ぼう険けん者しやギルドのギルドマスターから紹介状を頂きました。ここに行ってこれを見せろと」

「ウォーガンが？　珍しい事もあったもんだな……お前新人だろ？　うちは高いぞ、その分品質は保証するが。金はあんのか？」

「はい、武器の相場は分かりませんが、小金貨30枚は払はらえます」

「そんだけ払えりゃ十分だ。今までは何を使っていた？」

「普段は弓を使っていますが、廃坑内では取り回しが」

「なるほどな……ならさっきも言った短剣、それか短槍や片手剣けんあたりが妥だ当とうだろう」

「では短剣を２本、それから投とう擲てき用のナイフはありますか？」

　投擲術のスキルを持っているのに、今まで石しか投げた事が無い。この際買ってみよう。

「10本で小金貨１枚だ。高いが質はいい、使った後にちゃんと回収して手入れをすれば長く使える」

「では武器は投擲用ナイフ10本と短剣２本でお願いします」

「短剣１本小金貨２枚、２本とナイフ10本で計小金貨５枚だ。あとは防具も要るんだったな」

「はい、できるだけ動きやすい物が良いのですが、どんな物がありますか？」

「動きやすさなら革かわ鎧よろいだな。魔獣の革で作られた物なら下手な金属鎧より頑丈な物も多い。魔法が付ふ与よされた防具なら全身甲かつ冑ちゆうでも革鎧並みに動ける物もあるが……そんな物はまず流通しねぇし、うちには置いてねぇ」

「では魔獣の革鎧でお願いします」

「分かった。だが、お前の体格に合う物は２種類しか無い。それ以外だと調整に１日は見てもらうがどうする？　全部見るか？」

　明日使うから今日買える物にしよう。

「廃坑に行くのは明日なもので、今日買える防具だけでお願いします」

「そうか、分かった」

　男性は奥おくに入って２つの鎧を持ってきた。

「この２つが魔獣の革かわ製せいの鎧だ。１つはグレルフロッグって魔物の革で作られた防具でよく曲がり、動きやすく、それなりに強度がある。値段は中銀貨４枚」

　ゴムみたいな質感だな。フロッグ……カエルの革か？

「もう１つはハードリザードの革で作られた鎧だ。こっちは高くて小金貨５枚になる」

「随ずい分ぶん値段が違いますね？」

「素材の問題だな。ハードリザードは荒こう野やに住む魔獣で滅多に見つからない。おまけに無属性魔法の肉体硬こう化かに似た能力を使うから狩かるのが難しい。武器では生半可な腕うでじゃ切れねぇし、魔法を使えば皮がダメになる事が多い。これでも値段はだいぶ下がっているぞ」

　肉体硬化は皮ひ膚ふを魔力で覆おおい、体を傷つきにくくして防ぼう御ぎよ力りよくを上げる魔法だ。それを使う魔獣なら狩りにくいだろう。

「上手うまく倒たおすには運と実力が必要だが革は軽く、魔力を通せば硬化する性質を持っている。革のしなやかさのままで強度だけが上がるから軽くて動きやすく、普段から頑丈な革が魔力で更に頑丈になる。だから体力の無い奴やつが多い魔法使い用の装備として人気なんだよ。

　ただ……コイツはかなり前に持ち込まれた革で鎧を作った余りの革で作ったんだが、材料が微び妙みような量しか無くてな。お前みたいな子供用のサイズしか作れなかった。だから大人の冒険者にはサイズが合わねぇし、かといって子供の冒険者はこれを買える金を持ってねぇ。材料がないから継つぎ足たしてサイズを変える事もできねぇ。で、もう２年も売れ残ったままなんだ。金があるならこっちを買ってくれるとありがたい。品は格段にこっちの方が良い」

　確かに聞いた感じはこっちの方が断然良さそうだ。ギルドマスターの薦すすめた店だし、悪質やぼったくりの店ではないだろう……

「分かりました、ハードリザードの革鎧でお願いします」

「助かるぜ。武器と鎧、合わせて丁度小金貨10枚だ」

　俺はアイテムボックスから小金貨の袋ふくろを出して支し払はらい、代金を確かく認にんして男が差し出した短剣、ナイフ、鎧をアイテムボックスにしまう。

「ありがとうございました。挨あい拶さつが遅おくれましたが、私はリョウマ・タケバヤシと申します。また何かあったらここに来ますので、よろしくお願いします」

「おう。店主のダルソン・ディガーだ、無む茶ちやをせず手入れをしっかりすれば長くその鎧でやっていける。お前の体が成長して合わなくなるまで使ったら、また鎧を買いに来い。その時は多少サービスしてやる」

　その言葉に礼を言い、俺は店を出て宿に帰った。




■　■　■




　翌日




　朝から馬車に揺ゆられ、廃坑山へと向かう。道は徐じよ々じよに悪くなってきているが天気は快晴、街から３時間ほどの距離にあるとのことなのでもうじき着くとは思うけど……

「……」

　なんだろうか？　隣となりに座すわるお嬢様の様子がおかしい。朝食のときから口数が少なく、何かを考え込んでいるようだ。

「お嬢様？　大丈夫ですか？」

「ええ、大丈夫ですわ」

　少なくとも体調は悪くなさそうだけど、緊きん張ちようしているのか？

「そういえば、お嬢様は魔獣と戦った経験は……もしかして初めてですか？」

「そんなことはありませんわ。経験豊富とは言えませんが……」

「ならばもう少し肩かたの力を抜ぬかんとな、エリア」

「お爺じい様さま」

「そうよ、もう少し落ち着かないと説得力が無いわ」

「お母様まで……」

「ははは、前回から少し日が開いてしまったからね。もうすぐ着くし、今日やることをおさらいしておこうか？」

　何もしないよりは気が紛まぎれるだろうとラインハルトさんが話を始めた。

「まず、今我々が向かっているのは〝ギムル北鉱山〟。名前の通りギムルの街の北に位置する鉱山で、以前から廃坑状態だった所だ。では、ここでの我々の目的は？」

「鉱山の調査ですわ。冒険者ギルドに鉱山に住み着いた魔獣を掃そう討とうする依い頼らいを出だすため、事前情報を集めます。私の実戦訓練を兼かねて」

「その通り。本来なら役所の管理記録から定期的な見回りの報告などを参考にするところだが……先日の件で役所を調べると、どうも北鉱山の管理費にも手をつけていた可能性が高く信しん憑ぴよう性せいがいまひとつだ。

　だから今日はいくつかの坑こう道どうに入り、坑道内の様子や見かけた魔獣についての情報を集め、それを元に冒険者ギルドに出す依頼内容を決める」

　北鉱山全体に魔獣がどれだけいるかは不明だけど、殲せん滅めつするとなるとどうしても数日がかりの大仕事になることが予想される。だから今日は訓練を兼ねた簡単な調査というわけだ。

　役所の報告に信憑性はないが、高ランクの魔獣やその痕こん跡せきが発見されたという報告もない。きっと子供の練習には手ごろなんだろう。

　緊張しているお嬢様と馬車の窓から覗のぞく青空を見ながら、俺は気楽に馬車に揺られていた。







２章４話　廃坑調査







「用意はいいな？」

「「はい！」」

　目的地に到着した俺おれ達たちはすぐ調査に入ることになり、今は１本の坑道の入口の前にいる。しかし地面はほとんど背の高い雑草に覆われ、坑道周辺に露ろ出しゆつした岩いわ肌はだにも蔦つたが這っているところを見ると……相当に長い間人が来ていないようだ。

　一緒に坑道へ入るのは、お嬢様にジルさん率いるいつもの護衛４人。他の護衛の皆みなさんも来ているが、俺たちとは違う坑道で魔獣を狩るらしい。

　さらにはラインハルトさんと奥おく様さまも２人で、ラインバッハ様に至いたっては１人で調査をするという。

　大丈夫なのかと聞いたらジルさん達にこう言われた。

「心配無い。３人は昔、一時期は冒険者として旅をしていた方々だ。ラインバッハ様に至っては昔にあった近きん隣りん国こくとの小こ競ぜり合あいで武ぶ勲くんまで立てている。こんな街の近くの廃坑に住み着くような魔獣ではかすり傷一つ付けられんよ」

「本当は僕ぼくたち護衛なんて必要ないんだよね。３人とも気ままに街を歩くのが好きだし、自分の面めん倒どうは自分でみられる人達だし、セバスさんが居れば全部事足りるんだよ。街にも僕らはついて行かなかったでしょ？」

「お嬢じよう達たち４人は大多数の貴族と違って仰ぎよう々ぎようしいのを嫌きらうんだよ。俺みたいな礼れい儀ぎのなってない奴でも能力がありゃ雇やとうし、公おおやけの場や他の貴族の前じゃなきゃ普ふ通つうに話しかけろって言われているしな」

　どうやら３人とも剣か魔法の名人で、それなりに強いそうだ。それはなんとなく分かるが、いいんだろうか？　いいんだろうな、きっと。

「私達も頑張りましょうね！　リョウマさん！」

　お嬢様は普段簡素だが質の良い高級な布地であることが俺でも分かるドレス？　を着ていたが、今日ばかりは動きやすいシャツを着てズボンを履はいている。その上におそらく魔獣の革製の革鎧を着けており、非常に張り切っている。

　緊張は多少ほぐれたかな？

　そんな話をしていると、少し離はなれた場所にある坑道の前で奥様が俺とお嬢様に手を振ふっていた。お嬢様の声でも聞こえたのか？　奥様は俺達が手を振り返すと、もう一度大きく手を振ってからラインハルトさんと坑道へ入っていく。

　それを見送った俺たちも坑道の中に踏み込む。先頭はゼフさん、次にジルさんとヒューズさん、その次に俺とお嬢様、最後にカミルさんと俺のスライム達だ。

　列を作って歩くが坑道の中は暗い。数十歩歩いただけで入り口付近の光もあっという間に届かなくなる。

「ちっ、やっぱり坑道用のランプがないな」

「大方取っ払ぱらって東鉱山で使ってるんじゃないですか？」

「正式に廃坑になるまでは備え付けてあるはずだが……外を見る限り、管理も杜ず撰さんだろうしな。こちらの設備を流用すれば、一時的に東鉱山の設備にかかる費用を抑おさえられる」

「浮ういた金はあいつらの懐ふところですかねぇ」

「そう思えてしまいますわね……」

「たとえ真実がどうであれ、疑いはかかりやすくなる。これも信しん頼らいを損そこなった者の宿命です。お嬢様もお気をつけください。『ライト』」

　話を締しめくくったジルさんは、光属性の初級魔法で光の玉を生み出した。

　光の玉は俺達の頭上に浮かび暗い坑道を照らす。奥の方までは届かないが、周囲を見通すには十分に明るい。

「お嬢様、坊ぼつちゃん、足元が悪いから気をつけてくだせぇ。ここは人が働いていた坑道ですからありやせんが、迷めい宮きゆうなんかにはトラップがありやす。そういったモンを見つけるのがあっしみたいな斥せつ候こうの役目です。今回は訓練ですが、くれぐれもあっしらより前には出ねぇようにお願いしますよ」

「はい！」

「了解です」




　そのまましばらく歩くと前方に何かが見えた、と同時にゼフさんが足を止め俺たちも止まる。よく見ると……

「虫？」

　何やらカマキリのような虫が１匹ぴきいた。ただし体格が俺と同じ位、カマキリとしては規格外の大きさだ。間ま違ちがいなく魔獣だろう。

　……もしあれが魔獣じゃなくて一いつ般ぱん的てきな虫だったら、虫嫌ぎらいの人には地じ獄ごくだろうな……

「見えやしたか坊ちゃん。ありゃケイブマンティスっつう虫型の魔獣でさぁ。両手の鎌かまで地面に穴を掘ほるか、洞どう窟くつや坑道を見つけて住み着く習性がありやす」

「ッチ！　面倒なのが住み着いてんな……」

「強いのですか？」

「強くはねぇです。鎌が鋭するどい訳でもなく甲こう殻かくも柔やわいですから、鉱山に入ってきたのを鉱夫が見たら、見つけ次し第だいにつるはしでボコッとやって退治できるくれぇで。

　ただ繁はん殖しよくが早くて数が多くいる可能性が高いのと、たまに上位種のブレードマンティスってのが混ざっている可能性がありやす。ケイブマンティスと見た目が似ていて見分けにくいんでさぁ」

「ブレードマンティスの鎌はケイブマンティスより鋭いため、油断していると混ざっていたブレードマンティスに気づかず思わぬ被ひ害がいが出る事があります。ご注意を」

　ゼフさんの注意の後に、ジルさんからブレードマンティスについて補足された。なら、

「見分け方はどうするんですか？」

「ブレードマンティスの方が少しだけ大きいですぜ。大した差じゃありやせんがね。素す早ばやく見分けるには経験あるのみですぜ。ちょうど良くあそこにいるのはケイブマンティスです。あっしが引っ張って来るんで、近くで見てみてくだせぇ」

　ゼフさんがそう言って一人でケイブマンティスに近寄っていき、気づかれた所で戻ってきた。その後、俺とエリアに見える位置でケイブマンティスの攻こう撃げきを手持ちの小さな盾で受けている。

「あれがケイブマンティスです。鎌の攻撃はそこそこ速いのでお気を付け下さい」

「お嬢じよう、ゼフが受けてるうちに魔法で倒しちまえ」

「火魔法はダメですよ。洞窟の中では煙けむりの行き場がありませんから」

「分かりました……」

「何時いつでも良いですぜ、お嬢様！」

「それでは……『アイスアロー』！　っ！　『アイスアロー』！」

　お嬢様の放った最初のアイスアローは避けられたが、すぐに放った２発目でケイブマンティスを仕留める事に成功。

「魔法発動の速さは合格ですが、狙ねらいをもっと正確にするよう心がけて下さい」

「分かりましたわ」

　その後、歩き出してから２分ほど経つと、またケイブマンティスが居た。今度は４匹だ。

「どうする？　さっきはお嬢がやったから今度はリョウマが、と思っていたが……いきなり４匹はキツいか？」

　そう聞かれたのでやってみると答えた。

「気をつけろよ」

　頷うなずき、腰こしに下げた２本の短剣を抜いて無属性魔法の『肉体硬化』を発動。ケイブマンティスに駆け寄ると、気づいた１匹がこちらを向いて右手の鎌を振り上あげてきた。

　振り下おろされる前に左足でケイブマンティスの体を支える右前脚あしを蹴けり抜き、折る。するとケイブマンティスはバランスを崩くずして倒れこむ。地面に転がる頭部を踏み潰つぶし、近づきつつある２匹目へ向かう。

　２匹目は左手の鎌を振り上げていたので、振り下ろされるタイミングに合わせて反時計回りに体を四分の一回転。ギリギリで躱かわしつつ右の短剣で関節を切り落とし、体を戻すと同時に逆手で持った左の短剣で首を刎はねた。

　その後ろに３匹目。左の短剣を逆手から順手に持もち替かえ、反時計回りに体を回す。右で受け流して接近。左で首を刎ねる。

「キッ！」

　４匹目が鳴き声？　と同時に左手の鎌を横薙なぎに振った。俺の首をめがけていたが、接近する事で先せん端たんは躱す。あとは右の短剣で鎌を受け止め、左で関節を切り落とす。今度は右手の鎌。同じように今度は左で受けて右で切り落とす。両手の鎌を失ったケイブマンティスにはもう抗あらがう術は無く、容易に首を刎ねられた。

　……特に問題は無いな。短剣にも刃はこぼれなどは一いつ切さいない。

　確実に仕留めた事を確認して、お嬢様達の所に戻る。

「お疲つかれさん。近接戦も問題ねぇみてぇだな。お嬢、虫系の魔獣はしぶといからリョウマがやったように首を刎ねるか頭を潰すまで絶対に油断すんなよ」

「分かりましたわ」

「用心して硬化の魔法を使ったのも良い判断だ。硬化を使えばケイブマンティスの攻撃なら問題なくなるだろう」

「流石さすがですわ、リョウマさん」

　虫系の魔獣はガナの森に居たグリーンキャタピラーで慣れているからな。あれは弱いがかなり生命力の強い魔獣だった。それをスライムの餌えさにするため捕つかまえる生活をしていれば嫌いやでも慣れる。

　ここでの初戦せん闘とうを終えた俺達は、再び坑道内を進み続ける。そして10分もすると俺が先頭を歩き、次に続くお嬢様で出会う魔獣と戦うようになっていた。

　道中の敵はケイブマンティスのみ。実戦訓練というより単調な駆く除じよ作業になっているのでジルさん達には問題ないと判断されたが……進むにつれてケイブマンティスの数が増えてきた。一度に４，５匹まとめて出てくる上に、その間かん隔かくが徐々に狭せばまっている。これは俺にとっては大したことではない。

「よっ、と」

　ケイブマンティスが本当に弱いのだ。

　けれど、問題はお嬢様。氷魔法で遠くの敵を狙い撃うち、一度に襲おそい掛かかる敵の数を削けずるか弱らせてくれる。俺としては援えん護ごがあって楽なのだが、連戦に伴ともない魔法を連発したからか疲れてきているようだ。魔法を撃つときに感じる魔力も徐々に増えている。

　本当に危なくなれば後ろの４人が守るんだろうけど……

「『プレイング・クレイ』」

「!?」

　踏ふみ込んだ足が不意に沈しずみ、体勢を崩したケイブマンティスをサクッと仕留めた後。

「一度休きゆう憩けいを入れませんか？」

　休憩を提案することにした。




「ほれ、干し肉だ。少し食っとくと気分が楽になるぜ」

「ありがとうございます」

　休憩はあっさりと受け入れられた。

　坑道の奥で、まだ見ぬ敵を警けい戒かいしつつではあるが、腰を落ち着けて休みを取る。光は『ライト』があるので十分に明るく、どこかに繋つながる空気穴もある。だから息苦しさなども感じない。多少湿しめっぽいが休憩を取るには十分な環かん境きようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お嬢様」

「お気き遣づかいありがとうございます。体力・魔力ともに余裕はありますわ。でもなぜか普段より疲れやすい気がしますわね」

「慣れない場所や環境での戦闘は余計に疲れますからね、良くあることですよ。こういう時間経過の分かりにくい場所だと特に。とにかく慣れるしかないですよ、そのための訓練です。ところでリョウマ君は大丈夫？」

　アドバイスをしたカミルさんがこちらを向いたが、俺にとっては慣れ親しんだ環境に近い。

「家がこんな感じだったので」

「ああ、そっか、そうだったね」

　納なつ得とくした様子のカミルさんに続き、今度はヒューズさんが思い出したように口を開く。

「そういやリョウマ、さっきのケイブマンティスを転ばした魔法は何だ？　土魔法だってのは分かったが」

「プレイング・クレイですか？　あれは魔力で土や石を一時的に粘ねん土ど状じように変える魔法です」

　土ど砂しや崩くずれの時に使ったクリエイト・ブロックと同じく土魔法の『ロック』と『ブレイクロック』の２つを組み合わせ、ブレイクロックで土を崩しつつロックで粒りゆう子しの繋がりを維持する魔法。そしてまだ魔法がうまく使えない頃ころに作った土属性のお遊び魔法でもある。名前も適当にプレイング遊んでいる・クレイ粘土とつけた。

「まだ『ロック』１回で目的の形にするのが難しくて、手作業で形を作っていたんです。こう、石とかを手に持って魔力をこめながら粘土状にして練って。そしたらそのうちにだんだん慣れて『ロック』も上達していました」

　あとこの魔法、粘土状にするための魔力が尽つきると材料の状態に戻る。元が土なら土に、石なら石にといった具合に。

　だから石を柔らかくして壁かべの隙すき間まやヒビに詰めて塞ふさいだり、壁の塗ぬり替えにも使える便利な魔法だ。作った当時はそこまで考えてなかったけど。

　そう話していたら、お嬢じよう様さま含ふくむ５人に呆あきれた目を向けられた。

「おいカミル、ジル、どう思うよ。魔法はお前らの担当だろ」

「初級魔法が上手くいかなかったから新しい魔法を作るって、リョウマ君の行動は予想の斜ななめ上うえを行くなぁ……」

「不可能とは言わないが相当に面倒だぞ。教わるならまだしも、自分で作るくらいなら普通に修練に励はげんだ方が早いだろうに」

　こんな事を言われながら俺はゆったりと休む。ちなみにスライム達たちはずっと、後ろで俺達が倒した魔獣を食べている。地味な働きだが、通路の片付けには非常に役立っていた。







２章５話　本物の錬金術







「くあ～っ、やっぱ外は気分がいいな」

　１本目の坑道に住み着いた魔獣退治がつつがなく終わり、外に出たヒューズさんが心地ここちよさそうに笑う。

「空気を楽しむ暇ひまは無いぞ、一度戻もどって報告を済まさねば」

「分かってるよ。ま、その後はちょうど昼になる頃だ。もう一息だぜ」

　俺たちにも声がかかり、揃そろって廃坑山の入口付近へ向かう。

　そこはかつて鉱石や採さい掘くつ道具など荷物の搬はん入にゆう・搬はん出しゆつが行われていた広場で、坂や岩だらけの他所と違ちがってきれいに均ならされている。今日は馬車を停とめて俺たちの集合場所として使っているだけだが、栄えていた頃は作業員の休きゆう憩けい所じよも併へい設せつされていたとか。

「おっ」

　腰まで届く伸のび放ほう題だいの雑草を掻かき分わけながら坂や岩場を歩いていると、時折強い風が吹ふく。道の片側が崖がけになっていることも原因だろう。遮しや蔽へい物がなく、暖かい日差しの中で吹き抜ける風が開放的で心地いい。

　風の吹き抜けた方向をふと見れば、ギムルの街からこの鉱山へ来る際に使った道を一望できていた。雲ひとつ無い青空に緑が生おい茂しげる木々が切り開かれ、まっすぐに延びる一本道は長閑のどかで実に安らぐ。

「坊ちゃん、気をつけてくだせぇ。そっちに行くと崖があるんで」

「ありがとうございます」

　ゼフさんから忠告をいただいた。確かにあまり近づくと道を踏み外はずすかもしれないな。草で足あし下もとが見えにくいし……

　視線を下に落とすと、今度は大量の土ど砂しやが崖下で乱雑に積み重なっているのが見える。あれは採さい掘くつ途と中ちゆうに出た土砂の山、いわゆるボタ山というやつなんだろうか？　実物なら俺は初めて見た。

　綺き麗れいとは言いがたいけれど、赤土の山をところどころ雑草が覆っているのを見ると自然の生命力をどことなく感じる。しかし……

「勿もつ体たい無ないなぁ……」

　この鉱山、もう鉄の産出がほぼ０と言っていたけど、鉄鉱石が出ないだけで土には鉄分が入っているんじゃないか？　赤土のあの色は酸化鉄、サビの色だろ？　多分錬金術を使えば鉄にできるんだが……錬金術は胡う散さん臭くさいとか、錬れん金きん術じゆつ師しは詐さ欺ぎ師しっていうのが根強いイメージらしいし、使われないか。

　そんなことを考えていると、集合場所の広場がだいぶ近くなっている。さらに進むと広場の入口になぜかラインハルトさんと奥様が待っているのも見えてきた。

「おかえりなさ～い」

「どうだった？」

「お母様、お父様、私沢たく山さんケイブマンティスを倒しましたわ！」

「ふむ、なかなか調子がよかったみたいだね」

「途と中ちゆうからはリョウマさんが接近を防いでくれて、おかげで安心して魔ま法ほうを使えました。それにリョウマさんは私よりも多く倒していますわ！」

「リョウマ君が守ってくれたのか、ありがとう」

「それにしても……ケイブマンティスがそんなに居たの？」

「どうやら我々の入った坑道はケイブマンティスの巣だったようです。他の魔獣は１匹も見ていません」

「そうか、なら午後は別の坑道に、今度は僕ぼく達たちと一緒に行ってみないか？　エリアやリョウマ君の戦っている姿も見たいし」

「本当ですか？　私、頑がん張ばりますわ！」

「あらあら、でもその前に昼食にしましょう。そろそろ他の者も戻ってくるわ。それまでは１本目の事を詳くわしく話して頂ちよう戴だい」

　こうして俺おれたちは詳しよう細さいを報告した後で昼食。２本目の廃坑へは食後に行く事となった。




■　■　■




「そう言えばリョウマさん、先さき程ほど何を考えてましたの？」

「先程？」

　公こう爵しやく家の４人と一緒の昼食中。普通に午前の感想やエリアの戦い方について話していたが、その話題にひと区切りついたところでお嬢様が聞いてきた。しかし何の話なのかが分からない。

「先程、景色を見て勿体無いと仰おつしやってたじゃありませんか」

　ああ、あの時か。理解はしたが、その質問はちょっと返答に困る。

「い、いや、特に何も」

　あ、嘘うそくさいわ。

　出た言葉は誤ご魔ま化かそうとしているのが明らかだと自分でも分かった。

「怪あやしいですわ、とっても」

「嘘が下手じゃのぅ」

「何か言いにくいことなのかい？」

「言いたい事があったら、遠えん慮りよせずに言っていいのよ？」

　この人たちには別にいいけど……

「僕がギムルの街に着く前の馬車で話した事、覚えてますか？　その……塩の話です」

「ああ……なるほどね。大丈夫だよ、ここに居るのは僕たちとセバスとアローネとリリアンだけだ。アローネとリリアンも口は堅かたいから」

「そうですか。それでは話しますが、僕が錬金術を使えるのは知っていますね？」

「聞いたね」

　ラインハルトさんはそう答えるが、俺の意識はアローネさんとリリアンさんに向いていた。錬金術という言葉に２人は多少驚おどろいているが、嫌けん悪お感を抱だいているようには見えない。ホッとしながら話を続ける。

「で、ですね。この鉱山は廃坑になるんですよね？」

「そうじゃ。既すでに手続きも終わっているぞぃ」

「それがどうかしたの？」

「鉄、まだ採れると思います。錬金術を使えば」

　その言葉に今度は俺以外の動きが固まる。

「それは、本当なのかい？」

「はい。ガナの森の岩塩から毒を抜いた話をしましたよね？」

「聞いた」

「同じように、捨てられていた土から鉄を取り出せばいいんです。あの赤い土の色は鉄てつ錆さびの色だと思うので……ええと、例えば水につけた剣を手入れせずに放置したら錆さびますよね？」

「当たり前だね」

「同じように土に含ふくまれていた鉄が錆びて、あの色になっているんです。ですからあの土を１回か２回錬金術の分ぶん離りにかければ、鉄のみを抽ちゆう出しゆつできると思います。ただもう廃坑になった鉱山から大量に鉄が出たら人目を引くでしょう？　おまけに錬金術だと問題があるのでは……と思って、勿体無いと思ってました」

「確かにそうだが…………リョウマ君、できそうなら試ためしにやってみてくれないか？　興味があるし、騒さわぎにせず合法的に売る方法もある」

「良いですよ」

　俺は快く了りよう承しようした。

　錬金術を使えることが問題にならない所でなら、特に秘密にする気も無い。何といっても以前ガインが転生者の希望で適当に作ったと言っていただけに、この世界の錬金術は簡単だ。地球の学校で習うレベルの元素と科学の知識があれば普通に使える。この世界で錬金術が広まっていないのは、その知識が不十分なことと偏へん見けんの目があるからだと思う。

　でも正直、鉄の抽出のみであれば……

　酸化鉄がどういう物か。酸化した鉄である。

　酸化とは何か？　ある物質が酸素と結合すること。酸化鉄の場合は鉄と酸素の結合。

　酸素とは何か？　今吸っている空気の一部。

　錬金術で何を行うのか？　魔ま力りよくを用いて結合した酸素を取り除き、鉄に戻もどす（還かん元げん）。

　……このくらいの事を教えれば今すぐ、ラインハルトさんやお嬢じよう様さまにもできると思う。

　足りなければ酸素の性質とかをもっと詳しく説明してもいい。それだけなら何度か説明しても１時間はかからないだろう。尤もつとも聞かれないうちから細かく教える気はないが。

　自分も使いたいとか、事業を興おこしたいのなら好きなようにやってもらえばいい。転生者の希望で作られたとはいえ、れっきとしたこの世界の技術なんだから。




■　■　■




　そして食後。

「リョウマ君、これでいいかい？」

「はい、ありがとうございます」

　錬金術に必要な魔ま法ほう陣じん（円の中に四角形を描いただけの図形）を地面に描えがき、用意してもらった一ひと抱かかえもある石の器に赤土を入れて魔法陣の上に乗せる。

「始めます。危ないので絶対に陣じんの上には乗らないで下さい」

　そう注意をして陣に魔力を通すと魔法陣が輝かがやき、光の膜まくが生まれていく。観客はこの現象を声も出さず、興味深げに注目している。

　俺も最初はあんな感じだったな……俺はもうパソコンの電源入れるくらいの感覚なんだけど……ひょっとすると今ならパソコンの電源入れる方が大おお騒さわぎするかもしれない。懐なつかしすぎて。おっと、しょうもない事を考えてないで作業しないと……

　錬金術には目的別に複数の魔法陣があり、今使うのは『分離』のための陣。これで土の中からまず酸化鉄のみを分離するよう念じると、土がひとりでに浮き上がり陣の外へと押し出される。ここで光の膜を通とおり抜けるのは土のみで、光が消えると赤茶色の粒つぶだけが陣の中の器に残った。無属性魔法の『鑑かん定てい』を使うと確かに酸化鉄だ。

　これをさらにもう一度、今度は酸化鉄から酸素を分離。すると残ったのはキラキラと銀色に輝く砂状の物体。この状態じゃ風で飛びそうだな……『分離』の陣の隣に円と五ご芒ぼう星せいで構成される『結合』の陣を描く。

　使用者がイメージでき、かつ元々の物質と結合後の物質について知っていなければならないという制限はあるが、これを使うと陣の上の物質を結合させる事ができる。だからこれで一ひと塊かたまりにすれば……よし。

　完成した塊を最終確認のため鑑定すると鉄の塊、純度１００％であることが判明。紛れもなく鉄だ。

　……うん、それしか思わないのが錬金術に慣れた証しよう拠こだと思う。最初は非現実的な現象に興奮したり考え込んだりと忙いそがしかったのに。比ひ較かく対象が目の前に居る分、自分がどれだけ慣れたかがよく分かる。

「ラインハルトさん、成功しました。確かめてください」

　俺の手元を凝ぎよう視しするラインハルトさんに塊を手て渡わたすと、彼かれは塊を撫なでたり叩たたいたり、ひっくり返したり光にかざしたりと色々やってから鑑定の魔法をかけた。

「鉄、うん、確かに鉄だね。……本当に、鉄ができた………………すまない、リョウマ君」

「え!?　何でいきなり謝あやまるんです!?　頭を上げてください！」

　突とつ然ぜんの謝罪に俺は戸と惑まどう。この短い時間に何があったの？

　ラインハルトさんは頭を上げたものの、申し訳無さそうな顔で口を開く。

「その、な……金を生み出す話が錬れん金きん術じゆつ詐さ欺ぎの典型なんだ。君が詐欺を働くとは思わなかったけれど、鉄ができるとも思えなかった。君と君の話を疑っていたんだ」

　ああ、そういうことか。

「見せてくれと頼たのんでおいて、疑っていたというのは……」

「詐欺の手法と似てるなら疑うのも仕方ないと思いますよ。別に危害を加えられたわけでもありませんし」

「そう言ってくれると助かる。それにしても……本物の錬金術は凄すごいな。まさかあんな土砂から鉄を作るなんて」

「それにこの鉄、とっても綺麗ですわ。まるで銀みたい」

「確かに、錬金術で作った物だとこうなるのかしら？」

「残念ながらこれは売れませんな。確かに本物の鉄のようですし、リョウマ様の錬金術は素す晴ばらしいのですが……」
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　錬金術のせい、というより純度のせいだろう。これは魔法によって鉄分のみを集めて固めた純じゆん粋すいな鉄の塊。超ちよう高純度の鉄は光こう沢たくがあり、柔らかくて延びやすく、普通の鉄よりも錆びにくいという性質がある。

　……と、昔テレビのニュースで聞いた覚えがある。まさか自分が作るとは微み塵じんも考えていなかった。というかニュースでも１００％の超高純度鉄は紹しよう介かいされなかったが、そこは魔法だからだろうな。前世の常識で考えると魔力を使って分離する時点からおかしい。

　まぁ、それは置いておくとして……問題が分かれば解決策を考えることができる。純度が高すぎるなら、純度を落とせばいいんじゃないか？

　丸に六ろく芒ぼう星せいの魔法陣を描き、先ほどの製造過程で出た土を陣の上に乗せて魔力を通す。

　六芒星の陣は『混合』のための陣で、複数の種類の物質を偏かたより無く混ぜられる。比ひ較かく的てき使う機会の少ない陣だけど、これで純度を落とせば……と考えながら様子を見ると、徐じよ々じよに塊の色が褪あせて黒っぽい色合いに変わっていく。やがて普通の鉄製品に近い色合いとなったが、やはりこれは普通の製法ではない。鉄と一ひと括くくりにしてもその中の不純物やその量は違い、鉄に炭素が多く含まれると硬こう度どが増す代わりに粘ねばりが失われて脆もろくなるなど、その差で違いが出る。

　つまりちゃんと使える鉄なのかは分からない。そう言うとラインハルトさんは笑ってこう話した。

「それなら信用できる商人に心当たりがあるから調べてもらえばいい。リョウマ君さえよければ紹介するよ」

「いいんですか？　できたら是ぜ非ひ」

「もちろんだとも。じゃあ誰だれがいいか……いや、それともここは鍛冶かじ職人の方がいいか……？」

　作った以上、質はどうなのかは気になる。だからお願いをしたんだが……

　その後ラインハルトさんは話を持ちかける相手先の検討に集中し始め、午後の魔獣退治には不参加となってしまう。

　そのことで若じやつ干かん頬ほおを膨ふくらませたお嬢様がいるんだが……どうしよう。







２章６話　午後の探検と贈り物







　午後の訓練はラインハルトさんが抜ぬけたため、俺、お嬢様、奥様、ラインバッハ様の４人で行う事となった。

「まったくもう、お父様ったらお仕事になるといつもこうなんですから……」

「娘むすめとリョウマ君をほったらかしちゃうのは困るわねぇ。そう思わない？」

「僕も原因の一いつ端たんですからなんとも……それにラインハルトさんは仕事熱心なだけですから、怠なまけ者ものより良いじゃないですか」

「それはそうだけど……着いたわ、ここよ」

　大人２人に案内されて、大きめの坑こう道どうの入口についた矢先に。

「さて、ここからは２人が主に行動を決めて頂戴。私とお義父さんはあなた達に付いて行くわ。危なくなったら助けるけど、それ以外の手助けは無しよ」

「これはエリアに経験を積ませるためじゃし、リョウマ君は既に経験豊富じゃからの。悪いがリョウマ君も口出しは控ひかえめにしてくれるかの？」

　いきなりお嬢様は課題を出だされた。

「頑張りますわ」

「承知しました」

　お嬢様が動どう揺ようすることなく従っているところを見ると、いきなり２人に課題を出されるのは慣れているようだ。ためらうことなく坑道へ踏み込んでみれば、今回の坑道は前回よりも横よこ幅はばが広く、壁がところどころ苔こけむしている。うっかり踏むと滑すべるかどうか微び妙みような感じだ。注意はしておこう。

「暗くて、遠くはよく見えませんわね」

　午前も思ったが夜闇の狩かりで暗い環境に慣れた俺と違い、お嬢様はあまり前がよく見えていない。

「リョウマさん、夜などの狩りはどうしていましたの？　やはり光魔法で？」

「こちらが近づくのがバレても良い場合はそうですね。盗とう賊ぞくを襲う時とか、バレないように行動するなら無魔法の探査を使うといいです。魔力を感知されて気付かれる可能性もありますが、ライトよりはまだバレにくいです」

「私、探査はうまく使えません。リョウマさんはどうやっていますの？　意識を広げる感じだと習ったんですが、良く分からなくて」

　探査は、そうだな……　少し考えてから土魔法で石の器うつわを作り、水魔法で水を器に注ぐ。

「これを見て下さい」

「？」

　器を見せてその中心に石を落とすと、当然のように水面には波は紋もんが浮かぶ。

「中心の石が自分で、波が魔力の流れと考えてください。自分を中心に魔力を波にして知りたい範はん囲いに広げるように、そしてそこに魔ま物ものがいたら」

　さらにいくつかの小石を入れてから魔法で波を鎮しずめ、もう一度中心に石を落とす。するとまた水面に波紋は生まれるが、一部小石で波が阻はばまれている。

「こういうふうに波が魔物にぶつかって途と切ぎれる。それが魔獣や人が探査に引っかかった時の反応として考えれば」

「なるほど、先の説明よりわかり易やすいですわ。えっと……『探査』！」

　お嬢様が早さつ速そく探査の魔法を発動した瞬しゆん間かん、かなりの魔力がお嬢様を中心に周囲に撒まき散ちらされる。それは俺がこれまで自分以外から感じたことの無い溢あふれ出る魔力の大波。

　集中しなくてもバンバン感じる魔力は月並みな言葉になるが、凄いと思う。でもこれ、敵に魔ま法ほう使つかいが居たらたぶん気づかれるよな……？

　魔力感知で自分の体内にある魔力を感じることが、魔法を使うための基本中の基本。つまり得意不得意はあっても魔力感知のできない魔法使いは存在しない。

「少し先に沢山何かが居ますわ」

「成功ですね。でも、少し魔力を込めすぎです。魔法使いが居たら高確率で気付かれると思いますよ」

「そ、そうですか？　練習が必要ですわね」

「探査は前衛と兼かねて僕ぼくが担当します。お嬢様は午前と同じく魔法に集中してください」

「わかりました。お願いしますね、リョウマさん」

　任された。前方に何かが沢山居るとの事で、俺も探査を使用してみると確かにこの先には大量の魔物が居る。ただ、どうも１匹１匹がとても小さな個体の集まりのようだ。

「この先、道みち幅はばが広がって大きな空くう洞どうになっている場所の天てん井じようをびっしりと埋うめ尽くすように何かが居ます。天井に居るようなので、ケイブバットでしょうか？」

「天井ならケイブバットでしょうね。でも埋め尽くす程となると、エリアには厳しいかしら？」

「それに１匹２匹なら魔法を当てる練習になるが、群れではどこに撃っても当たるじゃろうな」

　ケイブバットはだいたい大人の手の平に満たない大きさで、昆こん虫ちゆうを主食とするコウモリの魔獣。生態も地球のコウモリと変わらない。攻撃手段を殆ほとんど持たず、子供でも倒たおせるくらい弱いが素早く飛び回るため攻撃を当てにくく、魔獣としてのランクはＦ。それが群れているとなると面めん倒どうくさそうだ。大人２人も乗り気には見えない。

「なら、一つ実験をして良いですか？」

「「「実験？」」」

「はい。上手うまくいけばケイブバットを一いち網もう打だ尽じんにできるかもしれません」

　まずケイブバットの生態を再確かく認にんしてみると、やはり地球のコウモリと大差ない事が分かった。だったらこれはどうかと提案したのは〝音〟。魔法で大きな音をケイブバットが居る場所に叩き込めば、気絶するんじゃないだろうか？

　実際前世ではスタングレネードとか非殺傷の武器もあったし、音は空気の振しん動どうを抑おさえて音を消す『サイレント』。逆に振動を増ぞう幅ふくして音や声を大きくする『ビッグボイス』。またはヘリウムを吸ったような声に変える『ボイスチェンジ』や目に見える範囲で遠くに音を届ける『ウィスパー』、そして『ビッグボイス』と『ウィスパー』を組み合わせた『サウンドボム』などなど、一時期森で音に関する魔法を研究して編み出していたからなんとかなる。

　特に『サウンドボム』はブラックベアーの鼓こ膜まくを破って気絶させた実験結果がある。懸け念ねんは音系の魔法を『ウィスパー』の練習のために室内でずっと独り言を言い続け、空むなしくなって以来年単位で使ってないことだけど……魔法に失敗しなければ、コウモリにも効果はあるだろう。

　あと問題があるとすれば大きな音を出して坑道が崩れないか、周囲に他の人がいないか、ケイブバットを仕留められなかった場合の３つだ。

「坑道の事なら心配せんでよろしい。この坑道は崩ほう落らく防止に土魔法で固められているので崩落の可能性は少ない。人は探査の魔法で確認し、仕留められなかった場合は……」

「……スライムに頼みましょうか？」

「そうじゃな。それでダメなら手を貸そう」

　ということで話がまとまり、俺はディメンションホームからビッグスティッキースライムを出す。

「頼むぞー」

　肥大化した体で坑道を塞がせ、ケイブバットを刺し激げきしない程度に近づき体を網あみの目にするよう指示を出すと、スライムはその通りに従い目の前に粘ねん着ちやく性せいの網が張られる。最後に結界魔法でスライムの網の先から最さい後こう尾びにいる奥おく様さまを包つつみ込むように、外部の音を内部に届かせない遮しや音おん結界を張る。

「準備が整いました」

「いつでも良いぞ」

「では、『サウンドボム』」

　その瞬間、結界の外では凄すさまじい爆ばく音おんが坑道内に鳴なり響ひびいたことだろう。音は聞こえなくとも坑道の天井から落ちていく影かげが見える。

「どうやら成功ですね、行きましょう」

　結界を解き、スライムの網を盾たてに押おし進むと、そこには地に落ちた大量のケイブバットが坑道の地面を埋め尽くしていた。殆どは逃にげる事もできないまま気絶し、かろうじて意識があった個体も飛ぶ事ができたのはほんの10匹ぴき足らず。そんなケイブバットの内、何なん匹びきかはフラフラと飛んで壁にぶつかって落ちる。こちらに届いたケイブバットも居たが、それはスティッキースライムの網に絡からめ取とられた。

「ほぅ、これはまた……」

「本当に１回の魔法で倒せたのね」

「凄いですわ、リョウマさん！」

「久しぶりだけど、成功してよかった。ケイブバットは耳の良さが徒あだになりましたね。あ、これスライムに食べさせても良いですか？」

「リョウマ君が仕留めた魔物じゃ、好きにするといい」

「ケイブバットには売れるような部位もないしね」

　ビッグスティッキースライムに分離するよう指示を出し、総勢３６４匹のスティッキースライムに全すべてのケイブバットを食べさせる。

　おっ、スティッキースライムが何匹か分ぶん裂れつできる状態になった。また宿に帰ったら分裂させないとな……

　その後は淡たん々たんと俺とスライムがアドバイスやサポートをしつつ、お嬢様が魔法で坑道に残る魔獣を狩る作業が１時間程続いた。




■　■　■




「おーい、リョウマ君」

　２本目の駆除を終えて坑道から出ると、入り口でラインハルトさんが待っていた。

「何かありましたか？」

「鉄の話なんだけれど、相手の店に持ち込むサンプル用に、鉄の塊を作ってもらえないかと思ってね。できれば形を長方形のインゴットにして貰もらえると助かるんだけど」

「それならできますよ。錬金術には形だけを変える『変形』の陣もありますから、それを遣つかえばすぐに」

「本当かい？　じゃあ早速お願いしたい」

　ということで俺はラインハルトさんと交代し、インゴット作りに取り掛かる。ラインハルトさんは手伝いを申し出てくれたけど、１人でいいからとお嬢様の方に追いやっておいた。手伝いが要いるほど手間のかかる作業でもないので、家族サービスに励みなさい。

　その考えが間ま違ちがっていないと証明するように、インゴット作りはあっという間に終わる。ほとんどボタ山への移動時間＝作業時間だ。

「セバスさん、インゴットができました」

「確かに、お預かり致いたします。……ところでリョウマ様はこれからどうなされますか？」

「そうですね……」

　魔獣退治に戻ろうかと思ったが、お嬢様たちは既に廃はい坑こうの中。

　１人で何処どこかの坑道に入るか？　でもここの魔獣、正直弱くて相手にならないし、街に戻る時間を考えると微妙だな……それに今日の目的は調査。全体の討とう伐ばつは冒ぼう険けん者しやを大勢雇やとって一気にやるらしいから、そこまで急がなくても……今のうちにスライムを増やすか。

「スライムが分裂しそうなので、契けい約やくや訓練をしようかと思います」

「それでしたら広場をお使いください。場所は空いていますし、何かあれば私どもに声が届きます」

　こうして俺はスライムを分裂させ、訓練を行ってのんびりと残りの時間をすごすことにした。




　１時間後。

　種類ごとに分かれたスライムたちが占せん拠きよする広場の一角に、お嬢様たちが戻ってきた。

「リョウマさん！」

「あ、お嬢様。訓練は終わりましたか？」

「ええ、今日はもう終わりですわ。それよりリョウマさんにプレゼントがあるんですの」

「プレゼント？」

「ふふふ……リョウマ君なら気に入るんじゃないかしら？」

　お嬢様と奥様がそう言うと、ラインハルトさんが石の箱を渡わたしてくる。

「中身は魔獣じゃ、弱いが開ける時は気をつけるんじゃぞ」

　ラインバッハ様から魔獣と聞いて、用心しながら蓋ふたを開ける。次の瞬間、俺は中に入っていた魔獣に目を奪うばわれた。

「スライム？」

　中には鈍にび色いろの、これまでに見た事のないスライムが出口を探すようにうごめいていた。

「数多くいるスライムの上位種の１つ、メタルスライムよ。偶ぐう然ぜん見つけたから捕つかまえてきたの」

「頂いていいんですか？　ありがとうございます！　嬉うれしいです！　新しいスライムがまた１種類……」

「スライムとはいえ魔獣じゃから、先に契約をしてしまった方が良いぞ」

　おっと、そうだった。

　ラインバッハ様の言葉で我にかえって従じゆう魔ま契けい約やくを行う。するとメタルスライムは箱の中で大人しくなり、持ち上げてみるとやはり金属の質感がある。そしてこれまでのどのスライムよりも重い。これがメタルスライム、となると餌えさは金属か。

「そうだ、ラインハルトさん。このスライムの餌用に鉄が含まれた土砂を少し、頂いてもいいですか？」

「土を食べさせるのかい？」

「土そのものか、鉄を取り出して食べさせます。後は他のスライムにも与あたえて実験を」

「そういう事なら少しと言わず、好きなだけ持って行くといいよ。本来採掘の過程で出たゴミだからね。君に言われなければ見向きもしなかっただろう」

「ありがとうございます！」

　ディメンションホームの片かた隅すみにでも積み上げておけば当分は困らない。鉄を食べるのか。スライムに鉄を食べさせたらメタルスライムになるのか。それとも別のスライムになるのか……楽しみだ。

「ところでリョウマさんは何を？」

「ああ、スライムを増やして戦せん闘とう訓練を少し……」

「スライムに、ですか？」

　腑ふに落ちない顔のお嬢様。まぁ言いたいことはわかる。これまでに色々と話してスライムは便利だと理解してくれていても、戦闘という面ではどうかと思っているんだろう。世間の評価は子供でも倒せるＧランクの魔獣だし、実際スライムは弱い。

　ただしスライムには半液体の柔やわらかい体と、体内の核かくさえ傷付かなければ死なないという非常に優すぐれた性質がある。

　またスライムは体内なら核を何処どこにでも移動させられるので、例えば蹴けられる時は核を蹴られる面と反対側に移動させて核を守り、半液体の体で衝しよう撃げきを逃がす。蹴り飛とばされた場合は着地の時にも同じようにして衝撃を逃がす事でダメージを無くす。そういった事ができるのではないかと俺は考えた。

　野生のスライムは動きが鈍にぶくとても無理じゃないかと思ったが、長く一いつ緒しよに過ごすうちに若じやつ干かん俊しゆん敏びんになったスライムに気づいて以来、森では訓練をしていた。

　格かく闘とう技ぎの要領で武器を振ふり下おろしてくる相手の懐ふところに潜もぐって切っ先を躱かわし、振り下ろされた事で近づいた相手の腕うでに絡み付つく技。半液体の体を活いかし、相手の武器による攻こう撃げきを受け流す技など、回かい避ひや防ぼう御ぎよを中心に考えて教えている。しかし今では一部を伸ばした体で槍やりや棒を使うスライムまで出てきている始末だ。

「とはいえ、一対一ではまだゴブリンも倒せませんし、全体的にパワー不足ではありますけど」

「いやいや、スライムが武器を使う時点で凄いからね？」

「リョウマ君、一度テイマーギルドで初心者向けの講習を受けてはどうかの？　常識がわかるぞ」

「むしろリョウマ君に講習を頼むべきでは……？」

　うちのスライムについては薄うす々うす分かっていたけれど、なんか酷ひどい言われ様。

　俺は急に疲つかれたような表情になった大人３人に一声かけて、手伝いを申し出てくれたお嬢様とボタ山の赤土を貰ってくることにする。

　それから帰るぞと呼ばれるまで時間をかけ、鉱山を後にする頃ころにはディメンションホームの一角に赤土のブロックが山のように積まれていた。







２章７話　モーガン商会







「リョウマ君、疲れているようだけど、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　鉱山からの帰り道。ラインハルトさんからそう声をかけられる。

「帰り道に鉄やスライムの糸、それから君が開発した防水布の販はん売ばいに協力してくれる人の所に寄ろうかと思っていたんだが……」

「平気ですよ。ちょっと魔力を使いすぎただけなので」

　大量の赤土をクリエイト・ブロックでレンガ状にして確保したことで、久しぶりに魔力切れが近い気だるさを感じているだけで他ほかに問題はない。魔力も使い切った訳ではないんだから、この程度の疲ひ労ろうで仕事に支障をきたすことはない。




　聞かれてから１時間程で馬車は街に到とう着ちやくし、とある商店の前で止まった。店の外見に派手さはないが、店の周辺まで含めて清潔感がある大きな木造建築なので落ち着いた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。公爵家の人間がこうして足を運ぶのだから高級店だと思うが、店には良い意味で高級感が無くて入りやすそうだ。

　店内に入るとたちまち奥おくの大きな応接室へと通される。こちらは壁かべに絵、角には飾かざり壺つぼ。店の外観よりも明らかな高級感がある部屋だ。勧すすめられるままソファーに座すわったが、柔らかすぎて体が沈しずむ。

　……記き憶おくに残る前世のどの取引先の応接室より豪ごう華かで少々場ば違ちがいな気がしてきた……セバスさんの隣となりで大人しくしていよう。

　みっともなくない程度に、控えめに座って待つとまもなく恰かつ幅ぷくのいい男性がやって来る。彼がこの店の責任者だろう。

「これはこれは、公爵家の皆みな様さまお揃そろいでようこそいらっしゃいました」

「久しいな、セルジュ」

「お久しぶりです。公爵家の方々には日ごろから良くして頂いていますが、こうして顔を合わせる機会はなかなか。皆様お元気そうで何よりでございます。

　そちらの方は初対面ですな。私、セルジュ・モーガンと申します、このモーガン商会の会頭をさせて頂いております」

　おっと、俺にも挨あい拶さつをしてくれた。

「リョウマ・タケバヤシと申します。縁えんあってジャミール家の方々のお世話になっております。よろしくお願い致します」
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　俺おれが挨拶したら笑え顔がおを返してくれる。信しん頼らいの置ける人だと聞いたが、どんな人なのか……

「さて、早速本題に入りたいんだが……」

「本日も何か新しい物を？」

　俺がそんな事を考えているうちに２人は早速商談を始めた。本日も、って事はラインハルトさん、今まで何度もこんなふうに商品を持ち込んでいるのか。

「物を見せる前にひとつ約束をして欲ほしい、これから見せる物の情報を漏もらさない事だ。セルジュの事は信用しているが、一応な」

「勿もち論ろんでございます、商売相手の情報は我々にとって何より大切な物。情報を漏らされたくないと言うならば我々は情報を漏らさず、また漏れないように取り計らいます。しかし、珍めずらしいですな、ラインハルト様がそんな事を仰おつしやるのは」

「今回ばかりはな……事情もあるが、今までの物とは桁けたの違ちがう利益が出ると確信している」

　そこまでの物になるのか？　レインコートとか前世じゃ当たり前だからな……感覚というか、基準が良く分からん……

「セバス」

　ラインハルトさんがそう言うと、セバスさんがアイテムボックスから防水布とスライムの糸、そして俺が作った鉄のインゴットを取り出した。

「これは少し変わった方法で加工された布だ」

「手にとって拝見しても？」

「勿論だ」

　セルジュさんは布を手にとった途と端たんに興味を示したようで、マジマジと防水布を撫でながら観察し始めた。

「ほう、良い手て触ざわりですな」

「手触りだけではないぞ。その布は水を弾き、内側に通さないんだ」

「……本当ですかな？」

「鑑定で調べても、実際に手を包んで水に浸つけても構わない。それは試供品として持ち込んだ物だからな」

「では、お言葉に甘あまえて……」

　セルジュさんが使用人を呼んで水の入った器を用意させ、用意できるまでの間に鑑定で布の情報を調べた様だ。セルジュさんは目を輝かせ、先さき程ほどの使用人が水を持って来るとすぐに布で手を包み、水に浸けて撥はつ水すい性せいを確かめこう言った。

「ラインハルト様、これは素晴らしい物です！」

「そうだろう？　この布で雨具を作れば売れると思わないか？」

「売れます！　間違いなく売れます！」

　凄く食いついてきたな！

「それだけじゃないぞ。次はこの糸だ」

「拝見します」

　今度は糸巻きを手にとって観察し、触ふれて、引っ張って調べる。そして一言。

「もしや、布の加工に使われている物と同じ材質で作られた糸ですかな？」

　気づかれた!?　何もヒントを出してないのに、手触りか何かで判断できたのか？

　セルジュさんの答えを聞いて、ラインハルトさんは笑顔で頷うなずく。

「流石さすがセルジュだ。その通り。多少工程は変わるが同じ物が使われている。どうだ？　糸としては上質だろう？」

「確かに、高級な服を専門にする職人はこぞって購こう入にゆうするでしょうな。糸自体の美しさもそうですが、何より丈じよう夫ぶです」

「その糸と布で作られたこんな服がある」

　そう言われて取り出されたのは俺が作ったツナギと胴どう付つき長なが靴ぐつもどき……あれ？　俺の分は俺が持っている。新しく作ったのか？　いつの間に。

「水場や汚よごれ易い場所で使う作業着だそうだ。多少奇き抜ばつなデザインであるとは思うが、機能性は優れている」

「確かに、労働者に欲しがる者も出ると思われます。良さが伝われば爆ばく発はつ的てきに広まる可能性がありますな」

「広めるための何かが必要だろうが、高い可能性を秘ひめている。そして最後にこれだ」

　ツナギと胴付長靴を脇わきによけたラインハルトさんが最後の鉄のインゴットを差し出す。

「鑑定してもよろしいですか？」

「勿論だ」

　セルジュさんが許可を取って鑑定するが、少しガッカリしたように肩かたを落としてラインハルトさんに言う。

「良い商品にはなりますが……はっきりと申し上げて、特に変わった所のない在り来りな鉄のようですな」

「ではこっちのインゴットを見てくれ」

　セバスさんがもう１つインゴット（超高純度の鉄）を取り出し、セルジュさんに渡した。

「軽銀ですかな？　しかし重さが……拝見します」

　そう言って鑑定を使ったその瞬間、鑑定結果に愕がく然ぜんとしていた。取り繕つくろってはいるが顔に大おお汗あせをかいていて、動揺が良く分かる。

「ラインハルト様、このインゴットは……」

「凄いだろう？　こんなものを売り出したら大おお騒さわぎになると思わないか？」

「当然でしょう。この銀と見み紛まがう輝かがやき、鉄と知れば同時に既き存そんの物とは違うことが誰の目にも明らかです。製法を求めて出で処どころを暴あばこうとする者も出るでしょう」

「だからこそ、さっきのインゴットだ。あれは今セルジュが持っているインゴットに手を加え、既存の物に近づけていたのだよ」

　その言葉に納なつ得とくがいったとばかりに頷くセルジュさん。

「事情は分かりましたが、それではただの鉄として扱あつかわれます。特に目を引くことはありませんが、宜よろしいのですね？」

「構わない。我々はこのインゴットを秘ひ密みつ裏りに、かつ合法的に販売したいんだ。このインゴットの出処は廃坑で、新しい鉱脈が見つかった訳でもない」

「なるほど。そこも含ふくめて製法を秘ひ匿とくしつつ、でき上がったインゴットは売りたいという訳ですな？」

「その通りだ。具体的には他国への輸出用にしてほしい。国内で流通させれば産地の明記が義務となるが、輸出用なら産出国の明記のみで済むはずだろう？」

「はい。問題はありません」

　それだけで問題無いのか!?　雑じゃね!?

「それから、ここにインゴットを持ち込むのは製作者の秘匿も兼ねている。セルジュを信頼して頼みたい」

「ありがとうございます」

「では製作者だが……この３つの商品の開発者は全て同じ者だ」

　おっと、驚おどろいてる場合じゃない。俺が紹介される。

「この３つ、どれも素晴らしい物ですがお１人の方がこれを？」

　セルジュさんの言葉を聞いたラインハルトさんがニヤリと笑い、こう言った。

「そうだ。そしてこれらを生み出したのが、ここにいるリョウマ君なのだよ」

　ラインハルトさんがそう言った瞬間、どことなくセルジュさんの目が点になり、俺とラインハルトさんを交こう互ごに見る。

「今何と……？」

「ここにいるリョウマ君が、これらの物を作り出した開発者だと言った。信じられないと思うが、事実だ」

「本当にタケバヤシ様がお作りになられたのですか？」

「はい、私が作りました」

「本当だ。内密にして欲しいが……リョウマ君はこの歳で優れた研究者でありながら、錬れん金きん術じゆつ師しでもあるのだよ」

　錬金術師と聞いたとたんセルジュさんの目つきが若じやつ干かん訝いぶかしげになった気がするな……やっぱり錬金術師は信用無いんだなぁ……

「疑うのも分かるが、彼かれは私の目の前でそのインゴットを作り出した。詐さ欺ぎ師しではないよ」

「なるほど、ラインハルト様の目の前で。よろしければ私にもその技わざを見せて頂けないでしょうか？」

　お、疑ってることは疑ってるんだろうけど、門もん前ぜん払ばらいじゃなくて確かめようとはしてくれるんだ。まぁ公こう爵しやく家の連れだからな……魔ま力りよくは心もとないが、やって見せるしかないな。

「今日は少し魔力を使いすぎているので、小さい物でもよろしいですか？」

「それでしたら私の店にある魔力回復ポーションを用意させますので、どうぞお使いください。私のお願いで見せていただくのですから、それくらいは」

　え、そんなの貰っていいの？　それなら何の問題もない。

「でしたらポーションと一緒に紙を２枚と筆記用具を貸して頂けますか？　魔ま法ほう陣じんが必要なのです」

　セルジュさんは再び使用人を呼んで魔力回復ポーションと紙とペンを持ってこさせる。

「こちらで宜しいですか？」

「十分です。ありがとうございます」

　礼を言って、ペンで２枚の紙に２種類の簡素な魔法陣を描えがき、アイテムボックスから赤い石材を５本取り出した。

「これは廃坑の土を土魔ま法ほうで固めた物です。これが材料になるので、確認してください」

　セルジュさんがすぐに鑑かん定ていを使う。

「確かに、確認できました」

「では、危ないので作業中は陣じんの中に手など入れないようにお願いします。では始めます」

　陣に魔力を通し、陣を光らせ、手早く作り出した板状の鉄てつ塊かいをセルジュさんに手て渡わたす。

「ご確認下さい」

　作業中からもう明らかに目を丸くしていたセルジュさんが、受け取った板を鑑定すると、次の瞬しゆん間かん座すわっていたソファーから立ち上がる。

「申し訳ございませんでした！」

　深々と、それはそれは綺き麗れいな最敬礼。

「いえいえいえ!!　そんなことしなくて結構ですから頭を上げて下さい。錬金術師は疑われると聞いてますから、モーガン様の対応は普ふ通つうより良いくらいでしょう」

　公爵家の紹しよう介かいがあるとはいえ俺は若造どころか子供だ。こう目上の方に丁てい寧ねいに謝あやまられると逆に申し訳なくなってくる。

　いっそ適当に流すか疑われるような言動をするほうが悪いとでも言われれば、仕事上だけのお付き合いでと昔の上司のように割り切れるのに……

「そう言っていただけると、ありがたい。まさか本物の錬金術師様とは思わず……もしや、外見通りの年ねん齢れいでは無いのでは？」

　……は？　……え、嘘うそ……バレた!?

「急に、何を言い出すのですか？」

「本物の錬金術師は不老不死の秘薬や若返りの薬をも作れると聞きます。詐さ欺ぎのための嘘だとばかり思っていましたが、本物の錬金術師様なら……」

「違います」

　なんだよそういう意味かよ、ビックリした。

　俺はステータスボードで年齢を開示する。

「不老不死や若返りの薬なんて作れません。……もしかしたら作れる人も居るのかもしれませんが、僕には無理です。僕にできるのは精々今見せたように土の中に入っている鉄を集めてインゴットにするくらいですので」

「そうでしたか、失礼致しました」

　そこでラインハルト様が話に加わってきた。

「さて、リョウマ君が本物の錬金術師だと信じて貰えた所で話を続けよう。リョウマ君は今見せた通り素す晴ばらしい技術と知識を持っていて、このインゴットや防水布を作れる。

　ただし錬金術師と知しれ渡っては他の詐欺師と同一視されてしまう。また、実力を正しく理解されても11歳という若さでは侮あなどられるか都合良しと取り込もうとする者が必ず出てくる。

　そこでセルジュにはリョウマ君が持ち込んだ物を適正価格で買い取って欲しいのだよ。勿論、リョウマ君が販はん売ばい者しやだと公おおやけにせずね」

「畏かしこまりました。その程度の事ならばお安い御ご用ようです」

「リョウマ君、セルジュは信頼できる商人だ。今後何かを売る場合はこの店に持ってくるといい。買い物をする時もここで買えば安全だ」

「分かりました、ありがとうございます。セルジュさん、よろしくお願いします」

「こちらこそ、何時いつでもリョウマ様のご来店をお待ちしていますよ」

「それからリョウマ君、あの廃坑山の土は今後も好きな時に好きなだけ持っていくと良い。スライムの餌にするもよし、インゴットにしてお金を稼かせぐもよしだ」

「いいんですか？　ラインハルトさん達たちの利益は……」

「元々もう廃坑として扱っているんだから、こっちに利益が無いのが当たり前なんだよ。君がセルジュにインゴットを売れば、後にかかる税で利益が出て得になる。どっちに転んでも我々に損はない。

　それに防水布の件でも十分な利益が予想されるしね。作った布はこの店か、モーガン商会の支店に卸おろしてくれればいい。良いだろう？　セルジュ」

「はい、問題ございません。お住まいを教えて頂ければリョウマ様の件を秘匿しつつ、商品を買いとるように最も寄よりの支店に通達を致します」

　ありがたいが、いい人過ぎないか？　この人達……

　このあと俺が森に住んでいた事を話して驚かれ、森に帰るか考えて最終的に住む場所が決まったらセルジュさんに居場所を教える事になった。暫ざん定てい的てきにこの街に居る間はこの店に。森に帰るなら公爵家のあるガウナゴの街の支店に防水布を卸す。

　お世話になってばかりで、どうお礼をすれば良いか分からん……とりあえずこの街に居る間はある程度糸とインゴットを作って卸しておこう。２日くらい魔力を空にする気で魔法を使えばそれなりの量ができるしな……それにセルジュさんから疑ったお詫わびにと大量の魔力回復ポーション貰ったし。

　何にしても、安全な商品の売り先が決まって良かった。セルジュさんはこれから何かあったらいつでもお越こし下さいと言ってくれた。これでぼったくりに遭あう事は無いだろう。

　俺おれ達たちはその後、セルジュさんと使用人の女性に見送られて宿へ帰った。







２章８話　大規模な討伐依頼







　翌日




　今日もお嬢じよう様さまは昨日の反省を活かして廃坑で訓練をするらしい。

　そして俺はというと、ラインバッハ様に今日冒険者ギルドへ出だされる廃坑山の魔ま獣じゆう討とう伐ばつ依頼を受けてくれと言われた。お嬢様は一緒に行けば良いと言ったが、ラインバッハ様と奥様に反対された。

　昨日改めて分かったが、俺とお嬢様では戦せん闘とう経験が段だん違ちがいだ。実際の戦闘能力も大きな差がある。討伐という点では非効率的な上、お嬢様が俺に頼たよりすぎる可能性があるらしい。

　確かに俺も頼られたら断らないだろうしな……

　という訳でギルドに行くと、いきなりギルドマスターの部屋に呼ばれてしまう。

「来たか、リョウマ」

「呼ばれたそうですが、何かありましたか？」

「たいした事じゃないがな。さっき公爵家の執しつ事じが来て明日からの魔獣討伐依頼を出された、それに関してちと確かく認にんしたい。お前さん、昨日廃坑に行ったか？」

「行きました」

「そこで出た魔獣を教えてくれ。後は荒あれ具ぐ合あいもだ。必要な情報は執事からも聞いたが、情報は多く集めておきたいんでな」

「なるほど。僕ぼくが戦ったのはケイブマンティスとケイブバット、それにスモールラットで、お嬢様はスライムも倒たおしたそうです。あと、廃坑内にメタルスライムも居ました。

　荒れ具合は人の手が長いこと入っていない感じで、雑草だらけでしたね。ただ僕の入った廃坑の作りはしっかりしていましたし、他所も地じ盤ばんが緩ゆるんでいたり落らく盤ばんしていたという話は聞いていません」

「ならＧランクからでも依い頼らいを受けさせて大丈夫そうだな。しかしメタルスライムも居たのか」

「ええ、その時は別行動だったんですが、プレゼントに捕ほ獲かくしてきてくれまして。契約しました」

「そういやお前さん、スライムばっかり集めているんだったな。聞いた話だと１０００匹以上だとか」

「そうですね、今はスティッキースライム７２８匹、ポイズンスライム３２３匹、アシッドスライム２１１匹、クリーナースライム11匹、スカベンジャースライム３０３３匹、ヒールスライム２匹、メタルスライム１匹、ただのスライム１匹の計４３１０匹になります」

「集めすぎだろ」

　ここまで多いとは思っていなかったのか、若じやつ干かん苦笑いを浮うかべられた。

「スカベンジャースライムがこんな数になったのはこの前の件が原因です。アレのせいで短期間に何度も分裂して、３０００匹を超こえたんですから。

　スライムはほぼ水だけで生きられるので楽ですが、これが他の魔獣だったら餌えさ代だいに困って必死で働かないといけない所です」

「そうか……っと、そうだ、また汲くみ取とり槽そうの掃そう除じの依頼が出ているんだ。できれば受けてくれ」

　今日の仕事はまだ決めていないのでそれは構わないけど、早くないか？

「前のあれから数日しか経たってませんが？」

「前回長いこと掃除されなかったんだ、次いつ掃除されるか分かんねぇから今のうちから依頼出しておこうぜ！　って考える連中が大勢いたみたいでな。長期間来なきゃ苦情を死ぬ程ほど出してやるって脅おどし付きで。

　役所の方は結局スラムの連中を説得できなかった。一部の職員が処理をさせられたそうだが、今まで踏ふん反ぞり返かえっていた奴やつらだからな。お前さんとは仕事のできが違うのさ」

「なるほど……了りよう解かいです。今日は何本ですか？」

「30本全部、いけるか？」

「前回でスライムの処理速度が向上したので、丸１日使えば何とかいけるかと……量も少ないでしょうし」

「なら全部頼たのむわ、街の連中がうるせぇんだ」

「了解です。あ、廃坑の討伐依頼の手続きは？」

「大丈夫だ。今日依頼から帰った時にでも手続きするといい。人数制限はねぇし、話も通しとく」

「わかりました、それでは……あ、明日以降討伐された魔獣って、買い取れませんか？　素材にならない獲え物ものでもスライムの餌にはできるんですが」

「値段も買い手もつかないようなのだったら、いいぞ」

「ありがとうございます！」

　二つ返事で許可が出たことに喜びつつギルドマスターの部屋をあとにして、前と同じ受うけ付つけ嬢じようさんの受付で手続きを行った。いつまでも受付嬢さんと呼ぶのもあれなので、名前を聞いてみると、彼かの女じよはメイリーンというらしい。

　なおその際、前回の件で俺は１本で１つの依頼に相当する汲み取り槽の掃除を30本分行い、内容問わず20件の依い頼らい達成というＧランクからＦランクへの昇しよう格かく条件を満たしている事。それにより今日からＦランク冒険者として扱われる事を伝えられた。

　ちなみにＥランクへの昇格条件は30件以上の依頼達成と１件以上の討伐依頼の達成。前回の余よ剰じよう分ぶん10件と今日の分を合わせ、明日からの魔獣討伐に参加すれば晴れてＥランク冒険者となれる見込みだ。

　日に１つ上がるなんて早過ぎないかと聞けば、メイリーンさんからはこんな答えが返ってきた。

「確かに早いとは思うけど、Ｅランクまでなら魔獣討伐でも大人なら大たい抵てい有利に戦える弱い相手ばかりだし、全体的に誰だれにでもできる仕事が多いわ。だからこの期間はどちらかと言うと、ギルドが冒険者を観察する期間なの。

　受けた依頼の達成率や頻ひん度どを見て、この人は途と中ちゆうで依頼を放ほうり出しちゃう人なんだな～とか、この人はあまり頻ひん繁ぱんに仕事を請うけないけど確実にこなしてくれる人なんだな～とかね。まじめに働いていれば、条件なんて無いようなものなのよ。

　その点リョウマ君は今のところ一度も依頼の失敗がなくて、この間の関係者からは評判いいから問題ないわね」

　との事だった。評判が悪くないことにホッとした反面、受付を離はなれた直後にボソッと呟つぶやかれた。

「まったく、無理して依頼を失敗するくらいなら、君みたいに雑用依頼を受けてくれた方がよっぽど助かるのに……駆かけ出しの子は特に嫌いやがるのよねぇ……」

　という彼女の呟きが耳に残った。

　普通の新人冒ぼう険けん者しやは雑用依頼を嫌きらうのか。……血気盛んな若者ならそうなのかもしれない。俺は今ある信頼を裏切らないよう、時々は受けることにしよう。

　そう心に決めて今日の仕事へ向かう。




■　■　■




　次の日




　２度目の汲み取り槽の掃除はつつがなく終わり、昨夜は早めに寝ねたため余よ裕ゆうを持って目が覚めた。時刻は朝の５時。

　とりあえず朝の用意を整えるが、それでも時間は有り余る。男の用意なんてそれほど時間がかかるものでもない。スライムに餌をあげたりしつつ時間を潰つぶし、適当な時間に宿を出てのんびりと冒険者ギルドへ。するとギルドには大勢の冒険者がつめかけ、道には何台もの馬車が行き来していた。

「思っていたより多いな……」

　ギルド前に止まる馬車はすべて、討伐依頼に向かう冒険者のための乗合馬車だ。朝の８時までにギルド前に来ればタダで乗れると聞いたけど、こんなに人が集まるとは思わなかった。

　混こんでいるなら時間に余裕もあるし、朝の運動がてら走ろうか？　11時までに廃はい坑こう前に集合できればなんでもいいという話だったし……

　どうしようか考えていたら、遠くから声がかけられた。

「おーい！　リョウマ！」

「え？　あ、ジェフさん！」

　声をかけてきたのはジェフさんだ。よく見るとその隣にはレイピンさんとシェール君もいる。

「おはようございます、ジェフさん、レイピンさん、シェール君」

「おう、おはようさん」

「おはよう、リョウマ君」

「おはようなのである。リョウマもこの依頼を受けたのであるな」

「はい、皆みなさんもですか？」

「俺たちゃおっさんからの指名依頼でな。今回の依頼はＧランクでも安全だろうが、もし大物の魔獣がいたら大惨事になるから、ってことで俺達も参加だ。俺とレイピンだけじゃなくてミーヤやアサギも来てるぜ。もう先に行っちまったけどな」

「今までもこういう大きな依頼はあったけど、今日は特に参加者が多いね……」

「それは仕方がないのである。今回の廃坑にいる魔獣はＧランクでも問題ないとされるものばかり。依頼は領主からとあって参加するだけでもそれなりの報ほう酬しゆうがあり、なおかつ倒した魔獣の死体を持ち帰れば微び々びたる額だが追加報酬も出る。稼ぎの少ない低ランク冒険者にはこれ以上無い稼ぎ時である」

「しかし誰なんだろうな？　追加報酬を払はらってまで魔獣の死体を買い取る奴は。確認された魔獣リストを見たが、どれもこれも売り物になる部分なんか取れない雑魚ざこ魔獣だぜ？」

「こんな大規模討とう伐ばつで出るほどの量は研究に使うにも多すぎる。こちらには得しか無いので良いのであるが、確かに気になるのである」

「いや、大した使い道じゃないですよ。従魔の餌えさにするんです」

「リョウマ君、何か知ってるの？」

「知ってるも何も、魔獣の死体を買い取るの、僕ですから」

「なんと、魔獣を買うのはリョウマだったか。スライムの餌にするのなら納得である。……リョウマのスライムは数が数であるからな……」

「普ふ段だんはどうしてるんだ？　あれの食事」

「凄すごく食費がかかりそうだけど。従魔って種類によっては凄いお金がかかるらしいし」

　雑談をしていると、新しい乗合馬車がやって来る。せっかくなので、このまま３人と一緒に乗合馬車に乗る事にした。




　数時間後。

　馬車は無事に到着。廃坑山入口前に設営されたギルドの簡易受付に、到着した事を申し出るように御ぎよ者しやから通達された俺たちは、言われた通りに申し出を済ませて待機。やがて11時になると例の広場に集まるようにと集合がかかる。

「今日の参加人数は２６４人！　討伐は安全のためそれぞれ６人ずつのパーティー毎ごとにやってくれ！　獲物の取り合いは無しだ！　パーティーに所属してない奴はこっちで班を分けておいたから確認して集まってくれ！　最後に……今日から稼げるうちに稼げよ！」

　ギルドマスターの簡潔な作業開始の号令に方々から声が上がり、そのままそれぞれ集まって坑こう道どうに入っていく。

　……え、今ので終わったの？　こうしちゃいられない。俺はどこの班に入ればいいんだ？

　班分けを確認してみるとメンバーはジェフさん、ミーヤさん、ウェルアンナさん、ミゼリアさん、シリアさん。見事に知り合いのみで気楽だけど、これはギルドマスターに気き遣づかわれたか？　とにかく合流しなければ……

　周囲を見み渡わたして探すと、ウェルアンナさんを先頭に５人が俺の方に歩いてきているのが目に入る。

「ウェルアンナさん、今日はよろしくお願いします。他の皆さんも、よろしくお願いします」

「よろしくな、リョウマ」

「よろしく頼むにゃ」

「よろしくお願いしますね」

「先せん輩ぱい冒ぼう険けん者しやとしてしっかり指導してあげるからね」

「ミゼリアにそれは無理だろ。さっきぶりだが、よろしくな」

「ちょ、ジェフ！　それは私に失礼じゃない!?」

「お前は腕うではあってもそそっかしいからな」

「何よそれ！」

「何やってんだいあんたたち……リョウマ、こいつらはほっとくよ。で、戦力の確認なんだけど、リョウマの武器は？　あとケイブバットとスモールラットはいいとして、ケイブマンティスとは戦った事あるかい？」

「ケイブマンティスとも戦った事はあります。普段は弓を使っていますが、短たん剣けんと格かく闘とうもできます。後は魔法で」

「じゃあリョウマは魔法で飛ぶ奴を中心に攻こう撃げきしてくれ、ウチの班、リョウマ以外攻こう撃げき魔ま法ほう使えないから」

「全く使えにゃい訳じゃにゃいけど獣人は魔力がすくにゃいから、アタシ達の魔法はあんまり頼りにはしにゃいで欲しいにゃ。シリアは比ひ較かく的てき魔ま力りよくは多いけど……」

「私は回復魔法しか使えないので、あしからず」

「俺とミゼリアは魔法全ぜん般ぱんが苦手だ。無属性の強化と硬こう化か以外は捨てた！」

「あんたと一いつ緒しよにしないで、私は強化と硬化に特化してるのよ！」

「……言い方が違うだけでどっちも同じにゃ。で、リョウマ君の属性は何かにゃ？」

「全属性ですが、主に土を使います」

「全属性とはまた珍しいにゃ」

「戦い方のバリエーションが増えるね。土って事はアースニードル？」

「アースニードルとロックバレット。他ほかの属性の魔法で、洞どう窟くつ内ないで使えそうなのは氷属性のアイスアローと雷かみなり属性のスタンアローあたりでしょう」

「それだけ使えりゃ十分だね。よっしゃ、行くよ！」

　こうして討伐が始まった。







２章９話　一般的な冒険者







「手て応ごたえがねぇな」

　気合を入れて新たな坑道に踏み込んだ俺達だったが、出てくる魔ま物ものが弱いためサクサク進んでいく。この坑道でもう３本目だ。

「スモールラットやスライムに手応えを求めてどうすんのさ」

「ジェフが手応えを感じるような敵が出てきても困るにゃ。アタシ達はいいけど他のＧランクやＦランクの所に出たら危にゃすぎるにゃ」

「私たちの一番の仕事は、万が一の場合に備えて廃坑にいる事ですよ」

「ただここに居るだけだと、下のランクの奴に示しがつかないからねぇ」

　……この話しぶりと今までの戦いぶり、特に戦いぶりはこの世界で戦ったことのある盗とう賊ぞくと比べても上。この人達、全員かなり高ランクじゃないのか？　というか、なんで俺がこの集団に混ざっているんだろう？

「ん？　どうかしたのかい？　リョウマ」

「いえ、皆さんは全員高ランクの冒険者みたいですし、なんでＦランクの僕がここに組み込まれたのかと思って。ギルドマスターの気遣いでしょうか？　知り合いがいた方が楽ですし」

「それは無いだろ。おっさんは確かにおせっかいだが、依頼に関しちゃ実力を最優先すっからな」

「多分、私達５人だけだと魔法でしか倒せない魔物が出たとき対処が困難になりますし、リョウマ君の体力と実力を評価されたんだと思います」

「リョウマ君。私達かなりのハイペースで進んでるから、普通のＦランクの冒険者なら付いてくる事で精せい一いつ杯ぱいじゃないかな？」

「最初はリョウマが疲つかれ始めたらペースを落とそうと思ってたんだけどね。平然と付いてくるもんだからそのまんま来たんだ」

　そうだったのか？　全然気付かなかった。

「リョウマ、あんた実力的にはＦなんかじゃないだろ。絶対」

「今まで倒した魔獣で一番大物は何だ？」

「一番の大物となると魔獣ではないですけど、ガナの森に生息するブラックベアーですね」

　それを聞いた５人がやっぱりという顔になる。

「ブラックベアーは普通Ｆランクが倒す獣じゃにゃい。安全に狩かるにゃらＤランクがパーティーで挑いどんで狩る獣だにゃ」

「ブラックベアーを一人で狩れるなら、リョウマ君はＣランク相当の戦力になると思います。その実力をギルドマスターに見せた事があるんじゃないですか？」

　そういえば、あるな。

「登録の時、実力試験の試験官がギルドマスターでした」

「それだな」

「間ま違ちがいないね。アンタその時から目を付けられてたんだろ」

「だからこの班に配属されたんだね。納なつ得とく納得」

「実力はあるんだから、ランクの差なんて気にすんなや。お前なら時間さえあれば俺おれたちと同じランクに来られるだろ」

「そう言えば皆さんのランクは？　聞いていませんでしたが」

「言ってなかったかにゃ？」

「私達は全員Ｂランクだよ」

「やっと一流の冒険者って名乗れるランクだな」

「ちにゃみにこの前一緒に仕事をしたシェールがＤランク、ゴードンがＢランク。そしてアサギとレイピンがＡランクだにゃ」

　話しながら歩いていると、ウェルアンナさんが急に前方に意識を集中した。嗅きゆう覚かくで前方を探さぐっているようだ。

「どうした？」

「匂においからしてこの先にケイブバットの群れだよ、多過ぎる。危険はないけど倒しきる前に一部には逃にげられちまう」

「面めん倒どうくさいにゃ……」

「そっちに人は誰もいませんか？」

「人の匂いはしないね。何か広こう範はん囲いの攻撃魔法でも使えるのかい？」

「殺傷能力はありませんが、丁度いい魔法があります」

　昨日効果を実証したサウンドボムを説明。

「へぇ、そんな事ができるのかい」

「聞いた事のない魔法ですね」

　そりゃそうだ、地球の知識を参考にして俺が作ったんだから。

「その魔法は気絶か動けなくするだけなんだろ？　ケイブバットが復活する前に仕留められるか？」

「気絶させられれば随ずい分ぶん楽になるけど、間に合うかはわからないね」

「それなら後ろにいる人たちにも手伝って貰もらいませんか？」

　俺がそう言うと５人も納得した。

「ってか、お前も気づいたのか」

「森に３年住んでいましたから。気配には敏びん感かんなんですよ」

「そうかい、じゃあちょっとここで待ってようかね」

　……実はここまで後ろからずっと距きよ離りを置いて付いてくる６人組がいたのだ。特に襲おそってくる訳でも無いので今までは放っておいたが、５人に話を聞くとおそらく稼ぎの少ないＧ～Ｅランクの駆け出し冒険者。俺たちが仕留めて放っておいた魔物を拾い集めて金にしようとしているのだろうとの事だ。

　ウェルアンナさん曰いわくＧからＥは報酬も安く、日々の生活費に加えて討伐をするなら装備の代金等々、金に困る駆け出し冒険者は珍めずらしくないらしい。

「なにか別の収入源がない場合は、だいたいＤランクの依頼をこなせるようになってようやく生活が安定するね」

「それまではにゃにかと出費が多くて、怪我けがや予定外の出費があるからにゃ」

「事前にお金を貯ためてくる人も多いけど、ランクが上がるまでの期間はその人の仕事ぶりによるから。慣れない仕事でミスをして、昇格が遠のいてお金が尽つきる、なんてことも多いよ」

「その代わり安定してＤランクの依頼をこなせるなら出費を補って十分生活できるお金が入りますし、Ｃになれば十分裕ゆう福ふくな生活ができます。ミーヤが家を買ったのもその位ですね。

　あの家はちょっと早まったと思いますけど、それでも一いつ軒けん家やを買えるくらいの収入を私たちの歳で貯められる仕事は多くありません。危険な分だけ見返りが多い、冒険者と言う仕事の分かりやすい例ですね」

　シリアさんが言うように、ミーヤさんはまだ20代前半に見える。あの家を買ってから何年かは知らないが、日本だと大学生くらいだろう。その歳で自分の稼いだ金でマイホームを買うなんて、よく考えたらもの凄い事だ。俺なんて死ぬまで安アパートだったのに……不満は無かったけど。

「Ｂ以上になると冒険者でも危険な内容の依頼ばかりで数も減ってくるんだが、報酬が跳はね上あがる。相当金かね遣づかいが荒あらいかサボり癖ぐせが無けりゃ、金には困らなくなるな。

　危険は少ないが一番金銭面で辛いのがＥまでの冒険者さ。だから後ろの連中みたいな奴は大体がＤ未満だ」

　討伐依頼で仕留められた魔物は仕留めた者に所有権があるが、持ちきれない場合は価値のない物から捨てられる。捨てた物は所有権を放ほう棄きしたことになるため、それを拾い集めて金に換かえる冒険者がでてくる。

　ただしこういった行こう為いは禁止こそされていないが、褒ほめられた事ではない。後々問題が起こる原因にもなるので、無断でやる者はあまりいない所謂いわゆるグレーゾーンの行為である。




　しばらくその場で休きゆう憩けいを入れていると、例の集団は俺達が休憩している事に気付き足を止めた。そこにウェルアンナさんが大声で呼びかける。

「後ろからずっと付いて来た奴ら！　アンタらが付いて来たのはとっくにお見通しだよ！　出てきな！」

　６人は慌あわてるが、やがてゆっくりと姿を現した。

　人間４人、獣人２人の男女か……失礼だとは思うが、全体的にみすぼらしい。やっぱり生活に困こん窮きゆうした冒険者だとおもうけど……若いな。歳は全員俺より少し上じゃないだろうか？

「アンタ達、なんでアタイらをつけ回してたんだい？」

「捨てられた、魔物を、拾ってました……」
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「……まず、別にアタイらはそれにどうこう言うつもりはないよ」

　その言葉に安心したのか、６人の表情が少し明るくなる。

「ただ、なんでこんな事したのかは聞かせて貰いたいね」

「は、はい！　実は、俺たちまだＧとＦランクで……金に、困ってて……」

「初めは余裕あったんですけど、武器と防具を揃そろえたらお金がなくなってしまって……」

「俺は討伐依頼でヘマやっちまって、違い約やく金きんの支し払はらいで金が無くなったんです……」

「俺たち飯代もギリギリで、何とか切きり詰つめてやりくりして来たんです。そこでこの依頼が出た時、すぐに飛びつきました。この依頼ならしばらくの生活費が稼げると思ったんです。魔物は弱いから安全だし、参加すれば金が貰えて、魔物の死体を持っていけば金になる。もうここで稼げるだけ稼ぐしか無い！　って思って」

「それで今回参加したら、ここに入っていくあなた方を見かけたんです。それで……」

　彼かれらの口にした理由は、先ほど例として聞いた物ばかりだ。本当によくある事なんだな……と静かに話を聞いていたが、途中で人間の女の子が言いよどんだのを見み咎とがめたジェフさんが追求する。

「それで何だ？」

「それで……」

「俺ら、アンタ達についていくそのガキを見たんだ。そんなガキ連れて坑道に入っていく人達なら、捨てられてる魔物の死体を持って行っても良いんじゃねぇかって。足あし手で纏まといにしかならないようなガキを連れて行ってくれる人達なら、大目に見てくれるんじゃないかと思ったんだ」

　その男子の言葉にほかの５人が気まずそうな顔をする。そりゃそうだ、仮にも俺はこの班のメンバー、それを役立たずとは普通言えない。

　しかし他の５人もそう思っているのか、それとも結局はそれに賛同したから行為を働いていたのを反省しているのかはわからないが、誰ひとりとして彼の言葉に反論も止めようともしない。

「アンタら、自分の立場が……」

　俺を下に見た発言を咎とがめようとしたウェルアンナさんを俺は止める。こういうのは気にしても仕方ない。

「いいですよ、ウェルアンナさん」

「リョウマ、こういうのはガツンと言っておいたほうがいいんだよ」

「話した所でこういう考え方は変わる物ではないですよ。外見が弱そうに見えるのは仕方ないです」

「……わかったよ。だがアンタら！　そういう事をするのなら、相手に一言断るのが筋ってモンじゃないかい？　勝手に持っていくなんて盗人みたいな事するんじゃないよ！」

「「「「「「すみませんでした!!」」」」」」

　６人は謝あやまったあと、自分たちが持っている魔物の死体を俺たちに差し出して帰ろうとしていたが、それをシリアさんとミゼリアさんが止める。

「待って！　私達はあなた達が無断で死体を拾い集めた事は咎めましたけど、死体を集めてた事自体は気にしてないですよ」

「お金に困っているのなら、持っていくと良いよ、私達は要いらないから。でもこういうことをするなら、次からはちゃんと相手に断りを入れること」

「断り入れんのが情けないと思うなら最初からやらねぇか、やる必要のない実力をつけるこったな」

　その言葉を聞いて、パッと表情を明るくさせる６人。彼らは俺以外の５人に感謝し、礼を言っていた。それにウェルアンナさんは不ふ機き嫌げんそうだったが、ミーヤさんが予定通り６人に手伝いをすることを勧すすめ始めた。

「実は君たちに声をかけたのはもう一つ理由があるのにゃ。この先にケイブバットの群れが居るけど数が多くて仕留めるのに時間がかかるにゃ。だから君たちも手伝ってくれないかにゃ？　死体は君たちが持っていくといいにゃ」

　６人は当然の如くその誘さそいに乗った。俺が探査の魔ま法ほうで人が居ない事を確認している間にミーヤさんから簡単な説明がされる。

「まずリョウマが奥おくに魔法を叩たたき込むから、その後突とつ入にゆうだにゃ」

「あの子の魔法じゃただ敵を警けい戒かいさせるだけでは？」

　不安を訴うつたえる６人に、ウェルアンナさんが文句があるなら帰んな！　と一いつ喝かつしたら引き下がったが、彼らは少し離れたところで小声で話し合っている。内容は俺への疑念と、どうであれお金のためには従うのが得策、と言ったところか。

　俺は気にせず人がいないのを確認した後で遮しや音おん結界を張る。

「準備ができました」

「よし、やってくれリョウマ。アンタらも行くよ！」

「行きます！　『サウンドボム』！」

　魔法を発動し、坑道内に音の爆ばく発はつが起こる。しかし遮音結界のせいでその音は俺たちには聞こえない。それを失敗と思ったのが６人だ。

「何も起こらないぞ？」

「失敗でしょ」

「成功ですよ、風属性の魔法ですから目には見えません」

　そう言って俺とウェルアンナさん達たちが奥に入り、そこに６人は疑いながらついてくる。

　そして彼らは奥に入るとすぐ呆ぼう然ぜんと床ゆかを見た。夥おびただしい数のケイブバットが転がっていたからだ。

「これ全部気絶しているだけですから、手分けして手早く止めを刺さして行って下さい」

　そう言って俺はさっさと作業に入る。その後全部のケイブバットに止めを刺し終わると、そこが坑道の最さい奥おう部ぶだったので俺達は６人を置いて坑道から出た。後始末は彼らに任せればやってくれるだろう。それが彼らの利益になるのだから。

　だがここでウェルアンナさんが聞いてきた。

「リョウマ、何も言わなくて本当に良かったのかい？」

「魔法一発である程度の実力は見せたと思いますし、それで事実を認めて納なつ得とくできない人ならもう話しても時間の無む駄だでしょう」

「そりゃそうかもしれないけどさ……」

　大体こういう事は事実を突つきつければ納得させられる相手であればそれまで、単に不満で言いがかりをつけたい奴が相手なら何を言っても無駄だと思う。仮に彼らが後者の人間でも、今後関かかわらなければいい。〝他人を変える〟なんて事は相当の時間と労力を使ってもできるかどうか。変わらない奴は何時いつまで経ってもどれだけ世話をしても変わらない。そういう人だと割り切るに限る……と、俺は思う。

「彼らはお金が無いらしいですし、今回は生活するために必死な生意気盛りの少年少女だったという事で済ませましょう」

「生意気盛り……それを彼らより年下のリョウマ君が言いますか？　彼ら、大きい子は15歳さいくらいだと思いますよ？」

「リョウマ君、本当に11歳？」

「まぁリョウマ君がそう決めたのならいいにゃ」

　だいたい体は子供でも心は42のおっさんだからな……子供のする事にあまり目くじらを立てる気もしないし、悪い事を叱しかるのは皆さんが既すでにやってくれた。俺も魔法で実力は見せたつもりだ。これ以上は彼ら自身の反省に任せるしか無いだろう。

「でもちょっと気になったんですが、僕ってそんなに弱そうに見えますか？」

　一応森の中では主に腕っぷしで３年間命を繋つないでいた訳だし、盗賊とも戦ってきた。改めて考えるとちょっと気になる。

「普段はいまいち強そうに見えねぇな」

　前世では会社の若いのから〝いるだけで圧あつ迫ぱく面接〟とか陰かげ口ぐちを叩かれていたくらいなのに、やっぱり外見なのだろうか？

「そうだな……お前が強いのは今日戦ってる姿を見てもう分かってんだけどよ、こうして戦ってない姿を見ると〝強そう〟ではないんだよなぁ……」

「こう言うと失礼ですけど、リョウマ君はそういう雰ふん囲い気きがないというか……もちろんこの前の仕事で体力があるのは知っていましたし、狩りができると聞いていたので足手まといにはならないとは思っていました。だけど腕うで前まえの方はさっぱり……」

「ある程度強くにゃると、にゃんとにゃく相手の強さとかも分かるようににゃるけどにゃ……」

「正直に言うと、アタイもリョウマが予想以上に戦えているのを見て驚おどろいたくらいさ」

「雰囲気は感覚的なものだから人によって鈍にぶい鋭するどいはあるけど、私たち獣人族は鋭いほう。でもリョウマ君は雰囲気と実力がバラバラ……もしかして実力を隠かくしているとか？」

「いえ、特にそういった意図は」

　前世ほど取り繕つくろう必要ないし、特に気にしていない。せいぜい無駄に威い嚇かく的てきな行動をとるような真似まねをしないくらいだけど、その程度じゃ隠すと言うより常識的な行動の範はん疇ちゆうだろう。

「だったらもう、そういう個性なのかもね。人間性とかそういうの」

「そんなもんですかね？　森で盗賊に遭そう遇ぐうした時とか、毎回明らかに舐なめられてましたが。返り討うちにしましたけど」

「その気持ちは分からなくもない。つーかその盗賊、運が悪かったな」

「それこそスライムを狩るくらいの気持ちだったんだろうにゃぁ……」

「実際出てきたのはブラックベアー以上の相手ですけどね」

「シリアの言うとおり。……そう考えるとリョウマ君は天然の罠わな？」

　いつの間にか俺は盗賊ホイホイ扱あつかいをされていた。

　そんな話をしているとそろそろ昼食が用意される時間らしく、俺おれ達たちは広場へと戻もどることになった。







２章10話　魔獣討伐の休憩時間







「ごちそうさまでした」

　昼休みの時間。配給された昼食を冒険者が集まる広場の隅すみで食べ終えた。だが目に入る他の冒険者はまだ食事中、もしくは食事を始めたばかり。

　１人で食事をすると知らず知らずのうちに早食いになる。前世からの癖なのだが……これからどうしよう？　ジェフさんやウェルアンナさん達はそれぞれ情報交こう換かんがてら他の冒険者と食事に行ってしまったし……

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになった俺は、しばらく考えてスライムの世話をすることにした。

「すみません」

　情報の取りまとめなど、討伐以外の作業を行っている仮設受付で職員に声をかける。

「あら、リョウマ君」

「こんにちはメイリーンさん。今よろしいですか？」

「いいわよ、何かしら？」

「昼休みが終わるまでの間、スライムに餌をやるために少々離れたいので一言ことわりに。それから狩られた魔獣はもう受け取れますか？」

「それなら向こうに集めてあるから好きに持って行っていいわよ。お金も昨日のうちに先さき払ばらいしてくれたって話が通ってるから、ギルドの職員に何か聞かれてもギルドカードを提示すれば問題ないわ。

　単独行動の件も承うけたまわりました。気をつけてね。昼休みが終わるまでには戻ってくるのよ？」

「班ごとに点呼を取るんでしたね？」

「そう。もし時間に遅おくれたとしてもそのまま仕事に行かずに一度は仮設受付に顔を出だすこと。途中でこっそり帰っちゃう日当泥どろ棒ぼう対策でやってる事だから、これ怠おこたっちゃうと職務放棄とみなされて報酬が支払われなくなるから絶対よ」

「分かりました。ありがとうございます」

　メイリーンさんに念を押おされて受付を後にした俺は、その足で魔獣の死体をひとまず背負い籠かご４つ分だけ受け取って広場を離れる。




■　■　■




「このあたりでいいか……『ディメンションホーム』」

　しばらく歩いて傾けい斜しやのきつい坂を上りきると、人の気配がなく見晴らしのいい場所を見つけた。ここなら人や魔獣が近づけばすぐに分かるだろう。

　幅はば広ひろい坂道に白い穴からスライム達が続々と這はい出でる様子を見届けた後は、早さつ速そく受け取った魔獣の死体をスライムに与あたえる。

　まずクリーナースライムに汚よごれを食べさせ、残った身を４つに分けて積み重ねた。その隣となりに大きな容器も４つ用意して水で満たせば用意は整う。許可を出すとそれぞれビッグ、もしくはヒュージスライム状態になったポイズン、スティッキー、アシッド、スカベンジャーが餌の山を体で押しつぶすように飲み込んでいく。

　豪ごう快かいな食べっぷりを横目に見つつ、俺はメタルスライムの餌も用意しなければならない。そう考えていると、メタルスライムは用意をしている間に硬かたい体で地面を掘ほって、土を食べようとしていた。

　土を取り込んで中の鉄分を食べるのか……ぜんぜん掘れてないけど。

　その様子は掘っているというよりも、一人だけ餌が貰えなくていじけている様に見えてしまう。作業の手を速めて用意した鉄粉入りの器を地面に置くと、メタルスライムは掘るのをやめて超ちよう鈍どん足そくで近寄ってくる。契けい約やくの効果で急いでいるのが伝わってくるが、その動きは非常に鈍い。金属の体がよほど重いのか？

　鉄粉を吸収するメタルスライムの横に座すわって食事の様子を眺ながめていると、ゆるやかに時間が過ぎる。ちなみにヒールスライムは物を食べずに光合成で生きるため、他のスライムの食事中はずっと俺の後ろで日光浴をしていた。




　スライム達の食後。

　俺は少し気になったことがあり、ポイズン、スティッキー、アシッドを各１匹ぴきだけ残してディメンションホームに戻した。

「頼たのむ」

　３匹のスライムの前に皿を並べてその中に液を吐はき出してもらうと、皿はそれぞれ毒液、粘ねん着ちやく液えき、酸で満たされる。

　メタルスライムの体は硬い。スキルにも〝硬化〟がある。これで物理攻撃に強いのは分かるが、毒などは効くのか？　俺は知らない。というわけで実験をすることにした。

　と言ってもスライムに液の入った皿を近づけて反応を見るだけだが……まずは毒液の皿。

「……平気か」

　メタルスライムは微び動どうだにしない。これがスティッキースライムなら後ずさりくらいはするが……まったく動かない。ポイズンスライム並みに平然としている。次は粘着液の皿。

「……これも平気」

　まったくの無反応を貫つらぬくメタルスライムだが、次の酸には反応があった。酸の皿を近づけていくと、通常の移動よりも体の広い範はん囲いが溶とけたように蠢うごめき、徐じよ々じよに離はなれて行く。

「酸が苦手か……理科の実験を思い出すな……」

　金属の箔はくを塩酸に漬つけて反応を見る実験とかあったよな……と懐なつかしくなった。

　あまり怖こわがらせるのもあれなので、これにて実験は終しゆう了りよう。皿を遠ざけて処理すると、メタルスライムは元のように静かになった。しかし慌てて離れようとしたせいか、体中が砂で汚れているのに気づく。

　……拭ふいてやるか。

　手ぬぐいを使って磨みがいてみると、形がゆっくりと手の動きに沿って変わっていく。普ふ通つうの金属ではありえない手て触ざわりが、なんとも不思議な感覚で面白おもしろい。気づけば泥どろ団子を作る子供のように、俺はメタルスライムを球体に磨き上げていた。

「よし！　っと、そろそろ向かった方がいいか……？」

　以前貰った時計で確かく認にんすると、余よ裕ゆうを持って帰るにはそろそろいい時間になる。

　スライムをディメンションホームに戻そう……としたその時、うっかりとメタルスライムを地面に置いてしまった。
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　いつもならば歪いびつな金属の塊かたまりだが、今のメタルスライムは球体。そしてここは、傾斜のきつい坂の上。

「ディメンションホー、っ!?」

　甲かん高だかい音が聞こえてそちらを見ると、坂を猛もうスピードで転がり落ちている玉が１つ。ハッとして足元を見ると、メタルスライムがいない。

「ちょっ」

　反射的に追おうとしたが、ここには出しっぱなしのスライム３匹もいる。

　放置して万が一冒ぼう険けん者しやが来たら……

　急いで３匹を拾い上げ、数秒の内にだいぶ距離が離れたメタルスライムを追う。

　人も打ち所が悪ければ転んだだけで死んでしまう。そして打ち所が悪くなくても死にかねないのが普通のスライムという生物。だからあの柔やわらかい体があるのだと俺は勝手に想像していた。進化したことで頑がん丈じような体を得ているとはいえ、わずかな不安は残る。

　メタルスライムはほどなくして坂の下に生える雑草の茂しげみで止まった。だが、スライムとしての動きがない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　駆かけ寄よって確認すると、メタルスライムの表面が徐々に波立ち始めた。どうやら未経験の事態に驚いたのか、固まっていただけで命に別状はないようだ。

　心臓に悪いな……今度メタルがどれだけの衝しよう撃げきに耐たえられるか調べよう。核かくを除いて金属部分だけで試せば……いや、安全に配はい慮りよするにしても増えてからにすべきか。

　そう結論付けてメタルスライムを拾い上げた。

「……！　…………？」

「……!!」

「ん？」

　声？　……耳を澄すませてようやく聞こえる程度、でも空耳じゃないな。人の声、複数人であるのは間違いなさそうだ。方向は……おそらく広場の方角に近い。きっと依い頼らいを受けた冒険者だろう。

　しかし声は言い争っているのか？　内容はうまく聞き取れないが、どことなく剣けん呑のんな雰囲気だ。

「気になるな……行ってみるか」

　仕事中のトラブルをギルドマスターや受付に相談するにしても、言い争っているかもしれない声が聞こえただけでは相談された方も困るだろう。

　寄り道をすることに決めた俺は、スティッキースライムを頭に、ポイズンとアシッドスライムを肩かたに乗せたまま息を殺して歩き始めた。
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　見つけた。

　言い争いの声が聞こえる方へと進み鉱山をほぼ下りきった頃ころ。麓ふもとに生えた木々が光を遮さえぎり周囲が薄うす暗ぐらい中、崖がけから捨て落とされた赤土が積み重なって連なる一角に武装した冒ぼう険けん者しや達たちの姿を捉とらえた。人数は10人以上。ボタ山の陰かげで見えないが、そこにいる誰だれかを取り囲んでいるようだ。

「おい、お前らいい加減にしろよ！」

「他人の獲え物ものを横取りするしか能のねぇ盗人が！」

　取り囲む男たちは口々に罵ば声せいを浴びせている。怒いかりで口調が荒くなっているのか、それとも単に柄がらが悪いのか……どちらにせよ、現状はかなり険悪である。

　喧けん嘩かか？

「盗人じゃねぇ!!　貰ったんだ!!」

　あれ？　今の声どっかで聞いたことがあるような……

　ガキ、他人の獲物を横取りする盗人、聞き覚えのある声。それらの要素がおぼろげな記き憶おくを引き出す。

　もしかして……

　狩りの時と同じく風向きに注意し、木々と雑草の間を隠れながらの移動で男達の背後へ回る。50ｍほどまで近づけば間違えようがない。

　左右をボタ山、前後を男達と崖に挟はさまれた狭せまい隙すき間まで身を寄せる３人の女子。その前で壁かべになるように立たち塞ふさがる３人の男子。全員が怯おびえながらも互たがいを庇かばい、目前に迫せまる男達に抗あらがう姿勢を見せている。

　そんな彼らは俺の想像通り、坑こう道どうで俺達の後をつけていた少年少女の冒険者達だった。

　……あれ？　これどっちが原因？

「舐めんなよスラムのクソガキ共!!」

　これはどういった経けい緯いでこうなったのか……険悪な雰囲気だが、幸いまだ争いは口論だけに止とどまっている。盗賊相手のようにいきなり武力制圧と言うわけにはいかないし、少し様子を見よう。

　少年少女を10人以上で囲んだ上で罵声を浴びせる光景だけ見れば男達が悪く見えるけど、相手があの６人なのが気になる。

　彼らは……少なくとも、俺達の時には無断で残された獲物を拾っていた。そういう行為を目の前の男達にもやっていたとすると、男達が悪いとは言い切れない。あの行為がギリギリ窃せつ盗とうに当たらないとしても、謝罪を求めるくらいは認められる。

　尤もつともここまで大勢で取り囲んで詰きつ問もんするやり方はどうかと思う。

　俺達も、というか俺以外が目の前に呼び出して話をしたが、あの時はあくまで注意とジェフさん達が彼らのことを考えて叱りつけていた。退路を塞いで罵声を浴びせかけるような真似はしていない。心身の自由と侮ぶ辱じよくの有う無む、この違ちがいは大きい。

　実際、俺達のときは会話ができていたが、今の彼らはほぼだんまりだ。率そつ先せんして罵声を浴びせている連中はすでに手を出しかねない雰囲気を出しているし、まさに一いつ触しよく即そく発はつ。

　この場を収められる人を呼ぶのが一番だろうけど、俺の『ワープ』じゃ一度で広場にはたどり着けないし……まだセバスさんやレイピンさんのように他人を連れて転移する余裕もない。事故を起こしかねない無理をするのは論外。誰かに頼むとしたら位置の説明に余計な時間がかかってしまう。

　あの連中、６人組に手を出しそうな素行の疑わしい奴やつと、それを理解した気の毒な目で傍ぼう観かんしている奴しか居ないみたいだし……あまり時間はかけたくない。

　俺も傍観しているようなものだけど、ここに居れば力づくで止められる自信はある。

　困ったな……

　いざと言うときを考えればここに居た方が俺は安心。そうなると人を呼べない。

　地位のある人を呼べば任せられる。ただし連れて戻るまで少年少女の安全は保障できない。

　……１人でいれば気楽だけど、こういう時はやっぱり不便だよなぁ……

　森に住んでいた間は誰に急せかされることもなく、久しぶりに感じる人手が足りない不便さに心の中でぼやく。

　ん～……取り囲んでいる男達の総数は12人。全体的に20代くらいの若い男ばかり。でも１人だけ30代に届きそうな髭ひげ面づらの男がいる。

　強そうなのはその髭面１人で、他はそれほどでもない。髭面にしても俺が隠れている事にも気づく気配がないし、これならこれまで処理してきた盗とう賊ぞくの方がずっと強そうでヤバそうな奴がいた。危険度は低い。

　ただ、それでもあの６人組よりは間違いなく強い。この状じよう況きようで戦えば人数でも劣おとる６人組に勝ち目はまずないと見るべきだ。これでは自衛も不可能。

「おら！　何とか言えや！」

　……まぁ彼らが盗ぬすみを働いていたなら、ゲンコツの10発や20発で収まればいいと思う。俺の幼い頃なんて家でも学校でも体たい罰ばつは当たり前の時代だった。そして日本の現代では大おお騒さわぎになる体罰でも、ここは異世界。子供の躾しつけには当たり前。

　盗みなら犯罪として本来なら冒険者ギルドか治安維い持じ機関に引ひき渡わたされて法で裁かれるんだから、それがゲンコツで済むなら十分な温情だ。

　犯罪とまでは言えない行為で起きたトラブルでも、昼前にジェフさん達から注意を受けたはずだ。それを聞かずにまた同じ事をしてトラブルを起こしたのなら、自分達で解決して欲ほしい。だいたい一度顔を合わせただけの俺が出て行っても無意味だろう。

　やりすぎは認められないけど。ゲンコツも罪を犯おかしていた前提の話で、何もしていなければ殴なぐられる必要もないし。

　やっぱり最後には６人組が悪いのか？　それとも悪くないのかという話になるんだよなぁ……会話の中から判断しようにも、レコードの針が飛んだみたいに同じ事を繰くり返かえすばかりで一向に話が見えてこない。




　……直接聞いた方が早いか。そうしよう。




　俺おれは錬度の低いメタルスライムだけを静かにその場に下ろして立ち上がる。

「すみませ～ん！」

『!?』

「誰だ!?」

「あそこだ！」

「スライム!?　しかも喋しやべった!?」

「よく見ろ馬ば鹿か！　その下に頭があるだろ！」

「なんでスライムなんか３匹も乗せてんだあのガキ」

「それよりいつから居やがった!?」

「お取り込み中失礼します」

　そのまま茂みをかきわけて前へ出て行くと、男達は怪あやしい奴を見る目を遠えん慮りよなく向けてくる。それと同時に少年少女も俺の姿を確認できたようだ。少女の１人が思わず声を漏もらす。

「あっ、君……」

　その呟つぶやきが取り囲む男の耳に入ると、男達は不気味な笑え顔がおに表情を歪ゆがめた。

「なんだ、お前もこいつらの仲間か？」

「いえ、ただの通りすがりです」

　キッパリと言い切ると、男達は怪け訝げんな顔をした。

「見たところ皆みなさんも討とう伐ばつ依い頼らいに参加している冒険者ですよね？　もうじき集合時間になるので広場に戻るつもりで歩いていたら、たまたま言い争う声を耳にしたので」

「本当かぁ？　こいつらお前を知っているみたいだが？」

「お前も盗みをやってんじゃねぇだろうな？」

「ガキのくせに随分と良い鎧よろいをつけているみてぇだしな」

　男達は俺を値ね踏ぶみし始めた。その目はもっぱら装備に向いているが。

「その６人とは昼前に同じ坑道で顔を合わせただけですよ。彼ら、盗みをやらかしたんですか？」

「そうさ、こいつらはなぁ」

「やってねぇよ!!　そいつらの言いがかりだ！」

「魔獣の死体はそいつの班から譲ゆずって貰ったんだ！」

「あんた達の獲物なんて盗んでないわ！」

「お前らは黙だまってろ！」

「証しよう拠こがあんのか!?　ねぇだろうが！」

「その話は本当ですよ。うちの班は昼前に合意の上で獲物を彼らに譲りました。私が信用できなければ、同じ班のメンバーに会わせますので聞いていただいても結構です。私以外は皆さん実績のある冒険者ですから、信用に足ると思われます。

　いまお話しした通りもうじき集合時間になりますから、ちょうどいいのでは？」

　事実だけを話して怒ど鳴なりあう双そう方ほうに提案するが、これを聞いた男達の態度が変わる。

「そ、そりゃお前の班の奴に迷めい惑わくだろ……」

「これは俺達の問題だからな」

「時間を稼かせいで証拠を消す気じゃないだろうな！」

「誰かに泣きついてうやむやにする魂こん胆たんかもしれねぇ！　信用できるか！」

「俺達もできるだけ穏おん便びんに事を済ませたいのだよ」

「大事にしちゃあ、そいつらもこの先仕事がやりづらくなると思わないか？」

　言葉だけならまだ分からなくもないが、雰囲気や態度から仕事中に犯したミスを隠そうとする若手を思い出す。どうやら彼らは他人を話に加えたくないようだ。

　遠まわしにしかるべき所へ訴え出ることを止めるように訴え始めた男達に、内心で平等だった天てん秤びんが６人組の方へと傾かたむく。そこでそれまで傍観していた１人が口を開いた。

「ここで話を続けても仕方がねぇ、ってのは俺も同意だ」

「サッチさん!?」

　サッチと呼ばれた髭面の男が口を開いた。やっぱりこの男がリーダーのようで、他の男達は黙ってしまう。まぁ一番強そうだしな。

「度胸のあるガキだな。それにどうやって俺らの目を盗んで近づいた？　魔獣に備えて気は配っていたつもりなんだが」

「これでも狩かりで生活を支えていたので、隠れるのは得意なんですよ」

「そうかい。……お前ら、これ以上は時間の無駄だろ。そのガキも言ったが集合時間もそろそろだ。だからもう終わりにしろ」

　サッチの口から俺と似た言葉が出た。その態度は騒さわぎ立てていた柄の悪そうな冒険者のリーダーとは思えないほど毅き然ぜんとしている。怒鳴り声ごえを上げていた男達も逆らうそぶりは見せない。

　そして６人組の前で立ち塞がっていた男達は、鼻を鳴らして各おの々おの……




　武器を抜いた。







２章11話　不良冒険者







「『アースフェンス』」

「んぁっ!?」

「っちいっ!?」

　大人２人分の高さに届きそうな石の柵さくが勢いよく地中から迫せり上あがり、馬ば脚きやくを現した男達と６人組を隔へだてる。

　男の１人を引っ掛かけて吊つり上げてしまったが、男は暴れた拍ひよう子しに落下。突とつ如じよ現れた柵は警戒した人間をその周囲からわずかに遠ざける。そうして空いた囲いの中心に、俺はあえて踏ふみ込んだ。少年少女を人ひと質じちに取られると面めん倒どうが増える。

「ってぇ、何が起こった……？」

「魔法だ！」

「なんだこの魔法、テメェの仕し業わざか！」

「武器を抜かれたので、咄とつ嗟さにやってしまいました。ちなみにこの魔法は『アースフェンス』、同じ土魔法の『アースニードル』を１本１本の柱に見立てて改造された柵を作る魔法です。その分上部は槍やりのように鋭くなっていまして……その人が後一歩進まれていたらエグい事になっていたので、その程度で済んで良かったです」

　牽けん制せいがてら魔法の説明をしてやると、吊り上げられた男を始めとした数人はその光景を想像したのか、表情が軽くこわばる。

　それにしてもこれ以上は時間の無駄、集合時間もそろそろ、もう終わりにしろ……俺と同じような事を言っていても、受け取り方でその意味合いが正反対だ。言葉って難しいね！

　……とまぁ冗じよう談だんはほどほどにして、この連中はなかなかこういう行こう為いに慣れているらしい。初めに武器を抜いた奴らは武器を俺へ向けたが、その内６人組に近い２人が彼かれらへ向かった。おそらく取とり押さえて人質にでもするつもりだったんだろう。

　サッチの言葉で動く前に、何かを打ち合わせている様子はなかった。だとすると事前に済ませていたか、打ち合わせが必要ないほど場数を踏んでいる。

　そんな盗賊みたいなやり口、荒あら事ごとが身近な冒険者とはいえ魔獣ばかり相手にして身につく行動ではない。今回は完全に男達の方が黒と見えるけど、まだまだ余罪がありそうだ。

「下手な言い訳してんじゃねぇよ馬ば鹿か野や郎ろう共が」

「兄貴……」

「ガキの使える魔法なんざたかが知れてる、使う隙すきを与えなきゃ仕し舞まいだ。お前らそんなガキ１人に尻尾しつぽを巻くほど弱いのか？　そんな奴は……俺の仲間にはいらねぇぞ」

「おい……おいっ」

　ん？

　サッチが仲間への叱しつ責せきを飛ばすのと同じくして、後ろから小声で呼びかけてきたのは６人の中でも一ひと際きわ背の低い人族の少年だった。柵を掴つかんで身を乗り出すから牢ろう屋やに捕つかまっているようにも見えたが、坑道で問とい詰つめられた時、俺を足手まといとはっきり口にしていた少年でもあるので良く覚えている。

「逃にげろっ。こいつら本気だぞっ。魔法が上手うまくてもこの数が相手じゃ無理だっ」

　どうやら彼は俺の魔法の腕うでは認めたらしいが、まだこの連中より弱いと思っているようだ。

「なら、そっちも走る用意はしといて」

　隙をみてそれ柵を外すから、と風魔法の『ウィスパー』で返事をした。

　しかし、敵の目の前で密談なんてできる物ではない。

　単純に彼らの耳元へ送った囁ささやくような声を聞きつけたのか、それとも言葉を受けた６人の態度で察したのか、サッチがさらに指示を出す。

「おい、そっちで見てる奴らも手を貸してやれ。そのガキは逃げ隠れが得意そうだ」

「へへへ、助かります兄貴」

「残念だったな、ここに来なけりゃ何事もなかったろうに」

「今いま更さら言っても意味ねぇが、俺達は素す直なおに金を出せば許してやるつもりだったんだぜ？」

「彼らが獲物を盗んだというのは言いがかりですか？」

「いいや、俺達は盗んだと思ってるぜ？　そいつらはスラムのガキ共だしなぁ。金に困って人の物に手を出すような奴らさ」

「お前が代わりに金を払はらうってんなら見み逃のがしてもいいかもな。そんなガキ共よりよっぽど支し払はらい能力がありそうだ」

「そんな鎧着てるくらいだ、払えるだろ。分ぶん割かつでいいぜ？　払えねぇなら親から直接貰もらいに行ってやろうか？」

　サッチの言葉で武器を抜かなかった傍ぼう観かん者しやにも加われと命じられ、傍観者達がためらいながらも武器を構えていく様子が男達を増長させる。




　………………………………イラッときた。

　盗賊にも俺を子供と見るなり増長してあんな事を言う奴らはいたけれど、目の前の連中ほど気に障さわらなかった。おそらくこの世界に来てから比ひ喩ゆでなく一番イラッとした瞬しゆん間かんだ。何故なぜこんなに癇かんに障ったのか良く分からないが、自殺宣言だろうか？

　前世の親はとうに亡なくなり、この世で俺には両親がいない。強しいて言えばガイン達たち神々が設定上の親代わり。こちらも亡くなっているので候補は死者、神、死者。この３択たく、直接会うというなら誰を選んでも逝いく事になりそうだ。

　公こう爵しやく家の方々には良くしてもらっているが、こんな連中に金を払ったりはするまい。その前に会う事すらできないだろうし、させてはならない。

　人数と戦力を過信した連中を見る目に力が篭こもる。そんな時。

「ま、待った！」

　元傍観者の青年冒険者から声が上がる。突とつ然ぜん水を差した彼を周囲は冷ややかな目で見ているが、それに気づかないほどに慌あわてている。

　……俺、まだ何もしてないよ……？

「その子、もしかして最近噂うわさの子供じゃないか!?　だったら手出しはまずい！」

「……ああ、最近ギルドにスライムを連れて顔を出すガキがいるって話か」

「いつも妙みような格好でギルドや街中をうろついているガキじゃなかったか？」

「その何がまずいってんだよ？」

「自分がやる度胸がないだけじゃねぇのか？」

　率先して武器を抜いた連中が嘲あざけり笑うが、その青年が続けた言葉で表情を変える。

「その変な格好の子供が、公爵家の人間と一いつ緒しよに高級宿に入ったのを見た奴がいるんだ！　関係者かもしれないぞ!?」

「こんなガキがか？」

「んなわけねぇだろ、そんな奴がなんでこんな所に」

「……おい、今日の依頼の依い頼らい人にん……公爵家じゃなかったか……？」

「ま、まさか！」

「でも確かにギムルに公爵家の人間が滞たい在ざいしてるとも聞いたぞ、役所が大目玉くらって大勢処分されたそうだしよ……」

　あの慌てように納なつ得とくができた。彼はどうも率先して仲間に加わっていたようではないし、俺に手を出して公爵家から不興を買うのを恐おそれたんだ。でも、いまさら慌てても遅おそいよなぁ……

　しかし伝でん播ぱする疑ぎ惑わくと混乱は絶好の好機でもあった。

　敵の数は左右にちょうど６人ずつ、広場はここから左、６人組の用意は……できている！

「『クリエイト・ブロック』」

「おい！」

　柵が生える地面を一塊の石材に変え、全身と柵を気で強化。サッチの声を無視して柵を引っこ抜き、そのまま左側をなぎ払う。

「止めろっ!?」

「がっ!?」

　柵は面の広い鈍どん器きに代わり、男を３人まとめて跳はね飛とばした。

「今だ走れ!!　あっちだ！」

「おう！」

「ガキを逃がすな[image: ]」

「待てコラァ!!」

　今度は怒ど声せいを上げて、鬼き気き迫せまる顔で右から迫る一団へと柵を振ふり下おろす。

「はぁっ!?」

「ちょっ!?」

　一塊で俺を追っていた男達が５人、ハエ叩たたきの如く柵に潰つぶされた。１人だけ逃のがれたサッチが忌いま々いましそうにこちらを見て得物の斧おのを掲かかげたが、俺は両りよう肩かたのスライムを左へ投とう擲てき。

「「っ！」」

　先のなぎ払いを逃れた２人が逃げる６人を襲おそわんとする、その横よこっ面つらめがけて飛ぶ２匹のスライム。反射的に防ごうとした２人はそれぞれ剣けんを振るうが、核を捉えなければ効果はない。

　ベチャリと粘ねばっこい水音がやけに大きく響ひびき、２匹のスライムが振るわれた剣に取りついた次の瞬間、周囲に一際大きな悲鳴が轟とどろく。

「ゲッ！　オエッ！　からら体、が……あひ足が……」

「ぎゃああああっ！　腕が!!　腕がぁ!?」

　俺が投げたスライムはポイズンとアシッド。２匹がそれぞれ噴ふん射しやした毒と酸が２人の体を蝕むしばんでいた。

「この、ガキィ！」

　片かた刃はの斧が俺の首に迫る。が、距きよ離りをとる事で回かい避ひ。

「テメェ、よくもやってくれやがったな」

　もはや先ほどまでの余裕はなんだったのか？

　斧を振るったサッチは赤い顔に青筋を立てている。

「お前らいつまで寝ねてやがる！　とっとと立ってガキ共を追え!!」

　柵の下した敷じきになった男達が這い出る。初撃で吹ふき飛んだ男達が体を押さえながらも立ち上がった。例外は毒を受けた１人だけ。

「止まるな走れ!!」

　早く逃げてくれた方が俺もやりやすい。足を止めかけた６人へ叫さけぶと、彼らは俺を一度振ふり返るだけで一目散に駆けていく。

「チッ！　お前ら死ぬ気でガキ共を追え！　そのガキが公爵家と繋つながってなかろうが、ギルドにチクられたらどうなるかは分かるだろう！　仕事を放ほうり出す新人なんざどこにでもいる、捕まえて教育してやれ！」

「で、でもサッチさん……不味まずいですよ！」

　道を切り開くことを優先したため、立てる連中に大きな怪我けがを負っている奴はいない。しかし男達は腰こしが引けている。自分達が優位でないと大きな態度が取れない奴らか。

「俺がやる。後ろにいるのが公爵家だろうがなんだろうが、こいつが泣きつけねぇように教育してやればいい。お前には回復魔ま法ほうを散々練習させてやっただろ」

「でも」

「うるせぇ！　やる以外に手はねぇ！　続け！」

　そう怒鳴るサッチは雄おたけびと共に斧を振りかぶる。獣けもののように距離が縮まっていく。狙ねらいは肩かた口ぐちか。殺すつもりは無いようで、斧の背で殴ろうとしている。しかし刃はが付いていなくとも先せん端たん部ぶは金属の塊。人体を破は壊かいするには十分な威い力りよくを持っているだろう。

　一歩接近し、左ひだり腕うでをサッチが斧を持つ右手にぶつけて攻こう撃げきを逸そらす。

「っ!?」

　一度振り下ろした事で伸びた右みぎ腕うでの肘ひじ裏に自分の右腕を絡からめ、右の膝ひざ裏を蹴ける。それだけで体勢が崩くずれ、膝をついたと同時に腕を固めると、すれ違いざまに見えた表情は驚きよう愕がくに満ちていた。固めた腕に力を加え、肩から鈍にぶい音が鳴るまでは。

「がぁっ!?　っちぃっ！」

　手を離せば垂れ下がるサッチの右腕。持っていた斧は落とし、その手で拾うこともできない。

　痛みをこらえて、脂あぶら汗あせを吹きながら放たれた左の裏うら拳けん。しかし悲しいほどに威力はなかった。腕を取ると同時にまだ膝をつく右足を踏んで力を加える。小枝を踏むような感かん触しよくと共にサッチの体が震ふるえた直後、手刀で左腕も折る。

「――!!　――[image: ]　ぐぅうっ……」

「……え？」

「兄貴が」

「秒殺……？」

　崩れ落おちたサッチはうめきながら地に伏ふしている。２箇か所しよの骨折と１箇所の脱だつ臼きゆう、相当に痛むはずだが、そこは意地なのか。

　しかしこの状況は想定外だろう。後に続こうとしていた男達は皆、顔を引きつらせて足を止めている。

「次はどなたでしょうか？」

　全力の笑顔でそう言ってみた。

「お、俺らは、その……」

「!!」

「あっ!?」

「お前だけ逃げんな！」

「『テレポート』」

　逃げ出だした奴の前に瞬間移動。

「どこへ行く気ですか？」

「ひぃっ!?」

「空間魔法!?」

「何なんだよこいつ!?」

「許してくれ！　俺おれ達たちはサッチに逆らえなかったんだ！」

「そういう話は後でギルドマスターの前でお願いします。とりあえず……逃げた子達の後を追われると困るので、もうしばらく付き合っていただきますね」

　その後、安全のため烏う合ごうの衆と化した男達の悲鳴を聞きながら、スライム達の力を借りて拘こう束そくが済むまでに意外と時間をとられた。




　集合時間、遅ち刻こく決定。







２章12話　鉱山の魔獣討伐・１日目終了







「これでよし」

　不良冒険者の逃とう走そう防止に十分な処置をした後、いざ人を呼びに行こうとしたら２人分の足音が近づいてきた。新手の敵かと若じやつ干かん警けい戒かいしたが、すぐに杞き憂ゆうだと判明する。

「すでに始末がついていたようでござるな？」

「アサギさん！　それにレイピンさんもどうしてここに？」

「先ほどあわてた様子の少年冒険者に助けを求められたのでござるよ、たちの悪い冒険者に絡まれて、１人足止めに残った奴がいるとな」

　あの６人組が助けを呼んだのか。

「スライムを連れていると聞いたからもしやと思ったが、やはりリョウマであったな。無事で何よりである。ところであの中はどうなっているのであるか？」

「相手も死んではいないようでござるが……身じろぎ一つしないな」

　２人は俺が拘束した不良冒険者達を見てそう言う。

　不良冒ぼう険けん者しやは俺がここから離はなれても逃がさないため。そして彼らの治ち療りようも兼かね、手足は添そえ木ぎの上から雑草とスティッキースライムの硬こう化か液でギプスのように固めた上、呼吸用の穴を開けた猿さる轡ぐつわ（石製）を噛かませてからポイズンスライムの麻ま痺ひ毒で体の自由を封ふうじてある。

　最後に魔獣に襲われても困るので、見張りとしてスライム達が彼らの周囲を隙間無く囲んでいるが……少々数が多すぎたようだ。

「あれはもはや埋うまっていると言っていい状態であるよ……」

「ふむ……ここは拙せつ者しやが見張ろう。逃がしはせぬ故、リョウマはスライムをどけて一度受付に向かうといい。今いま頃ごろジェフたちも待っているであろう」

「！　そうでした、早く行かないと」

「我わが輩はいも報告に行く、魔法で一緒に連れて行くのである」

　レイピンさんの言葉に甘あまえて、連れて行ってもらうことにした。

　２人に少々驚おどろかれながら、急いでスライムをディメンションホームの中へ戻もどす。

　今まさに遅刻しているんだ俺は。

　こうして受付に戻った俺は、受うけ付つけ嬢じように事情を話すと仕事に戻るよう指示を受けた。

　話を聞きつけたギルドマスターと入いれ違いになったようで、罰ばつ則そくなどの話は追って通達されるとの事だ。というわけで、俺がまずやるべき事は……

「遅くなってすみませんでした」

　待たせていた班の５人に謝あやまる事だった。

　尤も事情を聞いたジェフさん達は誰も怒おこってはおらず、少しからかわれる程度だったが。




　そして仕事の後。

　続々と冒険者が帰りの馬車で帰路につく中、俺はギルドマスターに呼び出されていた。

「来たか……まぁ座すわれ」

　仮設受付の椅い子すに座るギルドマスターは、やや憔しよう悴すいしているように見える。

　どんな罰ばつであれ、俺がやった結果だが……深刻な処分が下るのだろうか？

「……先に言っとくが、お前に罰はねぇ。だからそんな覚かく悟ごを決めたみたいな顔しなくていいぜ」

「無罪放ほう免めん、ということですか？」

「先に絡まれていた奴らの安全を慮おもんぱかって、助けを呼ぶことができなかったんだろ？　そして実際お前さんがいたから助けた６人は無事だった。６人とお前さんが受付で話した内容は一致している。サッチ達にはまぁ……妙に手の込んだ事をやっていたが、安全のための捕ほ縛ばくで通る。遅刻についても人助けを正当な理由として認める。

　つーわけで今回はお咎とがめなし！　お前さんも好き好んで罰を受けたいわけじゃねぇだろ」

　それはそうだが、だったらなぜギルドマスターは憔悴しているのか？

「あぁ、それでか……サッチ達だよ。お前がお咎めなしと判断した理由の１つにもなるが、あいつらが信用に足らなかった」

「主張が食くい違っていた、とかですか？」

「それ以前に、あいつらは去年まで素行の悪い奴らの集まりだったんだよ」

「去年まで？」

　その妙な言い回しに含ふくみを感じる。

「あいつらを率いていたサッチはいまじゃ見る影かげもねぇが、昔はまじめで腕のいい冒険者だったんだ」

　とてもそうとは思えず、続きを黙って聞いていると、サッチの素行が悪くなったのはＣランクになってからだそうだ。

「ＣランクからＢランクに上がるのは冒険者にとって１つの壁でよ、Ｃで上を目指さなくなる奴が一気に増えるんだ。サッチは足あし踏ぶみを続けるうちに性根を腐くさらせちまったのさ」

　Ｂに上がるため仲間への要求も高くなり、喧けん嘩かに酒と、一時期はかなり荒あれていたらしい。

「それが突とつ然ぜん駆かけ出だしの冒険者と組むようになった。それも素行の悪い奴らを集めてな。で、それっきり素行不良の面おも影かげはなりを潜ひそめていたんだ……今日までは。

　問題ばかり起こしてた奴が問題を起こさなくなって、おまけにそいつらは前より力をつけて堅けん実じつに実績を作っていてな……初めは疑っていたんだが、だんだんサッチが気持ちの整理をつけて、若手の育成に力を貸すようになったんじゃないかと期待してたのさ。

　まぁ、実際は隠かくすのが上手くなっていただけだったがな。……残念だ」

　信しん頼らいしていた部下に裏切られた気分だろうか？　……信頼しかけていた、が正しいか。

　信じなければ悲しむ事もないが、疑っても長く目をかけていれば情が移ることもあるだろう。勝手に期待が大きくなって、気づいたときには大きな喪そう失しつ感がある。何度も繰り返してしまうし、おまけに慣れにくい。

「……その妙に温かい目はなんだ」

　いつかはきっと、諦あきらめが先にきて楽になります。

　口にはしなかったが、目には出ていたようだ。

「なんか励はげましが込められてる気がするが、俺の疲つかれはお前も原因だからな？　……仕事中に問題が発生しお前が絡まれたと、公爵家へ報告しなきゃならねぇんだぞ？　次の報告が憂ゆう鬱うつだぜ……」

　ああ、今度は権力者から無む茶ちやを言われるかもしれない不安だ。やっぱりギルドマスターともなれば心労が多いんだろう。公爵家の方々は何かと俺を気にかけてくれている。

　あの人達はこんな些さ事じで無茶を言うような人ではないと思うが、その不安はよく分かる。

「お前さん、成人もしてない歳で過去に何があったんだよ……」

　視線に明確な哀あわれみを感じる。

「とにかく公爵家の話は抜いても、ギルドと俺個人は問題が無いと判断した。話はそれだけだ、もう帰っていいぞ。……何か納得がいかないなら、自分で反省なりなんなりするこったな」

「ありがとうございました」

　最後にそう締しめくくられ、俺は席を立った。




■　■　■




　馬車乗り場では昼の話が冒険者の暇ひまつぶしとして広まっていて、多く気前のいい冒険者が疲れただろうと順番を譲ってくれた。おかげで早めに乗れた馬車に揺ゆられながら、俺は昼の事を思い出していた。

　サッチ達を倒たおした事は微み塵じんも後こう悔かいしていないが、その前に俺は彼らに苛いら立だちを感じた。必要があったのは確かだが、苛立ちで拳こぶしを振るっていたのではないか？　考えても分からない。

　つまり、無いとは言えない。

　俺は子供か？　違ちがう。体は子供でも心は42のおっさんだ。理性あるべき大人だ。

　理性が俺には備わっているか？　……全く理性が無いとは言わないが、何かの拍子に大暴れをする可能性はある。

　気に入らなければ殴る？　絡まれたら殴るか？　……それじゃあの不良冒険者のやり方とあまり変わらないじゃないか。

　技術と力量は十分だけど、精神面には問題がありそうだ。

　……思えば俺はこの世界に来てからも何も変わっていない。森に引き籠こもり、前世で嫌いやになっていた人付き合いを避さけ、そのままずっと森で暮らしていた。そしてラインハルトさん達と出会う。

　彼らに会わなければ森から出ようと考えつつも先延ばしにし、結局出る事は無かったかもしれない。彼らに出会ってからは世話になりっぱなしだ。宿も食事も用意して貰い、温かく迎むかえられ…………俺は甘え始めているのか？

　この世界に来てからの事を改めて思い返すと……嫌な事から逃げ続け、苦労も無く、公爵家の方々の厚意に甘えて遊び回り…………………………………………これはダメだな。このままじゃいつかロクでもない人間になりそうだ。なまじ戦せん闘とう能力だけは人よりある分タチが悪い。

　公爵家の皆みな様さまには感謝しているが、俺は一度彼かれらから離れよう。もう一度己おのれを鍛きたえ直すべきだ。このまま公爵家の世話になり続けるのも良くない……自立すべきだ。

　今まで何度もどんな礼をしたらいいかなんて考えたが、それ以前に、食も住も提供して貰っている分際で恩を返すなんて、我ながら厚こう顔がん無む恥ちも甚はなはだしい。

　そんな事を街に着くまでの間中延々と考え、宿に着く頃ころには結論が出ていた。







２章13話　報告







　宿に着くなり、公爵家の皆様の部屋を訪ねる。

　すぐさまアローネさんが迎え入れ、４人の居るテーブルに案内してくれた。

「お帰りなさい、リョウマさん」

「おかえり」

「お帰りなさい。今日は大変だったみたいね」

「あまり無茶をしてはいかんぞ」

　どうやら既すでに今日の事を知っているようだ。

「ありがとうございます、皆さん。……早さつ速そくですが今日は、聞いて頂きたい事があります」

　礼のあとに続く一言で４人の顔が引ひき締まる。

「何だい？　言ってくれ」

「急にどうなさったの？　リョウマさん」

　真しん剣けんな表情で先を促うながすラインハルトさんと、不安げな表情でそう言うお嬢じよう様さま。

「僕ぼくは、今後どうするかを決めました。皆様には大変お世話になりましたが……僕は皆様から離はなれ、自立したいと思います」

　そう言った瞬間、お嬢様が急に席から立ち上がって俺おれに詰め寄よって来た。他ほかの３人は黙って席に着いたままだ。

「急にどうしましたの!?」

「僕はこのままだとずっと皆みなさんに甘えっぱなしで、ダメになりそうだと思ったんです。ここ１、２週間で大分皆さんの厚こう意いに甘えて、それを当たり前に享きよう受じゆしている自分が居ました。僕は自立して自分を鍛え直そうと思います」

「鍛え直すなら、一緒に来てはいかがですか？　指導者も大勢いますし……」

「一緒に居たら皆さんに甘えてしまうと思います。だから、一度離れたいと思います」

　そこで奥おく様さまが聞いてきた。

「一度、という事はもう二度と会わないという訳ではないのね？」

「はい。僕は皆さんが嫌いになったとか、そういう理由で離れる訳ではありません。ですから自分を鍛え直して納得ができたら、その時また会って頂けるのなら」

「勿もち論ろんよ！　本当は甘えてくれてもいいのよ？　リョウマ君はまだ11歳、親元で暮らしていてもおかしくない年ねん齢れいだもの。リョウマ君が望むなら、何時いつでも迎え入れるわ！」

「お母様!?　引き止めませんの？」

「エリア、リョウマ君と二度と会えない訳じゃないわ。貴女あなたが学校に行くように、リョウマ君はリョウマ君で勉強をしたいのよ。正直に言うと私は必要ないと思ってるけどね。あなたに必要なのは、むしろ甘える事よ」

「こらこらエリーゼ、もう話して決めていただろう？」

「分かってるわよ。だから反対はしてないじゃない。私は意見を言っただけ」

　話して決めていた？　何をだ？

「あの……話して決めていたとは？」

　その質問に答えたのはラインバッハ様とセバスさん。

「実はな、リョウマ君がいつかそう言い出すのはこの街に着いた頃から予想しておったんじゃよ。これでも随ずい分ぶん長く生きておるからのぅ。同どう僚りよう、部下、敵、立場は様々じゃったが、君の様な子は何人も見てきたわい。

　儂わしらは君を止めはせん。じゃが、無理をしてはいかんぞ。努力ができても適度に休む事も知らねば、実を結ぶ前に努力を無む駄だにする事もあるのじゃ」

「リョウマ様は甘えていたと感じておられるかも知れませんが、我々はそうは思いませんでした。確かにここまでの旅の途と中ちゆうの宿と食事は公爵家が提供しましたが、それだけでございます。リョウマ様は不慣れな街でギルドに登録し、自ら仕事を請うけて真ま面じ目めに働き続けておられました。そうするのが当然と言ったように。……ですから、いずれ今のような話を切り出してくると思っていたのです。尤もつとも、予想よりは随分と早かったですな」

　さらにラインハルトさんが続ける。

「君を見てるとね、時々僕の親友を思い出すんだ。性格は正反対なんだけどね。君は真面目だけど彼は不ふ真ま面じ目め。常に面倒な事は部下や他人に任せて自分は仕事を抜ぬけ出そうとする……そこまで行かれると困るけど、リョウマ君にはそういう所が必要だよ。適度に休んで、人に任せたり頼たよったり、セバスや父上の言う通りね。それで良くなる事もある。現に僕の親友はそんなやり方でも上手くやってるよ」

　……………………口々に伝えられる言葉が、本当にありがたい。ここまで考えてくれてたとは気づかなかった。

　気づけばまた、知らず知らずのうちに涙なみだが零こぼれている。

「ありがとう……ございます」

「良いんだよ。その代わり、幾いくつか約束をして貰う。１つめは、離れるのは良いけど必ず私達の所に戻ってくる事だ。この世には危険が多い、冒険者をするなら尚なお更さらね。リョウマ君は分かっていると思うけど、死なないで顔を見せに来なさい。こまめに顔を見せに来ても良いからね」

「２つめは、定期的に儂らに手紙を送る事、何があったか報告するんじゃ。無茶をしておるようなら注意の手紙を送るからの」

「もしくは私が空間魔法で直接リョウマ様を訪ねさせて頂きます」

「そして３つめ、何かあったら遠えん慮りよなく私達を頼ること！　これは絶対よ！　リョウマ君は知識・魔法・戦闘能力も今の時点で十分。すぐに公爵家で雇やとっても良い位なのだから、何かあったら公爵家で働いて貰う手もあるわ」

　もう何と言って良いか分からん……ただありがたいとしか言い様がない。語ご彙いが貧弱だとこういう時に困る……

「リョウマさん」

　その声で俺は傍に来ていたお嬢様を見る。すると彼かの女じよは俺をまっすぐに見てこう言った。

「私はこれまで、一緒に誰だれかと何かをする機会は多くありませんでした。だから少々残念ですが……リョウマさんが決めたのなら、それを尊重します。……ですが！」

　そしてお嬢様は俺に指を突つきつけてこう宣言する。

「私もリョウマさんに条件を付けますの！」

「……条件？」

「お父様、お祖じ父い様さま、お母様の言った３つの条件に加えてもう１つですわ。再会は３年後、そして６年後ですの」

「３年後と６年後……どうしてまた？」

「前に言ったと思いますが、私は今年から王都の学校に行きます。その学校は６年で卒業となるのですが、半分の３年が終わると学園生活の節目として長期の休きゆう暇かが与あたえられますの。ですからその時、また逢あいましょう。その時まで私は私で勉学に励み、魔法を学んで成長してきますわ」

　なるほど、そういう事か。

「分かりました」

「よろしいですわ。……何かに夢中になって忘れたりした場合は許しませんわよ」

　そう言って思い切りジト目で睨にらまれた。確かに俺は何かにハマると時間を忘れたりするからな……

「忘れないよう、努力します」

「そこは忘れないと言い切って下さい！　もう……」

　お嬢様がそう言って呆あきれたような声を出す。そこでラインハルトさんが笑いながら俺に聞いてきた。

「ははは、まぁ大だい丈じよう夫ぶだろう。ところでリョウマ君はこれからどうするか決めているのかい？」

「スライムが居ますので、この街の周辺で生活をしようかと思います。そしてこの街で冒険者として生き、人と関かかわりを持ちつつ鍛たん錬れんに励みます」

「そうか……それなら１つ仕事を頼たのんでも良いかな？」

「何でしょうか？　僕にできる事なら」

「リョウマ君が今受けている依い頼らい、魔獣を討とう伐ばつしている廃はい坑こうの管理を頼みたいんだよ。たった１年放置されていただけなのに、予想以上に巣を作ってる魔獣が多くてね……

　街から近い位置に魔獣の巣ができるのは好ましくない。だから定期的に廃坑を見回って、巣を作ってる魔獣を討伐。１人で手が足りなければギルドに依頼を出して欲ほしいんだ。

　入口を塞ふさぐ事も考えたけど、ケイブマンティスなんかは手の鎌かまで地面を掘ほって巣を作るからね、さほど意味がないんだ」

「それくらいでいいのなら、引き受けます」

「ありがとう。お礼にあの鉱山は好きに使うと良い。あそこなら訓練や魔法を撃うっても迷めい惑わくにはならないよ」

「それは……」

　俺にとっては最適な場所じゃないか！　家を作れる場所があり、人の住む街から適度に離れ、人気がないから訓練にも適していて、スライムを自由にさせたりインゴット作りもやりやすい。俺にとってはお金以上に価値がある。

「これは正当な取引だよ。魔獣の中にはさらに危険な種類も居るんだ。そんなのが街からそう遠くない廃坑で巣を作り、大量に繁はん殖しよくしたら危険なのは分かるだろう？　普ふ通つうは鉱山を管理している街の役所が職員を派は遣けんして様子を見たり、人を雇うんだが……この街の役所はそんな管理もしていなかったようだからね、僕が信頼できて実力のある人を雇うということだ。

　本来なら管理人として別べつ途と報ほう酬しゆうを支払って当然な所を、僕ぼく達たちとこの街にはもう何の価値も無い場所を好きにさせるだけで済む。手間が減って出費はない」

　……確かにそうかもしれないが、そんな理由が後付けなのは俺でも分かる。なにせ職務を放ほう棄きしていた役所の職員は処分を受けた。今まさに新たなトップの管理下で健全に職務が遂すい行こうされるように取り計らっているはずなのだから。

　そんなことを考えているのに気づいたのか、ラインハルトさんが苦笑いをしてこう言った。

「やれやれ、君は本当に真面目だな……小さな事を気にしすぎだよ。ならこうしよう。君があそこでインゴットを作ってくれればこっちはその分儲もうかる、だから無理をしない程度に作ってくれ」

「……分かりました、精せい一いつ杯ぱい努めさせて頂きます！」

　毎月のノルマを設定して毎月セルジュさんの店に卸おろそう。それくらいはしないと釣つり合あわん。

「いや、そんなに気合を入れなくても良いんだけどね……」

「それから、私達がこの街に居る間はこの宿に泊とまりなさい」

「いえそれは……」

「それは……じゃないわ、もう暫しばらく一緒に旅ができると思っていたのに。リョウマ君ったら予想より大分早く決断しちゃうんだもの。これは決定事じ項こうです！」

「長くともあと一月か二月ほどじゃ、己おのれを鍛え直すのはそれからでも遅くあるまい。頑がん張ばりすぎる君にはそれくらいでちょうど良いんじゃよ」

　……ここで断らないと甘えつ

「甘え続ける事にはなりませんよ、リョウマ様」

　セバスさんに心を読まれた!?

「リョウマ君。今もさっきも顔に出ていたよ」

「とても分かり易やすい顔でしたの」

　そんなに顔に出ていたか？

「とにかく！　リョウマ君は私達たちがこの街に居る間はこの宿に泊まる事！　良いわね？」

「しかし……」

「良いわね？」

「だか…」

「良いわね！　良いわ！」

　奥様、良いって返事以外聞く気が無いな…………仕方ない……俺はこんなに意思が弱かっただろうか……？　申し出は非常にありがたいんだが……

「分かりました、皆さんがこの街を出るまでは皆さんの厚意に甘えさせて頂きます」

「そう！　良かったわ～」

　結局俺は断れなかった。

　せっかくの厚意を無む下げにはしたくないし、世話を焼こうとしてくれる人が居るのはなんだかんだで嬉うれしくもある。

　俺はそれからもう一度皆みなさんに礼を言って部屋に戻った。
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２章14話　鉱山の魔獣討伐・２日目







　今日も昨日に引き続き、魔獣討伐だ。

　昨夜自立をすると言ったんだ、今のうちからできる事は少しでもやっておくべきだろう。

　まず最低限必要な物と衣食住はそろっている。衣類は足りなければ街で買えばいいとして、廃坑に住むから住居も問題なし。食事は新しい狩かり場ばを探し、足りない物は街で買い足せる。ただし買い物をするにはお金が必要になる。

　現在の所持金は盗とう賊ぞくを討伐した賞金の小金貨７００枚に盗賊が持っていた中金貨40枚。さらにこれまでの仕事で稼かせいだお金もあるので、当面の生活には困らない。それどころか豪ごう遊ゆうできる額だが、お金は当然ながら使えばなくなってしまう。

　まぁ、ギルドで汲くみ取とり槽そうの掃そう除じの依頼を受ければ30本で中銀貨３枚の３０００スート、30日分の生活費に当たる金額が手に入るし、セルジュさんの所に鉄のインゴットや防水布を卸しても十分に稼げる。だからお金にも困りはしないが、楽に稼ぎ過ぎると言うのもな……

　そんな生活を続けた先を想像したら、堕だ落らくしか見えない。特に汲み取り槽の掃除はもうスカベンジャー任せで俺のやる作業がない。あれを収入源にして楽々生活していたら、公こう爵しやく家の皆さんと別れる意味もないだろう。

　となると何か冒険者以外の収入源も考えてみるべきか？　うん……何らかの理由で冒険者を続けられなくなる事もありうる。

　この世界に来てからラインハルトさん達に出会うまでの３年は１スートも使わずに生きてきたんだから、極きよく端たんな話、収入は生活費ギリギリで良い。今持っている大金は何かあった時、もしくは必要な時に使うとして……１日１００スート。老後に向けて貯ちよ蓄ちくもできればなお良いけど、最低それだけ安定して稼げれば、十分だろう。

「リョウマ君。お～い、聞こえてる～？」

　む、いかん。考えに夢中になってたな……

「すみません、考え事していて。何ですか？」

「戦闘中に考え事は危ない……って言おうと思ったんだけど……」

「心ここにあらずという感じなのに、簡単に魔獣を倒していくので……」

「アタイらに１匹ぴきも獲え物ものが回って来てないんだよ」

「あ、すみません。無意識にでも体が動くのでつい……」

「それは別にいいけど、魔獣を淡たん々たんと仕留めながらブツブツ呟つぶやくのはやめてほしいにゃ。見ていて怖こわいにゃ」

「それは申し訳ない……」

　口に出てたのか……

「その呟きの事なんだけどよ、お前金に困ってるのか？　生活費がどうのとか言ってたが」

「実は……」

「招集だ!!　鉱山入口前に集合しろ!!」

　事情を話そうとした矢先に男が１人飛び込んで来た。やけに慌あわてている、緊きん急きゆう事態か？

「何があったんだい!?」

「坑こう道どうの一画にゴブリンが村を作ってたんだ。それも大きいらしい。幸い死人は出てないが、Ｇランクの奴やつらが数人怪我をした」

「ゴブリンの村か、面めん倒どうだね。早く潰つぶさなきゃどんどん増えるよ」

「俺はまだ他の奴らにも声をかけるから、あんたらは鉱山入口前に行ってくれ!!」

　そう言い残して男は走り去った。




■　■　■




　鉱山入口前には既に大勢の冒険者が集まっている。しばらく待つと、用意された壇だん上じようにギルドマスターが上がった。

「もう殆ほとんどの奴は話を聞いたと思うが、説明する！　ついさっきゴブリンの住む坑道と、その付近に村が見つかった！　よってこれよりゴブリンの殲せん滅めつ作戦を行う！　規模としては中規模！　５００匹ぴき程度が居ると思われる！　できる限り被ひ害がいを少なくするためＤランク以上を中心とする！　各ランク毎に集まり、指示に従え!!」

　それから言葉を切って、ギルドマスターは俺を呼んだ。

「それから……リョウマ、いるか？」

「ここにいます」

「お前さんは今Ｆランクだが、実力的には確実にＥ以上だ。それに今回の依頼でＥランクへの昇しよう級きゆう条件を満たす。少し早いが、お前さんにはＥランクとして参加して貰もらう」

「分かりました」

「他の連中も文句はねぇな？」

　ギルドマスターの言葉に異論を唱える者は出なかった。昨日の事が効いているのだろう。

「よし、各自準備に取り掛かかれ！　必要な物、足りない物がある奴は俺の所まで来い！　用意できる物なら用意してやる！　準備ができたらそれぞれのランク毎に集まって作戦を頭に叩たたき込め！」

　ランク毎に集まると、Ｅランク冒険者を率いるリーダーにプロリアという女性冒険者が選出された後、そのまま進行役も彼女に代わり会議が始まる。

「それではこれから作戦の概がい要ようを説明します。……我々の仕事はＦ，Ｇランクの冒険者を引き連れてゴブリンの逃にげ道みちを塞ぎ、討うち漏もらしを倒す事です」

　大きな地図を使って、作戦の説明が始められた。

「まず問題の坑道と村をＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄランクの冒険者が挟はさみ撃ちにする形で包囲及および突とつ入にゆうします。彼かれらが大半のゴブリンを仕留めますが、数が多いため包囲からいくらかは逃のがれるでしょう。そこであえて包囲を薄うすくした中心一方向へ彼らが追い込み、逃れたゴブリンを１匹残らず仕留めるのが待機した我々です。

　また、我々は戦せん闘とう経験の乏とぼしいＦ，Ｇランクの冒険者を引き連れる事になります。そのため、できるだけ我々と彼らの安全性を確保し、確実に任務を成功させるために案がありましたら挙手をお願いします」

　そこで何人かの手が上がり、発案する。それに続き俺も森でやっていた方法を提案する。

「リョウマ君、でしたね。何かありますか？」

「はい、多くのゴブリンを相手にする際やっていた方法なのですが。巣と我々の待機位置の間に土魔ま法ほうで深い溝みぞを掘り、その中に僕の従魔であるアシッドスライム達を待機させます。そして……」

　アイテムボックスから長い棒にナイフを鎌のように取り付けた物を取り出だす。

「近づいてきたゴブリンにはこのような物で溝の中に落とし、酸で。遠くの相手には弓矢や魔法で仕留める事を提案します。この方法ならば一度溝に落としたゴブリンは無力です。登ってこれる者も少ないですし、登ってこようとする間に槍やりなどで突き落おとせば問題ありません。後は弓を使うゴブリンアーチャーや魔法を使うゴブリンメイジに気をつければ安全に、かつ戦闘経験が少なくても戦えると思います」

「なるほど……それができる数のスライムは」

「用意できます」

　考こう慮りよに値すると思ってもらえたようだ。質問も来るのでそれに答えつつ細部を詰つめていくと、最終的に俺の案をベースにした作戦が採用された。

「それでは早速行動に移してください」

　静かな号令で各おの々おのが分担した仕事に取り掛かる。

　俺の役割は数人の土魔法を使える冒険者を連れて待まち伏ぶせ地点に先行し、穴を掘ることだ。

「実際に見ると、話以上に高そうな崖がけですね」

「これならゴブリンには登れないわね」

　指定された場所は谷底のように道の両側が崖になっているので、横に逃げるには限界がある。そこに土魔法で縦たて幅はば４ｍ、横よこ幅はば50ｍ、深さ３ｍの溝を掘ることで通れる場所を狭せばめておく。

「『クリエイト・ブロック』！」

「すっげぇなその魔法」

「『ロック』と『ブレイクロック』の合わせ技です！　効率いいですよ！」

「俺も試ためしていいか？」

「どうぞ！」

　効率を重視し、時々魔法を教えながら掘り進すすめた溝の底には所々に穴を作り、その先に空くう洞どうを用意。ここにアシッドスライムが核かくを隠す事で、ゴブリンの体や武器で核をつぶされる危険を減らす。アシッドスライムは穴から触しよく手しゆ状の体や酸を出し、落ちてきたゴブリンを溶とかして貰うことになる。

　穴の用意が整ったら、アシッドスライムを投入するだけで勝手に強酸性の消化液プールが作られていく。

「なぁ、これ試しに入れていいか？」

「効果を確かく認にんしたい」

「もちろんです」

　そう言うと冒険者はスモールラットの死体をプールに放ほうり込む。

　途と端たんに死体の皮ひ膚ふが焼け爛ただれ、徐じよ々じよに骨が露ろ出しゆつして沈しずんでいく様子が目に映る。

「……えぐいな……」

「アシッドスライムってこんなにヤバイ魔獣だったのか……？」

「普通に吐はきかけられただけなら皮膚が焼やけ爛れるくらいで済みますね。こういう風に全身漬つかって逃げられもしないと、やがて骨まで溶かされます。溶かした獲物を養分としてさらに消化液が吐きやすくなるので、作戦が順調に行けばどんどん嵩かさが増していくはずです。ある程度の嵩になったらこっちで指示を出して止めますが」

「絶対に落ちたくねぇ……」

「すみません！　荷物はどこにおきましょう」

　おっ、物資を持った別働隊の到とう着ちやくだ。周囲の木々から切り出された長い棒と、昨日今日で仕留められたケイブマンティスの鎌が他の冒険者の指示で積み重なっていく。

　ケイブマンティスの鎌は切れ味こそ悪いがそれなりに強度があるため、打だ撃げきとゴブリンの体を引っ掛けるために使えると提案された。スティッキースライムに指示を出し、硬こう化か液で棒と鎌を接着させる。

　加えて溝を掘って出た土を使い、俺は土魔法使い達とプールの傍に、誤って溝に落ちないように手すりを付ける。更さらに弓使いと魔法使い用に高い台も作り、弓使いと魔法使いが遠えん距きよ離り攻こう撃げきを行いやすい地形を整えれば準備は整った。

　台は敵からも目立つし、結界魔法の対物理結界を張ってある。注意点として対物理結界は魔法は素す通どおりするのでそれだけは全員に注意して貰いたい。

　そうリーダーに報告して、ひとまず俺の仕事は終わった。




「確認します！　Ｆ，Ｇランクの冒ぼう険けん者しやは溝の傍から鎌でゴブリンの対処、Ｅランクの冒険者が溝の両サイドで接近戦と溝への追い込み及びＦ，Ｇランクの安全確保。弓と魔法使いはゴブリンアーチャーとメイジを発見しだい、最優先で始末してください」

　方々から了りよう承しようの声がリーダーへ飛ぶ。

「それでは作戦決行まで各自休きゆう憩けいを取ってください」

　用意が終われば後は時が来るまで待機。周囲の警けい戒かい担当を除く冒険者達がそれぞれ休息を取り始めている。しかし、俺は昨日と同じく手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。スライムと武器をもう一度確かく認にんしておくか。

「すみません！　いま、いいですか!?」

「え？」

　突とつ然ぜん後ろから声をかけられ振ふり向むけば……

「あ、昨日の……」

　あの６人組が立っていた。







２章15話　事情聴取







　そうか、Ｆ，Ｇランク冒険者と合同だから彼らもいるんだ。

「はい！　昨日はお世話になりました！」

『お世話になりました！』

　最初に話しかけてきた女子に続いて全員が唱和し、頭を下げたので周りが何事かとこちらを見ている。こっち見るな、と言っても無理か。俺の周りには作業の補助をした無数のスライム達が集まり待機場所の一角を占せん領りようしているため、居るだけでも結構目立っているのだから。

「えっと、これはどういう……」

　理由に予想はつくけど、昨日と随分態度が違う。

「助けてもらったことのお礼と、昨日の態度の謝罪をしたくて」

「それはわざわざどうも、そちらも無事でよかった。僕は人族のリョウマ・タケバヤシといいます。こっちは見ての通り、従魔のスライム達」

　これで彼らと顔を合わせるのは３回目だけど、俺は彼らの名前すら知らない。お礼を言いにきたようだから、と俺が名乗ると向こうも緊きん張ちようしつつ名乗り返してくれた。

　ここで驚おどろいたことに彼らは……

　男子が

　小猿人族のベック、13歳。

　犬人族のルース、12歳。

　大猿人族のウィスト、11歳。

　女子が

　ハーフエルフのマルタ、12歳。

　ハーフドワーフのフィニア、12歳。

　犬人族のルーミル、12歳。

　獣人族２人と人族４人だと思っていたが、違ったようだ。

　ハーフの２人は外見まるっきり人族だし、大猿人族と小猿人族とか紛まぎらわしいわ！

　ちなみに小猿人族のベックはあのよく喋しやべる一番背の低い奴。残念ながら身長と乱暴な口調で生意気盛りの子供にしか見えなかったけど、本人は年長者なので率そつ先せんして矢や面おもてに立とうとしていたらしい。

　それから大猿人族のウィストは一番年下なのに体が一番でかい。俺は彼が一番年上だと思っていた。

「し、身長は、種族的な問題だって、大人が言ってたよ……」

　しかもこの子、気弱を絵に描いたような性格をしている。昨日壁かべのように立っていた時と印象が少し違ったので聞いてみると、冒険者としての仕事中、特に昨日は舐なめられないように気力を振り絞しぼっていたらしい。無言でしっかり立っていれば年の割りに威い圧あつ感はあるかもしれない。

　大猿人族と小猿人族。聞いてから改めて見ると、どことなくゴリラとキンシコウみたいな雰ふん囲い気きがするな……髪かみの色がとくにそんな感じだ。失礼なので口には出さないが、気づくとそうとしか見えなくなってきた。

　とりあえずそれは置いておくとして……

　彼らは全員そろってまだ子供だが、それぞれの種族の特性上の身体能力や魔ま力りよくに秀ひいでている。

　ルースとルーミルは犬人族の特とく徴ちようである鋭するどい嗅きゆう覚かくとバランスの良い身体能力を持っていて、ハーフエルフのマルタは魔法が得意だと言う。小猿人族のベックは身軽でそこらの木に苦もなく登り、大猿人族のウィストとハーフドワーフのフィニアは子供にしては驚きの力で俺の手を握にぎって実際にみせてくれた。

　種族の特徴をこうして比べると面白おもしろい。けど……

「凄すごいな、身体能力に優すぐれているのがよくわかった」

「凄くない、です」

「ぼ、僕、同じくらいの子に初めて力で負けたよ兄さん」

「見たよ……２人は負けたけど、〝力だけ〟なら大人の冒険者とそう変わらないくらいある。俺おれ達たちはそういう長所を活いかして稼ぐために冒険者になったんだ。けど大人より動けても、稼ぎは大人の方が多くて、だから俺達より若そうなリョウマは俺達より、って思ってあんな事言っちまった。本当にすまねぇ」

　身体能力が高ければ当然有利だが、それだけで仕事ができるとは限らない。一度の狩かりでも狙ねらう獲物の見付け方、狙うポイント、方法の選せん択たくなど、色々とやらなければならない事がある。だけど彼らはそういう技術がまだ身についていない。経験不足なんだ。

「バカにされた事は前も言ったけど気にしてません。けどいくつか気になることがある」

「何でも聞いてくれ。もう隠かくすような事ねぇし」

　なら遠慮なく聞かせてもらおう。

「僕はスライムに餌えさをやっていて、たまたま転げ落ちたメタルスライムを拾いに行ったから、あそこの騒さわぎに気づけた。けど君達は何であんな所に？」

　男達に連れ込まれたんだろうけど、あの時はまだ昼食の時間だった。広場に居れば助けを求められそうなものだと考えていると、彼らの表情が曇くもる。

「リョウマの班から譲ゆずって貰った魔獣の死体が、一度じゃ運びきれなかったんだ」

「袋ふくろが足りなかった、です」

　ベックの説明にフィニアが付け足した。言われてみれば、彼らだけで運び出すには少々多かったかもしれない。アイテムボックス空間魔法はたぶん使えないんだろうし。

「アレを取りに行って絡からまれたのか」

「それが無くてもいつか絡まれたと思うけどね。あいつらに絡まれたのって昨日が２度目だし」

　ルーミルの言葉に詳くわしい説明を求めると、６人は少し悔くやしそうな顔をした。

「先週皆で薬草採取の依頼を受けて北の森に入ったんだけど、あの人たちも５人そこで仕事をしていて、私達が近付いたから獲物が逃げたって怒ど鳴なりかけてきたから。たぶん、その時に目をつけられたんだと思う」

「大丈夫だったんですか？」

「その時は俺達もヘマやってたし、喧けん嘩かになるのは避さけたかった。それに昨日みたいな無茶な要求じゃなかったから金を払はらったんだ。あのサッチって奴が偶ぐう然ぜん通りかかって、罠わなに使った餌が無駄になったらこのくらいの損だとか、依頼の違い約やく金きんはだいたいこの位のはずだとか色々教えてくれてさ……あいつらの仲間だったなんて知らなかった。今考えると最初から打ち合わせてたんだろうな」

　仲ちゆう裁さいするふりをして、金を巻き上げたってところか。

「でも、あんな大人数で分けたら１人に入る額なんてすずめの涙だろうに……」

「昨日は私達の少ない稼ぎでも、一晩の酒代にはなるって言ってた……です」

　小金で構わなかったのか、それとも他の人からも集めていたのか？　まぁあいつらの事はギルドが調べるだろう。それよりも。

「じゃ次の質問ですが……これまで聞いていると君達は狩りも多少はできるみたいですね」

　少なくともケイブバットやスモールラットくらいなら倒たおせると見た。そう言うと、６人は俺の言葉を肯こう定ていする。

「だったら何で、人の獲物を盗ぬすむような真似まねを？」

「……その方が多く稼げると思ったからさ」

「私達も最初は普通に討伐をしていました。けど時間がかかるんです。そのうち大人の冒険者がしとめた獲物をめんどくさい、って捨てていくのを見て……本当にごめんなさい」

　マルタがまた頭を下げるが、俺おれが聞きたいのはそういうことじゃない。

「聞き方が悪かった。どうしてそんなにお金が必要なのかを聞きたいんです。生活の苦しさに耐たえかねたのか、他ほかに理由があったのか」

「生活も苦しかったけど、住民税を払うためだよ」

　ルースの口から意外な言葉が出た。

「住民税。一応聞くけど住んでる街に払う税ですよね？」

「それ以外に何があるんだよ、街に住むなら納めなきゃいけないだろ」

　この世界の住民税は街の外がい壁へきの整備や警備隊の給金、その他諸もろ々もろの費用に当てられると同時に、住民は住民税を払うことで魔獣や盗賊から守られる権利を得ている。森（街の外）に住んでいた俺は一度も払ったことはないが、街の中に居を構えるのであれば支し払はらい義務が生まれる。彼らの言葉は正論だ。

　でも、すまん。君達が税金をちゃんと払ってるのが意外だと思ってる自分がいる。

「すみません。街の住民税については詳しくなくて。そんなに高いんですか？　ギムルの住民税って」

「俺達が払うギムルの住民税は１人４００スートだ。他所の街に住んだ事ないから知らねぇけど、高いと思ったって払うしかねぇよ。払わなかったら街に住めなくなるんだから」

　６人分で２４００スート。俺ならすぐにでも払える額だけど、ギリギリの生活をしているらしい彼らには大金だろう。

「でも、これまではどうやって払っていたんですか？」

　彼らに親がいるかはわからないが、街に住んでいたなら何らかの方法で払っていたはずだ。

「便所掃除で稼いでいたよ」

「……もしかして汲み取り槽の？」

「知ってるのか。あれを掃除すると役所から金が貰えたんだよ。でもその額がどんどん減って、スラムの大人達からも病気になるだけだからもうやめろって言われてさ。それで俺達、冒険者になったんだよ」

「ああ、なるほど……」

　なんだろう、この脱だつ力りよく感。元々彼らに怒おこっていた訳ではないが、話を聞いたらいっそう怒る気力がなくなった。

「……なぁ、なんか俺、まずい事でも言ったか？」

「わ、わからないけど……お、怒ってるのかな……」

　あっ、なんか不安にさせてるみたいだ。

「怒ってないから。安心して。えー……その住民税の件、救済措そ置ちは無いの？」

　俺が知る限りでは、住民税が払えなくても即そく追放とはならないはずだが……

「他にも鉱山で働き口があるとか聞いたけど」

「キューサイソチ？　……金を払えない時の事なら、タダ働きで済ませてくれる時もあるとは聞いてるけどよ……それだって俺らに金を払わなくなった奴らが指示する仕事だぜ？　信用できねぇし、便所掃除が無くなって困ってんのは俺達だけじゃねぇから、その仕事からもあぶれるかもしれねぇ。

　あと鉱山じゃ子供は雇って貰えない。昔、どっかの誰かがそう決めたんだってさ。どれだけ体力があっても、雇って欲しい大人が大勢くるからカンシュー慣習は破らないって追い返された」

　あの汲み取り槽のしわ寄せがこんな所に……

「とりあえず聞きたいことは聞けた。ありがとう」

「お、おう？」

　突然の礼が腑ふに落ちないような６人になんでもないと言い、現在汲み取り槽掃そう除じの仕事は冒険者ギルドが管理している事を教えておく。給金がごまかされる事はないと伝えると、６人は本当かと真しん剣けんに聞いてきた。真ま面じ目めに働く気はあるようだ。

　汲み取り槽の掃除はスカベンジャーの餌不足か、どうしてもという場合に限ろう。







２章16話　集団戦闘







　ベック達６人と和解？　して、汲み取り槽のことをできるだけ他にも周知させるよう頼んでから数十分後、作戦開始の時間になった。

「総員配置につきましたね？　早ければすぐにでも敵が来ます！　気をつけて下さい！」

　プロリアさんの言葉に皆みなが気合を入れ、周囲に緊張感が漂ただよっている。

　俺も弓を持って警戒し、10分ほどで最初のゴブリン達が姿を現す。

「来たぞ！　前から３匹！　後からまだ続いて来てる！」

『オー[image: ]』

　高い木に登っていたベックが最初の発見報告をすると、周囲から声が上がった。ゴブリンも俺たちに気づいたようだが、ゴブリンは一直線に突とつ撃げきしてくる。ゴブリンはそもそも、あまり頭がよくない。

　最初の３匹のうち１匹は溝に気づかず自分から落ちた。２匹目は溝に気づいて踏ふみ止とどまったが鎌付きの棒で冒険者に引き落とされ、３匹目は溝を飛とび越こえようとして距きよ離りが足りずに溝へ落ちる。

　ゴブリンたちは酸に焼かれてたまらず悲鳴を上げるが、苦しむ声は数秒で静まり、その後も続くゴブリンが次々と同じ末路を辿たどった。

　たまに弓を構える〝ゴブリンアーチャー〟、魔法を使う〝ゴブリンメイジ〟と呼ばれる接近してこない個体も混ざっていたが、それらも冒険者の矢や魔法で問題なく処理されていく。

　ちなみにこちらが使っている矢は全すべてポイズンスライムに毒を塗ぬらせた毒矢。軽い怪我けがでもすぐに敵の動きが止まるため、まだ弓と魔法では一いつ切さいの被害が出ていない。

　アーチャーは弓を持っているので一目で、ゴブリンメイジは魔力感知スキルがあると判別が容易たやすい上に、ゴブリンは弓や魔法を使えても得意という訳ではないのか動作が遅おそい。魔法なら魔力を感知してから発動前までに射い抜ぬく事ができる。

　状じよう況きようはこちらが優勢だ。しかし予定よりもだいぶ数が多い……今のところ怪我人はほとんど出ていないが、見たことのない数だ。もうすぐ倒したゴブリンは巣に居るとされた５００を超こえてしまう。本隊で何かあったのだろうか？

　徐々にアシッドスライムの消化も間に合わなくなってきて、僅わずかにゴブリンの死体が溝に溜たまり始めている。

　まだ慌てる段階じゃないが、このままだとヤバイ……周りの冒険者も気づいて戸と惑まどい始めている。

「何かおかしくないっすか!?」

「確かに、数が多すぎます」

「このままだと矢が尽つきます！」

「こっちは矢がもう少ししかありません！」

「そこ！　矢を無む駄だ撃うちするな！」

「はぁ……はぁ……なんでこんなにゴブリンが……いつまで来るんだ!!」

　ゴブリンは人間の子供くらいの背せ丈たけで力も弱いが、武器を使う程度の知能がある。そして何と言っても繁はん殖しよくが早く数が多い。弱いからと侮あなどっていると、あっという間に食われかねない。

　奴らは動物の肉も人肉も構わず食べるのだ。人に近い姿でも、仲良くはできそうにない。

　技が拙つたなくても刃は物ものを持っていれば振り回まわされるだけで危ないし、それが何なん匹びきも居たらある程度の実力がなければ１人で相手はできない。会議で聞いた話ではこちらも数だけで言えば１００人以上いるんだが、その半分以上がＦ，Ｇランク。彼らはゴブリンと戦えても一対一でなんとか、といったところ。流石さすがにその程度の実力では乱戦になる前線には出せない。

　よって必然的に前線を受け持つのはＥランクの冒険者のみ。これでは数が足りない。そもそもＥランクもまだまだ新米レベルで、訓練を受けてようやくある程度実力を付けてきたくらいだという話だ。

　更に言えば、Ｅランクの全員が接近戦ができる訳でもない。魔法や弓を使う人もいるし、回復魔法専門だという人もいる。だから接近戦の担当者はたったの28人。最初から前線を維い持じしている彼らには既すでに疲ひ労ろうの色が見えている。何人かは数回怪我をして回復魔法を受け戦線に戻もどっている。このままではやがて限界がくるのは明白だ。

　逃げてくるゴブリンを多く見積もっても対処可能と思われていたが、想定より数が多過ぎた。ゴブリンが一固まりになって雪崩なだれ込んでくる訳ではないのが幸いして、何とか対処できているが……

　マズイな……いよいよ前衛の皆さんの体力がヤバそうだ。

「プロリアさん、僕ぼくと僕のスライムを前線に出しませんか？　長期戦になりそうですし、その間に前衛の休憩だけでも」

「リョウマ君……ギルドマスターはＥ以上……そうね、お願いできますか？　無理はせず、少しでも多く時間を稼いでください」

　指揮を執とっていたリーダーに持ち場の変へん更こうを提案すると、数秒で答えが返ってきた。

「了りよう解かい」

「両サイドの前衛の皆さん！　リョウマ君とスライムが前衛に加わります！　交代で少しでも休息をとって下さい！」

　後方で待機していたスティッキースライム・ポイズンスライム・スカベンジャースライムの全てに呼びかけ、両サイドからゴブリンの居る前線に送り込む。そして俺自身も高台から飛び降り、溝を飛び越えて対岸に飛び移ると同時にスライムへ指示を出す。

「ゴブリンを相手に、今日までの鍛たん錬れんの成果を最大限出し切れ！」

　その瞬しゆん間かん、全てのスライムがブルブルと震ふるえてやる気を表した。各自体の一部を触手状にしてゴブリンに向かっていく。

　スティッキースライムはどこかのゴブリンが持っていた棒きれを拾って器用に操あやつり始めた。集団でゴブリンを殴なぐっては転ばせ、粘ねん着ちやく液えきで動きを止めている。

　ポイズンスライムはゴブリンの武器だった粗そ末まつな槍を拾い、毒液を穂ほ先さきに吐きかけて突つく。

　スカベンジャースライムはゴブリンの足元に滑すべり込み足に触手を絡める。あるいはあえて踏まれてから体を動かすことで足元をすくい、転んだゴブリンの顔を覆おおう。

　純じゆん粋すいな力は弱いため殴り殺ころすような事はできていないが、一対一で立ち合っても殺されず、複数で襲おそいかかりそれぞれの方法でゴブリンの息の根を止めていくスライム達たち。

　特にポイズンスライムは毒そのものが強力な武器であり、更に戦果が上がっている。

　任せても大だい丈じよう夫ぶそうだ。

　それを横目に腰こしに付けた２本の短たん剣けんを抜ぬく。

　獲物と見られているんだろう。向かってくるゴブリンの懐ふところに飛び込み心臓を一ひと突つき。

　短剣を引ひき抜いて、すれ違ちがいざまに別の個体の頚けい動どう脈みやくを切りさく。

「グギィ!?」

「ゴガッ！」

「グェエ!!」

　剣けんを上に掲かかげた隙すきだらけの構えで襲ってきたゴブリンは、手首の腱けんを切り蹴けり倒しておく。後はスライムに任せよう。

「ギィイイイ[image: ]」

　後ろから来たゴブリンの槍を躱かわして背後へ。延えん髄ずいに短剣を突き立たててやれば、糸が切れたように倒れこんだ。

　人間に近い姿をしているのがゴブリンの特徴の１つだが、それは外側だけでなく体の内側も同じ。人間よりもしぶといが、正確に人体の急所を突けば一いち撃げきで仕留める事も可能であり、手首や頚動脈を切れば戦闘不能になる。

　少なくとも今まで俺が戦ったゴブリンは戦えなくなり、じきに息を引き取っていった。今もそうだ。とりあえずこれまで通りの対処で問題ないだろう。

　仕留める毎ごとに血ち飛沫しぶきが舞まい、ゴブリンの悲鳴が聞こえるけれど、気にとめず只管ひたすらやってくるゴブリンを始末し続ける。

　しかし、本当に次から次へと来るな。どこにこんな数が居たんだろう？

　まだまだどんどんゴブリンが来ているが、戦力的には拮きつ抗こうしている。数ではこちらの方が優まさっているために少々余よ裕ゆうもできたので、俺は戦っていないスライムに矢を回収するよう指示を出した。

「ちょっと……はぁ……何なのあの子……強すぎるでしょ……私達……苦労したのに……」

「助かった……」

「とりあえず、一時的にはあの子に任せられそうだな……彼が時間を稼かせいでいる間に少しでも休息を取るぞ!!　そして交代だ!!」

「「「「「「「おう!!」」」」」」」







[image: ]







「あれ、本当にスライム？」

「あのスライム達、槍の使い方上手だね。私より上手かも……」

「上手……というか、何でスライムが武器使ってんだよ!?」

「色々おかしいが、助かった……ん？　矢？」

「!?　弓部隊！　スライムが矢を集めて来たぞ！　ちょっとお前そこどけ！　スライムを通してやれ！」

　前衛の方々の話し声が聞こえてくるので、彼らもちゃんと休憩を取れる状態であるようだ。

　それにしてもやはり武器を使うスライムは珍めずらしいか……というか、そんな事を気にできるくらいの余裕はあるのか？

　そんな事を考えていると再び魔力を感じた。またゴブリンメイジか。

　右手の短剣を鞘さやに戻し、代わりに投とう擲てき用のナイフを取り出して投げて仕留める。

　俺達はそれを他の人達の体力が回復するまで只管に続けた。







２章17話　終わる戦い、続く戦い







　何度か交代して休憩を取りつつ、傷ついた人は回復を受けながら戦闘を続け、倒したゴブリンの数が２０００匹を超えた所でゴブリンが来なくなった。

　回復魔法使いの人やヒールスライムの頑がん張ばりで冒険者側には怪我人らしい怪我人は居ないが、溝を隔へだてた前線はゴブリンの死体が足の踏み場ばもない程ほど散乱している。

　そこに突然、空間魔法で４人の男が現れた。

「皆の者、大丈夫であるか!?」

「すまん！　救きゆう援えんが遅おくれた、状況は？」

「大丈夫みてぇだな？　……ここもすげぇ死体の数だな」

「レイピンさん、アサギさん、ゴードンさん、シェール君、来てくれたんですね？」

　向こうも相当な激戦だったんだろうな……魔法使いのレイピンさん以外は返り血まみれだ。

「おお！　リョウマは無事であったか！」

「お前も相当やったみたいだな？　返り血が酷ひどいぜ」

「僕ぼく達たちも人のことは言えないけどね」

「確かに。しかし、この数は一体何なんですか？　２０００以上来ましたよ？　その様子だとそっちにもかなり居たみたいですし……」

「うむ、それは説明せねばなるまい」

「えっと、ここの責任者さん誰だれですか？　こっちの状況を聞かせてください」

「私です！」

　プロリアさんが４人に駆かけ寄よってここまでの状況を説明。

「……なるほど、そうだったのであるか」

「はい。リョウマ君とスライム達がいたので耐え凌しのげましたが、そうでなければ私達の隊は壊かい滅めつしてました」

「これほどの数ではな……全員ほぼ無傷で生き残れたのは奇き跡せきでござる」

「何はともあれ良かったね、皆無事で」

「あの、本隊の方はどうなったんですか？」

「とりあえず、事態は収束したのである。が……」

「死人こそ出てねぇが被ひ害がいは大きいな。偵てい察さつでは分からなかったが、当初の予想より遥はるかに大きな群れで、ゴブリンキングが居やがった。取り巻きのゴブリンナイトもわんさか居たぜ」

「ゴブリンキングが居たんですか!?」

　プロリアさんの叫さけびに周りがざわめく。

「お前ら！　ゴブリンキングはもう始末したから心配ねぇぜ！」

　ゴードンさんの一言で皆が少し落ち着き、その直後歓かん声せいが上がった。それを横目に説明は続く。

「俺たちゃ廃はい坑こうの地図を参考にして作戦を立てたが、どうもあのゴブリン達が自分で坑こう道どうを掘ほって道と村を広げたみたいだ。偵察班が探査の魔ま法ほうでも調べ切れなかった奥おくが、地図にない通路で少し離はなれた別の坑道にも繋つながっていた」

「拙せつ者しや達たちが襲しゆう撃げきしたゴブリンの村だと思っていた物は全体のほんの一部。奴やつらは向こうの群れが大きくなり、巣穴から溢あふれただけだったのでござる。本当の村とボスは坑道の向こうで、それに気づいたのが襲撃を始めてしばらく経たってから。

　それまでにまた別の通路から多くのゴブリンが逃にげ出だした結果、こちらに多くのゴブリンが雪崩込んだのでござる。こちらの不ふ手て際ぎわだ、申し訳ない」

「そうだったんですか……私達は誰も大きな怪我はせずに済んだので、特にここで言う事はありませんが……何故なぜ今までそれほどの規模の村がバレなかったのでしょうか？」

「おそらく坑道に巣くった他の魔獣を食べ、街の近くに来なかったために見つからずにあそこまでの群れになったと思われます。巣の中に大量のスモールラットやケイブバットの骨がありました。それにこの廃坑には去年から誰も近づいて無いそうなので……」

「役所の連中が管理を怠おこたったせいであるな。鉄が出ない以上、収入にならないこの坑道の管理費は単なる出費であろう。しかし……」

　レイピンさんは周囲を見み渡わたしこう言う。

「本当に、これほどの群れを相手に、全員無事で良かったのである。ここに問題がない様なら、回復魔法を使える者を数人連れて行っても良いだろうか？　向こうの怪我人の治ち療りようを頼たのみたいのである」

「分かりました。魔力が残っていて、回復魔法を使える人は集まって下さい！」

　プロリアさんの言葉に従い出てきたのは、俺を含ふくめて４人だった。

「む……悪いが我輩の空間魔法で連れて行けるのは３人が限界なのである。誰か１人、自力で来て貰もらわなければならないのだが……」

「それなら僕が残ります。最近僕も空間魔法を覚えましたから、すぐ追いつきます」

「それは良かったのである」

「あ、レイピンさん。荷物が少し増える位は大丈夫ですか？」

「あまり大きくない荷物なら平気である」

　それを聞いた俺は２匹のヒールスライムを呼び寄せた。

「なら、このスライム２匹を連れて行って下さい。僕はまだ自分だけしか転移できないので」

「分かったのである。しかし何であるか？　このスライムは」

「ヒールスライム、回復魔法を使えるスライムです」

「ほう！　これがヒールスライムであるか！　我輩、魔獣の研究を始めて長いが初めて見たのである。分かった、この２匹は我輩が責任をもって連れて行くのである」

「よろしくお願いします」

「うむ。向こうで待っているぞ。『ワープ』」

　言うが早いか、レイピンさんは俺以外の３人を連れて転移。俺もプロリアさん達に挨あい拶さつをして後に続く。

「プロリアさん、スライムは置いていきますので、よろしくお願いします。ほっといて大丈夫ですから」

「任せて下さい。そちらの方も、よろしくお願いします」

「はい。では……『テレポート』」

　短たん距きよ離り転移を繰くり返かえして人目につかない所まで行き、中級の『ワープ』を使う。




■　■　■




　転移した先では多くの人達が傷つき、手当を受けていた。

「リョウマ！　こっちである」

　レイピンさんが居た。駆け寄ってヒールスライム２匹を受け取ると治療の責任者の下へ案内され、指示を受ける。

　俺と２匹のヒールスライムはまず比ひ較かく的てき軽傷者の治療にあたったが、彼かれらは意識がはっきりしており、治療の度にスライムが回復魔法を使っている事に驚かれた。

　そこでの仕事が終われば、休む間もなく今度は重傷者の治療の補ほ佐さに就つけとの指示。

　そろそろ魔力が心もとなくなってきたため、先日セルジュさんから貰った魔力回復ポーションを飲みつつ怪我人の治療に当たる。

　命に関かかわる程の重傷者はほんの数人だが、その数人は出血が多く複数の回復魔法使いに中級回復魔法のハイヒールを何度もかけられている事で命を繋いでいた。俺達では治療できない大きな怪我だが、一時凌ぎにはなるとの事で治療に参加。他の回復魔法使いの人にも手持ちの魔力回復ポーションを少し配る。

「ぐ……」

　一分一秒でも早く血を止めなければならない。魔法を止めれば目の前の人間が死に近づく。

　武器を振ふるう戦場にも劣おとらない忙いそがしさだ。余計な事を考える暇ひまがない。

「えっ!?」

　黙もく々もくと治療を続けていると、突とつ然ぜん俺おれが担当しているのとは別の怪我人を担当していた人達が驚きの声を上げた。

「どうした！　人手が足りないのか!?」

　それを聞きつけた、俺と同じ怪我人を治療していた回復魔法使いの男性が叫ぶ。

「い、いえ！　問題ありません！」

「こっちの補佐をしてくれてるスライムが、突然ハイヒールを使い始めたので驚いただけです！」

　……はぁっ!?　うちのヒールスライムが!?　ヒールスライムはヒールしか使えなかった筈はずじゃ無いか？　今までヒール以外使った事ないし……

　返答を聞いた男性が、俺に目線でお前のスライムはハイヒールを使えるのか？　と聞いてくる。

「多分、今覚えたか使えるようになったんだと思います。今まで見たことありませんから」

「手が増える分にはありがたい！」

　それだけでまた治療に戻る。それからまたしばらく後、さっき叫んだ人の患かん者じやとは別の患者を治療していたヒールスライムまでハイヒールを使い始めたらしい。予想外の成長ではあるが、それが功を奏した。

　過程はともかく治療の能率が急きゆう上じよう昇しようし、俺のアイテムボックスから吐はき出した大量の魔力回復ポーションと合わせて、なんとか治療に成功。本格的に活動を再開するには時間が必要だが、とりあえず命の心配はいらないとの事だ。




　治療が一段落してからヒールスライムのスキルを調べてみると、何時いつの間まにか回復魔法スキルのレベルが３になっていた。ついでに俺も自分のステータスボードを見てみると、こちらも２に上がっている。

「あれだけ使えば上達もするか……ん？」

　突然10人以上の人に囲まれ、何事かと思えば滅め茶ちや苦く茶ちやお礼を言われた。俺達が治療した人の仲間だそうだ。彼らは俺とヒールスライムの治療と魔力回復ポーションの提供が無ければ仲間が死んでいたと泣きながら語る。

　対処に困っていると、フラリとやってきたギルドマスターが待まち伏ぶせ部隊への伝令役を命じてその場から逃がしてくれた。伝令の内容は鉱山入口前への集合だ。

（感謝します！）

　心の中でギルドマスターに礼を言い、急いで待ち伏せ場所に戻った。




■　■　■




　鉱山入口前へ自力で動ける冒ぼう険けん者しやが集合した所で。

「お疲つかれさん、今日は予想外の大仕事になったが、その分報ほう酬しゆうは弾はずむぞ！」

　ギルドマスターが現れると同時に宣言し、歓声が巻き起こる。

「今回は全員少なくとも大銀貨１枚は支払われる事になる！」

　その言葉で更さらに歓声が上がる。特にＦ，Ｇランクの冒険者の声が凄い。大銀貨１枚と言えば５０００スート、50日分の生活費に相当する。ここまでの高額報酬は初めてなんだろうな。

「文句のある奴は居ねぇな？　よし！　まだ日は高いが、今日はゴブリンの死体の後始末をして仕事は終わりだ！」

　そこでギルドマスターは思い出したように俺を見て言う。

「そうだ、リョウマ！」

「何ですか？」

「お前さん、魔獣の死体を買い取る事になってるが、ゴブリンはタダで持っていけ」

「頂けるならありがたいですが、タダで貰って良いんですか？」

「ゴブリンに売れる部位なんかねぇからな。皆も良いだろ？」

　周囲の冒ぼう険けん者しや達たちは俺が魔獣を買い取っていると知らずに驚おどろいている人も大勢いたが、それだけで反対は誰からも出なかった。中には手間が省けて良い、なんて言う人も居た。本来の処理方法は焼しよう却きやく処分だそうで、火属性の魔法使いは魔ま力りよく切れが近いにも関わらず魔法を要求されるのが辛くて嫌いやだったとか。

「それでは有あり難がたく頂きます。スライム達への報酬に、お腹なかいっぱい食べさせてあげますよ」

　だが貰いっぱなしも悪い、後で希望者にはクリーナースライム浴をサービスしよう。

　冒険者が各自持ち場に戻り、俺も待ち伏せをしていた場所に戻る。

　酸を吸収させたアシッドスライムを回収し、残った穴にゴブリンの死体を放ほうり込んで、後はスティッキーとポイズンを溝みぞの中に入れ、好きなように食べさせておく。こうすればポイズンは毒に侵おかされたゴブリンを判別して食べ、スティッキーはそれ以外を食べる。

　スカベンジャーには地面に残った血や肉にく片へんを食べてもらおうと指示を出したが、食べ終えた場から血の跡あと一つ無くなっていく。

　これ、犯罪の証しよう拠こ隠いん滅めつに使ったら最強なんじゃないか……？　悪人の手には渡わたしたくないな。まぁ誰にも渡すつもりは無いけど。

　……さて、もう一働きだ。

　スライムにゴブリンを食べさせている間に、まず作業を共にしたＥ，Ｆ，Ｇランクの皆さんにクリーナースライムの能力を教えて自分で試ためしてみせる。すると俺の体、装備、服についた汚よごれと臭においが消えた事で希望者が殺さつ到とう。というか全員やって欲ほしいと言って来た。

　11匹のクリーナースライムで全員の汚れを落とした後、溝の中のスライム達の食事が終わるのを待ち、次は本隊の担当場所、ゴブリンの巣へ。

　そこでも同じように数すう箇か所しよに纏まとめられたゴブリンの死体の処理と、死体を運んでくれた人達を装備ごときれいにする。スカベンジャーにはまた地面やゴブリンの巣の中の汚れを食べさせた。

　さっきもそうだったが、ゴブリンの血や体液、そして臭においは非常に落ちにくいため、クリーナースライム浴は物もの凄すごく評判がよかった。




　処理が終わると即解散となり、冒険者達は乗合馬車に乗って帰っていく。

　それを俺はじっと眺ながめつつ、少し離れた位置でスライム達と共に休んでいた。

　今日のゴブリンをスライムに食べさせた事で、ポイズンスライム・アシッドスライム・クリーナースライムの分ぶん裂れつができるようになっている。しかし従魔契けい約やくのための魔力がないので魔力の回復待ち。

　少しでも早く回復するよう、我先にと乗合馬車には乗らず、最後の馬車でのんびりと帰るつもりだ。

　治療に加わってからは飛ぶように時間が流れた気分……流石に少し疲れた……







２章18話　帰宅







「リョウマ、こんな所で何してんだよ？」

　馬車の乗り場から離れた場所でスライム達とボーっとしていると、ジェフさんに声をかけられた。さらに後ろでは汲くみ取とり槽そうの掃そう除じで集められた人達が勢ぞろいしている。

「帰らにゃいのか？」

「皆みなさんお疲れ様さまです。帰るにしても乗合馬車があの人だかりですからね、最後の馬車でのんびり行こうかと」

「お前もか」

「お前もって事は、皆さんも？」

「今日は皆疲つかれたからね、あの人だかりに加わる気分じゃないんだよ」

「まったく……今回みたいな時のために雇やとわれたとはいえ、今日はキツかったぜ」

「今日のは流石にね。ゴブリンキングに加えてあそこまでの群れなんて、普ふ通つうは事前にしっかり準備してから取り掛かかる仕事でしょ。戦ってる間あの話を思い出したよ……あの、弱い魔獣でも油断するなって話」

「あ、昔10万のゴブリンが攻せめ込んで滅ほろんだ国の実話ですか？　それ僕も思い出しましたよ。というか、本当に今日は死者が出なかったのが奇跡ですよ」

　そんな話があるのか？

　太い腕うでを首に回してぼやくゴードンさんに、同意するミゼリアさん。皆さんも疲れてるな……と思いながら聞いていたら、シェール君からそんな話が出てきた。

「あれ？　リョウマ君、この話知らなかった？　結構有名な話だと思うけど……」

「聞いた覚えがないですね……」

「お前あれだろ、ガキの頃ころから童話じゃなくて小難しい本ばっか読んでる奴」

　ジェフさんのその言葉に全員が納なつ得とく。ただの無知が変な方向に誤解されている。彼らの中で、俺おれはガリ勉キャラになっていたようだ。

「国を守ろうとした兵士や冒険者の奮ふん闘とう空むなしく、守りの手が回らずに押おし切きられたって話さ。今だからこうして笑って話せるが、お前とスライムがいなきゃ待ち伏せ部隊はそうなってたろうな」

　いくら腕っ節ぷしが強くても、その腕が届く範はん囲い内ないでなければ意味がないからなぁ……数は力、とはよく言ったものだ。

「思い出したのである！」

　ゴードンさんの言葉を受けて考えていると、レイピンさんが突とつ然ぜん叫さけんだ。

「突然どうしたんだよ、レイピンのおっさん」

「リョウマ、さっきのヒールスライムを見せてくれないか？　我輩、ヒールスライムは話に聞いた事しか無いのである」

「いいですよ」

　ヒールスライム２匹を呼び寄せて、良く見えるように抱かかえ上あげる。

「どうぞ」

「ありがたいのである。ふむふむ、体は白く、スライム種の中でも小こ柄がら。回復魔法を使っていたのはこの目で見た……話に聞いていた通りであるな。食事などは普通のスライムと同じであるか？」

「それが水以外を一切飲み食いしないんですよ。クリーナースライムも普ふ段だん肉などは食べませんが、命令すれば食べます。好みの問題なんだと思いますが……でもヒールスライムは本当に水しか飲みませんね。そこが大きな違いです」

「何と、そうなのであるか？」

「水だけでどうやって生きてるんだい？」

「光合成というスキルがあります。これは光を浴びて体内で生きるのに必要な栄養を作り出すスキルのようで、このスキルのおかげで水だけで生きられるみたいですね」

「そんなスキルがあるのであるか!?　むむむ、興味深い……いや、植物系の魔獣図ず鑑かんにそのスキルを持つ魔獣がいたような……」

「そのスライムは強いのかにゃ？」

　思考に没ぼつ頭とうし始めたレイピンさんをよそに、今度はミーヤさんの質問。

「非常に弱いですね。戦闘能力が無くて、戦えばただのスライムにも負けます」

「それは弱いにゃ……」

「おそらく、それがヒールスライムが非常に珍しい理由です。ヒールスライムが生まれても、すぐに他ほかの獣けものや魔ま物ものに殺されてしまうから人目につく機会が無いんでしょうね」

「野生では力無き者は生きて行けぬからな……ヒールスライムには何の自衛手段も無いのであるか？」

　あ、聞こえてたんだ、レイピンさん。

「ひたすら耐たえる事に特化していますね。回復魔法に加えて生命力強化のスキルまで持っていて、攻こう撃げきされると自分を回復しつつ逃げようとするんです」

「耐えて回復して逃げる、であるか」
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「意外とタフですけど、野生では長くは生きられそうにありません。こいつらもそれが分かっているのか、自由にしていて良いと言っても、常に僕か従魔のスライム達から離れようとしないんですよ。僕や他のスライムが傷ついた時はすぐに回復してくれるので役に立ちますが、完全に回復担当で戦闘はさせません。というか、できません」

「なるほど……良いものを見せて貰ったのである。ありがとうである」

「スライムの研究に理解を示してくれる人は珍しいですからね。これくらいお安い御ご用ようですよ」

「リョウマも何か魔物について聞きたい事があれば、遠えん慮りよなく我輩に聞くと良いのである。大たい抵ていの質問には答えられる自信がある。それにリョウマとの話は新しい発見が多くあって面白おもしろい、それだけに正当な評価を受けられないのが惜おしいのであるな」

　それを聞いたアサギさんが話に入ってきた。

「拙せつ者しや、従魔術じゆつは詳くわしくないが、操る従魔が増えるほど扱あつかいは困難になると聞いている。これほどの数の従魔を操れるなら、テイマーギルドで評価されるのでは？」

「登録したばかりの新人で実績はないですし、テイマーギルドの評価方法は使し役えきする従魔の強さやランクに重点が置かれているようで、スライム種のみでは高い評価にはならないそうです。むしろ軽かろんじる風潮があって悪目立ちするだけの可能性が高いため、ギルドでは研究内容の公表もしていませんから」

「スライムだから無能で価値がないと判断する者が多いのである。リョウマはクリーナーとスカベンジャー、新種のスライムを２種発見し、そのどちらもが非常に有用な能力を持っている。それに研究成果を考こう慮りよすればランクを幾いくつか上げても良いと我わが輩はいは個人的に思うのである。

　しかし１人の魔獣研究者としてスライムの地位を知っていると、おそらく今リョウマが持てる知識を公開したところで、不当に低い評価が下る事が考えられる。リョウマが公表する気にならないのも無理はない。テイマーギルドに限らず、それだけスライムが無能という認にん識しきは根強いのである……」

「そうなのかい？　学のないアタイでもその２種の価値は分かるのにね。従魔術が使えたら欲しいくらいさ」

「そのように偏へん見けんなく判断する者が増えれば、いつか正しい評価も得られるであろうな」

　ウェルアンナさんの言葉にその場に居た全員が頷うなずく。皆みなさんは汲み取り槽の掃除の件と今日のゴブリンの件でスカベンジャーとクリーナーの価値を理解してくれているようだ。

　そんなみなさんの反応を見てふと思いつく。

「洗せん濯たく屋とかやったら生活費くらい稼げますかね……」

「洗濯屋？」

　思いついただけでなく口に出ていたらしい。

「今思いついたんですけどね。クリーナースライムを使って、安い値段でゴブリンの汚れも落とします！　って冒険者に宣伝をすれば洗濯を請うけ負おう事で生活費くらい稼げるかな？　と思いまして」

「安い値段ってどれくらい？」

「そうですね…………専用の袋ふくろを作って、１袋につき安くて小銅貨１枚、高くても中銅貨１枚位ですかね？」

『稼げる！』

　全員の声が揃そろった。

「どれだけ綺き麗れいになるかは知ってるにゃ。これが１袋で中銅貨１枚なら安いにゃ」

「特に今日のは落ちにくいゴブリンの血や脂あぶら……」

「時間がたった後のことを考えると、憂ゆう鬱うつになるんですよね、いつも……」

「アタイは汚れた服を捨てて買かい換かえる。洗っても臭くさくて着てられないからね。嗅きゆう覚かくが鋭するどくてある程度稼かせいでる獣人族ならそういう奴はほかにも大勢いるけど、中銅貨１枚で汚れと臭いが消えるならそっちに頼むはずさ。買い換えるより安いからね」

　獣人族は本当に臭いに敏びん感かんだから、と獣人族の女性４人が太たい鼓こ判ばんを押す。

「その値段なら冒険者以外も頼みたがるだろ。洗濯にかかる労力と時間を考えたらリョウマに頼んだ方が早いし楽だ」

「俺は明日から頼みたい位だぞ。実は家に溜たまっててよ……」

「我輩は家事全ぜん般ぱんが苦手である。特に研究に入ると特に洗濯をほったらかしてしまう。その度に人を雇うのだが、雇い賃がばかにならないのである」

「レイピンの場合は放って置き過ぎて汚れが酷いから、料金が割増されている事もあるが……人を雇うにはそれなりの金がかかるのは間ま違ちがいない。裕ゆう福ふくな家庭か貴族でなければそんな金を使えんし、割に合わんでござる。その点今リョウマが言った値段なら、庶しよ民みんも気軽に頼めるでござるな」

　独身なのか？　男性４人のちょっとズボラな意見がさらに加わり、アサギさんが話をまとめる。

　皆さんの食いつきが思ったよりいいな……

「あんたが本当にやるなら儲もうかる可能性は十分あるし、アタイらは客として利用させてもらうよ」

「でも、どうして急にそんな事を？」

　あ、そう言えば言ってなかったか……




「実は昨日色々考えまして。僕ぼく、自立する事にしました」

「どういう事？」

「皆さんは知ってると思いますが、僕は公こう爵しやく家の人たちについてこの街に来ました。そして色々面めん倒どうを見て頂いていたのですが……ここ最近、公爵家の方々の厚意に甘あまえ過ぎているのに気づきまして。それで公爵家の方々と話をして援えん助じよを断り、自立する事にしたのです」

「公爵家の援助を断った!?」

「勿もつ体たい無ないな……」

「援助を断ったと言ってもまだ宿を取って貰ったりしているのですが……とても良くして頂きましたが、次し第だいにそれが当たり前のようになっていたといいますか……甘え過ぎていたので。公爵家の皆さんが街を出たら気を引き締しめるために」

「それでも普通はそんな事しないからね？　公爵家からの援助を断るとか普通ありえないから。まず普通はそんな機会すら無いし」

「だがその考えは立派でござるな」

「ははは……で、話し合った結果１つ仕事を請け負う事と定期連れん絡らくをする事を約束し、僕はこの街に残る事にしました。それで幾つか自力で生活費を稼ぐ方法を探していたんです。

　冒険者を続けるつもりですが、公爵家から請け負う仕事の関係上、定期的にこの街に戻もどってくる必要があるんです。だから予あらかじめ複数の稼ぎ口を用意しておければ万が一冒険者ができなくなっても安心ですから」

「そうかい、ならいいさ。頑張りなよ」

「この街に残るというなら、これからもリョウマとは顔を合わせる事になるのであるな。これからもよろしく頼むのである」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　その後はたわいもない話を続け、最後の馬車で街に戻った。




■　■　■




　宿に戻ると、お嬢じよう様さま達たちの部屋に呼ばれる。

「お帰りなさ～い」

「リョウマさん、今日もお仕事お疲れ様でした」

「今日は早く仕事が終わったんだね？　鉱山の方は順調かい？」

「あれ？　まだ連絡が来てないんですか？」

「今日は役所に鉱山の管理について問とい質ただしに行っておったからな……やはり長いこと手付かずの状態だったようじゃが、何かあったのかの？」

「今日はゴブリンの村が見つかって、村を潰つぶしました。……ゴブリンキングまで居て大おお騒さわぎになりましたよ」

　報告の直後に驚きの声が轟とどろく。

「ゴブリンキングじゃと!?」

「大だい丈じよう夫ぶでしたの!?」

「幸い僕は逃げ出したゴブリンを逃がさず仕留める役割でしたから問題ありません。他の人にも幸い死者は出ませんでした」

「そうかい、それは良かった……」

「しかしゴブリンキングやゴブリンナイトが出るほどの大きな巣で、逃げ出して僕たちの方に来たゴブリンは２０００匹程ほどになりました。そこまで大仕事をしましたから、今日はゴブリンの死体処理をしてから帰って休めという話になりまして、解散となりました」

「よくそれで死者が出なかったのぅ……」

「ゴブリンキングの討とう伐ばつは高ランク冒険者がやりましたし、低ランクの僕達は罠わなをつかってなんとか。それともう１つお話が」

　あの６人組から聞いた事情を話した。汲み取り槽の掃除がなくなり、困っていたと。

　すると公爵家の皆さんは少々気落ちしたようだ。

「そうか……」

「今、役所の方はどうなってますか？　話せる範はん囲いでいいので」

「処分を下して職員の再編をしているよ。不正の主導者はもう檻おりの中で、余罪の追つい及きゆうをしてるところだね」

「今日の話もやった事の結果として加える事になるじゃろう。して汲み取り槽の掃除はギルドが？」

「そうです。僕もあの後もう一度依い頼らいとして引き受けました」

「ギルドとしては、依頼人を待たせるのは避さけたいじゃろうからのぅ」

「一応その６人にはギルドで仕事が請けられることと、給金が確実に支し払はらわれることを伝えてあります。疑っていたようですが、やる気もありそうでした」

「すまんの……こちらからも手を打つよう、新しい担当者に話を通しておこう」

　そこでいったん話が途と切ぎれた。

「さぁ、暗い話はここまでよ。無事で良かったわ」

「そんな大仕事をしたならお腹が空いただろう。何か食べるかい？」

「頂きます」

「スライム達たちも頑張ったのですよね？　スライムには？」

「今日はもうたっぷりとゴブリンを食べて、今夜また分裂できるくらいですから十分かと」

「あら、そうでしたの？　どのスライムが増えますの？」

「アシッド、ポイズン、クリーナー、それにスティッキーも少し増えるでしょう」

「それはまた、一気に増えますのね」

「大量に食べましたからね。どの種類が増えても戦力増強、防水布と糸の生産力向上、環かん境きようの改善のどれかに役に立ちますから良いんですけど……そろそろ従魔契約に使う魔力が多くて大変になってきました」

「数が多いから仕方ないわ。無理はしないようにね」

「はい。今日中で厳しいようなら２日３日に分けて契けい約やくを行います」

「よろしい」

　その後食事をしつつ今後の事を聞かれたので、冒険者として生き、それと同時に他の稼かせぎ方も考慮に入れている事を話した。

　そういえば、何時まで滞たい在ざいするのか聞いてなかったな……何時まで滞在するか聞いてみよう。

「皆さんは何時までこの街に滞在されるんですか？　今まで聞いてませんでしたが……」

「言ってなかったかのぅ？　グレルフロッグの大量発生が終わるまでじゃ。エリアの入学までに余よ裕ゆうがある限りはこの街に滞在する」

　グレルフロッグって確か……

「革が鎧よろいに使われる魔獣ですよね？」

「うむ、確かに革は鎧に使われるのぅ。加えて内臓が薬にもなる。それが毎年この時期に、この近辺の沼ぬまに大量発生するんじゃよ。そこにエリアを連れて行く」

「場所は丁度この街から廃坑に向かうまでの中間辺り、森に入ると赤い泥どろの沼があるんだ」

「グレルフロッグを倒たおすんですか？」

　また訓練かと思えば、違ちがうらしい。訓練はするけど、あくまでついで。本当の目的は大量発生と同時にやってくる、リムールバードという鳥の魔獣の群れだそうだ。

「とても綺麗な青い羽根を持つ魔獣でね。鳴き声も綺麗で、とても速く飛べるから人気のある魔獣なの。でも捕ほ獲かくが困難で従魔にできる人が滅めつ多たに居ないから、見る機会は少ないわ。それが沼を埋うめ尽つくすように集まるの。リョウマ君もこの機会に見ておくべきね。滞在するだけの価値はあるわ」

　魔獣も怖こわがられる魔獣ばかりじゃないんだな。……しかし、グレルフロッグを食べるって事は肉食の鳥か……肉を食べる鳥と言うと、ゴミ袋ぶくろを漁あさるカラスしか思おもい浮うかばない……しかし色からすると孔く雀じやくか？　……分からん、気になる。その鳥が来たら俺も見に行くか。

「見てみたいですね」

「でしたら我々と共に行かれればよろしいでしょう」

「では、大量発生した時には一いつ緒しよに行かせて下さい」

「勿もち論ろんですわ！　絶対一緒に行きましょうね！」

　俺はお嬢じよう様さまと約束をして、食後に部屋に戻った。

　就しゆう寝しん前にはスライムの分裂と従魔契約を行ったが、半分ほどで魔力切れになったので残りは明日に回す。魔力回復ポーションはまだ少しあるけど、勿もつ体たいないからな。







２章19話　開業の相談（前編）







　魔ま獣じゆう討とう伐ばつ　３日目




　一昨日は俺が不良冒険者を参加不能にし、昨日はゴブリンキング騒そう動どうで負傷者多数。そのおかげで魔獣討伐の進しん捗ちよく状じよう況きようが予定より遅おくれているらしい。

　昨日の事もあるので、俺の班は解散。ジェフさん達はそれぞれが低ランクの冒険者を率いて安全確保と指導に当たっている。

　俺はというと指導を受ける必要はないが、ランクも低く冒険者になって日が浅いため指導をさせるにはやや不安がある。という事で、スライム達と俺だけで狩かりを行うことに。

　仕事に支障はない。ケイブバットやスモールラットは、スティッキースライムの棒に粘ねん着ちやく液えきを吐き出ださせたり棒に塗ぬって振り回まわさせたりすれば、トリモチのようにくっついて簡単に捕つかまえられた。ケイブマンティスは槍やりを持たせたポイズンスライムに鎌かまの間合いの外からあっけなく仕留められていたし、出てきたそばから獲え物ものとして食われていく。

　何というかこのスライム達、今までの訓練で数の暴力に加えて個々の力もつけてきたな……それに何かこいつらがケイブマンティスと戦ってるのを見るとあれを思い出す……なんだっけ、地球にあったゲーム。一時期凄すごい人気だったやつ。テーマソングがのんびりした曲なのに、何故なぜか歌詞が殺さつ伐ばつとしてた記き憶おくがある。

　そんなことを考えられるくらい、適度な余裕を持って仕事に励はげむ。




　そして特に何事もなく午前の作業は終わり。まぁ昨日みたいな事が毎日起こると困るが。

　一度だけゴブリンを５匹見かけたけれど、それ以外に仲間は居おらず、一応報告したら昨日の潰した村の生き残りだろうという話になっておしまいだった。

　午後の作業の途と中ちゆうからはスティッキースライムの戦い方を考えて実験。

　例えば天てん井じようにへばりついて貰もらい、体を下に伸のばしてぶら下がるような状態のまま坑こう道どうを進んで貰うとか。ケイブバットがあまりにもうっとうしく飛び回るので、ハエを思い出してハエ取り紙の真似まねをしてもらったのだ。そしたら取れる取れる、ベタベタ引っ付いて捕ほ食しよくされていた。

　更に一番器用な気がするスティッキーに、ジャンプした直後に体を網あみのようにするよう指示を出すと、これもできた。俺がそのスライムを掴つかんで投げてみると、空中で開いた網がケイブバットを巻き込んで地面に落ちていく。

　別のスティッキーで同じ事をもう一度。……もう一度。……もう一度。……平均すると一度に４，５匹は捕まっている。

　これも色々と使えそうだ！　スティッキースライム超ちよう便べん利り！　何というか、スティッキースライムってできる事が幅はば広ひろいと思う。戦せん闘とうにも日常生活にも使えるスライムだ。

　テンションが上がった俺は就業時間が終わるまで、スティッキーで小型の魔獣を乱らん獲かくし続けていた。




　そして夕方。

　仕事終わりに乗合馬車で街に戻ると、街に入った所で馬車の車輪が壊こわれる事故が発生。といっても特に誰だれかが怪我けがをしたわけではなく、突然馬車が壊れて揺ゆれが激しくなったのだ。このまま走ると危険らしく、俺を含ふくめた乗客はそこからそれぞれ徒歩で帰る事に。

「ま、散歩にはいいか」

　街は日が暮れて、夕食の香かおりがどこからか漂ただよってくる。きっと近きん隣りんの飲食店だろう。早い人はもう飲み始めているようで、陽気な声も時折聞こえてきた。そんな雰ふん囲い気きを味わいながら穏おだやかな気分で歩いていると、セルジュさんのモーガン商会の前を通りかかった。

　……そう言えば昨日は貰った魔力回復ポーションのおかげで助かったんだよな……洗濯屋で基準にする袋とかも見られるかもしれないし、ちょっと寄っていくか。

　何気なく店に入ると、セルジュさんはカウンターで店員の女性と話していた。

「ようこそいらっしゃいましたリョウマ様！」

　彼かれは目ざとく俺を見つけ、すぐに応接室へ通してくれる。仕事中なら店先で商品を見ながら待っててもよかったんだが……

「本日はいかなご用向きで？」

「昨日の依い頼らいで先日セルジュさんに頂いた魔力回復ポーションが役に立ちまして、そのお礼が１つ。そして欲しい物があったのですが、他に良い店を知らないものでして」

「そうでしたか、私共の商品が役に立ったのならば何よりです。探し物で我わが店に来て下さった事も光栄です、何がご入用ですか？」

「素材は安物で構わないのですが、丈じよう夫ぶな袋を数枚。大きさは……決めかねているんです」

「ほう、何に使われるかお聞きしても？」

「少し話が長くなるのですが、実は……」

　ここで俺が自立を始めようとしていると説明するとセルジュさんは驚きつつも感心したように俺を見て、洗濯屋という仕事に興味を持つ。

「冒険者業の合間の副業、冒険者業を廃はい業ぎようした場合の事まで考えて……リョウマ様はその年で素す晴ばらしい計画性をお持ちですな」

　だって俺、ホントは42だから……日本の同じ年のおっさんと比べたらどうかと思うが、少なくとも危ない仕事に就ついてる自覚とそれに備える位の計画性はあるさ。この世界、保険とか年金とか聞かないし。あっても条件は厳しいだろう。

「いえいえ、それほどではありませんよ」

「ご謙けん遜そんを……しかし洗濯屋ですか……確かに１袋小銅貨１枚から中銅貨１枚の値ならば冒険者に限らず民間にも広く利用されるでしょう。ただし、それには洗濯を行う人手を用意し、客が満足できる結果を出さねばなりません。最初は良くても段々と顧こ客きやくが増えれば１人では作業が追いつかないと思いますよ」

　あ、クリーナースライムの話をし忘れていた。

「１つお伝えし忘れていた事があります。少々お待ちください」

　ディメンションホームからクリーナースライムを１匹ぴき出だす。

「これは僕の従魔で、クリーナースライムというスライムです」

「はて？　聞いたおぼえのないスライムですな？」

「これは僕が偶ぐう然ぜん発見した新種のスライムです。テイマーギルドには情報を提供しましたが、現在契約しているのはこの世界で僕だけでしょう」

　神様直々に新種と言われたから、俺の従魔以外にはクリーナースライムはいないはずだ。

「そのスライムに何か関係が？」

「このスライムの持つスキルに清潔化という物がありまして、それを使う事でこのスライムは汚れのみを食べてしまうのです。そして汚れを食べられた物は当然、汚れが無くなり綺麗になります。普通に洗濯するよりもです」

　その言葉にぽかんと口を開けたセルジュさん。やっぱ信じられないよな……

　そこで俺は実験して見せることにした。

「話だけでは信じがたいでしょう。そこでこちらをご覧ください、この布は今日の仕事中に仕留めたゴブリンの腰こし布ぬのです。よろしければ、セルジュさんの目の前でこれの汚れを食べさせ、綺麗な布にしてみせます」

　俺がそう言うとセルジュさんはゴクリと喉のどを鳴らしてそっと一言。

「是ぜ非ひ、お願いします」

「念のため、鑑かん定ていしますか？」

「一応、させて頂きます。こんな臭いをさせるのは、間違いなくゴブリンの腰布でしょうが……」

　軽く笑いつつ鑑定をするセルジュさん。その鑑定結果がゴブリンの布と出たのを確かく認にんし、クリーナースライムに布を渡す。クリーナースライムは何時いつもの様に体内に布を取り込み、洗せん濯たく機きのように動かす。みるみるうちに汚れは落ちて、最後にクリーナースライムが応接室のテーブルの上に布を吐はき出した。ここまでの所要時間30秒足らず。

　明らかに先さき程ほどとは色が違う布をおそるおそる手にとって鑑定するセルジュさん。そして鑑定結果は清潔な布と出たそうで、『ゴブリンの色々な汚れが付いた腰布を、こんな短時間でここまで綺麗にできるなんて！』と興奮して俺の手をとり賞賛し始めた。

　俺の手、さっきゴブリンの腰布触さわってたから汚れてるんだけど……と俺の視線でその事に気付いたのか、軽く顔色が曇くもったセルジュさん。ちょうどいいのでクリーナースライム浴の説明もして体験してもらう。手だけな。

　その後態々自分の手も鑑定して調べ、そしてまた手をとって賞賛の嵐あらし。

　この人、良い人なのはわかる、俺の見た目で見下さないし。でも、褒ほめちぎられて精神的に疲つかれる……

「お恥はずかしい所をお見せしました。しかしこのスライムは本当に素晴らしい。このスライムが居れば、リョウマ様が洗濯屋を開くのに問題は無いでしょう。料金・早さ・仕上がり……繁はん盛じようしている光景が目に浮かぶようです」

　何か１人でトリップしとる……

「で、どの程度の大きさの袋がちょうどいいでしょうか？　恥ずかしながら、相場がよく分からないものでして」

「そうですな……幾つか持ってこさせましょう」

　セルジュさんはそう言うと使用人の女性に何枚かの袋を持ってこさせた。

「見ての通り左から右へ大きくなっていきます。一番左は大人１人分の服一式が入るくらいですな」

「もう少し大きい物がいいですね。家族だともっと量が多くなりますし、独身男性などは洗濯を億おつ劫くうに思って溜め込む人も居るでしょうから。

　それに１着中銅貨１枚より、４着５着で中銅貨１枚の方が安く、お客様に得だと思わせられると思います。こちらとしては１着でも５着でも労力に差はありませんし、最低限の生活費が稼げれば良いのですから一度にそれほど多くの対価は求めません。１回分を安くし、多くの人に繰くり返かえし利用していただく事で利益を出したいと思います」

　薄はく利り多た売ばいの商品、前世で世話になったな……たとえば昼に牛ぎゆう丼どん屋とか。

　俺は買い物に行く店はほとんど決まりきっていた、あの頃よく行った店からしたら俺はリピーターだったと思う。前世に住んでた辺りの店に、総額で幾ら払はらったか分からない。でも不満はない。前世での生活を支えてくれたことに感謝している。

　そっから考えるとリピーターの確保は大事だし、それを得るために安さは強い武器になるだろう。勿論まず仕事に満足してもらえるのが前提としてあるけど。

　ってそんな事考えてたら、なんかセルジュさんがキラッキラした目で俺を見てる……

「素晴らしい。リョウマ様は先を見み据すえ、目先の利益に踊おどらされない素晴らしい経営方針を既すでにお持ちのようですな。このセルジュ、感服いたしました」

　何だこの、微び妙みような気分。前世の経験から話してただけなんだけど、ここまで褒められるとむず痒がゆいを通とおり越こして罪悪感が出てくる……日本で真ま面じ目めに経営学とか学んでる人に悪い気が……まぁブレインストーミングだと思えば……

「それではこちらの袋は如何いかがでしょう。この袋なら詰つめれば一いつ般ぱん家庭の家族３人～４人の衣服が２日分は入ります」

「そうですね、１人分なら１週間分ほどでキリも良さそうです。それにしましょう。それからその袋の倍の大きさの袋と５倍程ほどの大きさの袋も２，３枚頂けますか？」

「ご用意できますが、大き過ぎでは？」

「先ほどの袋は個人用に勧すすめる物として、倍のは冒ぼう険けん者しやのパーティーなどの小さい集団向け。５倍のは冒険者ギルド、弟で子しを多く抱える鍛冶かじ屋や、建築現場で作業する作業員など、大きな集団向けに勧めようと思います」

　例えば……

「個人向けを１日１人分と計算して７日で７人分。その倍の袋は14人分、５倍は35人分の衣服が入るとします。

　個人向けを中銅貨１枚、10スート。倍を中銅貨１枚と小銅貨８枚、18スート。５倍は中銅貨４枚の40スートと集団での利用客を対象に割引を行うのはどうでしょうか？　割引があるなら利用しようと考える人も増えるでしょうし、人数が足りなければ洗濯屋の事を他人に教えて人数を揃え、結果的に洗濯屋の話が広まる事にできないかと……

　それに人が多くなれば洗せん濯たく物ものが溜まるのも早くなります。１人なら14日分溜め込める袋が、14人では１日で溜まるように……頼たのまれる頻ひん度どが上がれば私には毎日お金が入り、顧客１人あたりの支し払はらい額がくは１人用よりも減る。長期的に見れば確実に得になりますので、それを前面に押し出せば商売になるかと思います」

　ブレインストーミング、内容の評価をせずとりあえず案を出してみる発想法。

　久しぶりだが、案外できるものだ。

「更さらに鍛冶屋や建築作業従事者などは汚よごれやすい職場ですから、作業着も洗濯するでしょう。その場合、作業着で洗濯屋の良さを知って頂いた顧客には個人、または仕事仲間で作業着以外の私服の洗濯の依頼が入る可能性もあります。

　鍛冶屋も建築作業従事者も男の職場ですからね、洗濯を苦手とする方や面倒と思って放ほうり出す方もそれなりに居るでしょう。実際今日、そういう冒険者から話を聞きましたし……職場で１つ大口の依頼を出して頂ければ、そういった客層も……」

　ここでセルジュさんの様子に気づく。

　……あ！　あ～……失敗したな、セルジュさん目を丸くして固まってら……昔から、一方的に話す癖があるんだよな……これで前世の若い頃は何度職場や人間関係で失敗したことか……久しぶりにこんな前世の仕事っぽい話をして気が緩ゆるんでいたか？
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　とにかくセルジュさんをどうにかしないと……

「すみません、時折１人でまくし立てるように喋しやべる悪あく癖へきがありまして……ご気分を害してしまったなら、申し訳ない」

「いえいえいえ！　とんでもございません！　私、少々驚おどろいていたのです。リョウマ様は確か11歳さいだったはずですが、次々と有効と思える手段が出てきまして」

　そっちか!?　……そういや俺おれ今11歳児だった。簡単な物でも子供が商売の経営戦略とか考えてたら驚くわな……赤あかん坊ぼうなら立ち上がっただけで狂きよう喜き乱らん舞ぶする親だっているんだし、大人と同じ事を赤ん坊に求める人は普ふ通つういない。そういうレベルで評価が高くなってるのか？

　考えたっつーか、現代の宣伝とか勝手に解かい釈しやくして並べただけだけど……単純な計算で穴だらけだろうし。というか、割引とか無いのか？

「あの、割引とかも、無いのですか？」

「割引はございますが、常時割引をするという話は聞きませんな……大体は自らを少しでも良く思わせたい相手に今後の事を見込んで、もしくは早く売ってしまいたい物を売りつけるために行うのが基本でしょう。無む闇やみに割り引けば損ばかり膨ふくれ上あがります。

　他には厄やつ介かいな客に早く帰って貰うため。……悪質な店であれば、最初に法外な値段を提示してから割引し、安く売った様に見せかけて相場より高い値段で売る商人も居ますが」

　本気で言ってるみたいだな……？

「こうなるとリョウマ様は商業ギルドに登録をなさる事をお勧すすめ致いたします」

「商業ギルド、ですか？」

「はい。この街にも支部はありますので、すぐにでも登録が可能です。商業ギルドは各国で異なり、その国の全すべての商売を取り仕切っているため行商や露ろ店てん、屋台まで。商売には必ずギルドを通す必要があります」

　え!?　じゃあ……

「では、僕がやろうとしていた事は違い法ほうでしたか？」

「いえいえ、ギルドは各国の商売を取り仕切っていますが、本当に全てを取とり締まっている訳ではありません。辺境の村の間では互たがいの村の物を勝手に売り買いしていますし、旅の途中に自分で採取した薬草などを薬屋などに売ることも認められています。

　同じく子供や冒険者が小こ遣づかい稼ぎに何らかの雑用をギルドを通さずに受け、報ほう酬しゆうを得る事も問題はございません。よほどの高額報酬ではなく、違い法ほう行こう為いも無く、両者の合意があればまず問題になりませんね。

　しかし、今日リョウマ様のお話にあったような仕事をすれば、小遣い稼ぎとは言えない大金が転がり込む可能性があります。新たな金脈としてギルドに目をつけられてしまうかも知れませんね」

「危なかった……ありがとうございます、セルジュさん」

「いえ、私もまだリョウマ様を侮あなどっていたようです。まさかここまで深く経営を考えておいでだったとは思わず。冒険者業で空いた時間の小遣い稼ぎと思い、登録の話を省いておりました」

　いいえ、貴方あなたが思ってた通りです。全然深く考えてないんだが……とりあえず乗っかっとこう。

「では洗濯屋をやるとすればギルドへの登録が必要ですね、既に冒険者ギルドとテイマーギルドに入っていますが、問題ありませんか？」

「ご心配なく、登録の際は私がリョウマ様を推すい薦せん致いたしますので、問題なく登録は可能です。他ほかのギルドとの掛かけ持もちはより多くの情報が入りやすくなりますので、むしろ歓かん迎げいされています。よろしければ明日にでも登録をしに行きませんか？　私がついて行きますので」

「明日は……まだ冒険者としての依頼があるので、戻るのが今日と同じ時間帯になってしまいますが」

「大丈夫です。商業ギルドには必ず数名の職員が詰めており、何時でも全ての手続きが行えます。商人にとって情報は命。情報の鮮せん度どが落ちる前に情報を届ける必要がありますからな」

　24時間営業……？

「それでは、セルジュさんがよろしければ」

「勿論ですとも！」

　うおっ!?

「リョウマ様の考案された洗濯屋、これは素晴らしいものです！　まだどの商人も目をつけておらず大きな利益を生む可能性があり、この世界の商売のあり方に一石を投じる商売でございます！　私セルジュ・モーガン、微び力りよくではありますが、お力にならせて頂きます！」

　何か凄い大げさな事言い始めたー！　こんなに大事になるなんて……小遣い稼ぎになるかな？　程度だったんだが……

「あ、ありがとうございます。心強いです」

「勿体無いお言葉です。こうなりますと、店を開く土地のことも考えなければなりませんな」

　店!?　そんな大規模にやる気はないぞ！

「ふむ……そのお顔を見ますに、リョウマ様はそこまで大きく手を広げるつもりは無かったのですな？」

「はい。精々最低限の生活費が稼げればと思っていました。ですから露店の様に街角でも良いですし、自分で各家庭を回っても良いです。店となると冒険者業の副業にはできませんから」

「なるほど。しかし経営の事なら問題はございません。私の店の者を数人そちらにお貸し致します」

　いや、それはダメだろう。

「店を持つにしても、人に全て任せてしまうのは……」

　そう言うとセルジュさんは苦笑いをしてこう言った。

「ふむ……公爵家の方々の言っていた事も少し分かる気がしますな。……リョウマ様、経営を人に任せる事は何もおかしな事ではございませんよ？」

　え？

「確かに初めて店を持った者は通常自分で店を切り盛りしますが、私程になると多くの支店を持つようになります。そうなると私１人では全ての店に目を届かせ、経営する事などできません。信用のできる部下を選び、育て、そして支店の経営は任せているのです。それはおかしい事と思いますか？」

　そう言われると、確かに……日本のチェーン店とかも店長は雇やとわれでオーナーじゃない事なんてザラだよな……

「確かに、それはおかしい事では無いですね」

「そうです。それに、世間には経営者に向く者と向かない者が居ります。向かない者が無理をして経営するよりも向いた者を雇い経営を任せる方が店がよく回ります」

「それも、分かります」

「リョウマ様は……現時点では判断が付きません。アイデアとそれを実現する手段や経営方針を既にお持ちな所は経営者として向いていると言えますが、腹の探さぐり合あいなどはあまりお得意だとは思えませんな。心の内が表情に出ておりますから」

　そんなにはっきりと出てるか!?

「リョウマ様の年ねん齢れいを考えれば、普通よりは隠かくせているとも思いますが、海千山千の商人には通用致しませんよ」

「そうですか……」

　前世ではポーカーフェイスにそれなりに自信あったと思うんだが……俺の気のせいだったのか？

「それに、私も完全な善意で人を貸すと言っているのではありません。ラインハルト様から紹しよう介かいされた際にリョウマ様の相談にのるように言われた事も１つ、そしてリョウマ様自身の将来性を見込んでの話でございます」

「将来性、ですか？」

「はい。その歳で防水布や糸、そしてあの鉄のインゴットと数々の品を生み出したリョウマ様には、ラインハルト様の紹介を抜ぬきにしても注目しているのです。加えて本日のお話も今後の儲もうけが大変期待できる内容でした。これを無視するなど商人としてできません。私もリョウマ様の店に袋ふくろを卸おろすだけでも良いので、一口乗らせて頂きたい。必要とあらば開業資金の投資も行いましょう」

　……そこまで言うなら、良いか？　でもな……

「資金を投資して、失敗したらどうするのですか？」

「失敗を恐おそれていては店を大きくする事など不可能、ある程度の大きい店を持つ商人であれば、すでに多かれ少なかれリスクを背せ負おっているものですよ。

　何より、リョウマ様の店は儲けを出せる公算が大きいと私は考えております。さらにもし失敗したとしても、その時は損失額分を賠ばい償しよう額がくとしてリョウマ様に鉄のインゴットと防水布と糸を大量に作って頂ければ良いのです。洗せん濯たくをスライムに任せるのであれば操業にかかる費用も抑おさえられるでしょうし、十分に損失は補えるかと。

　成功の可能性が高く、損失を取り返せるあてまである。旨うまい話にありがちな罠を仕し掛かけているとも思えませんし、ここで話に乗らない商人は商人とは言えませんな」

　なるほど、確かに鉄のインゴットを作れば稼げるか…………

「分かりました。ご協力をお願いします」

「その気になって頂けましたか？」

「はい。ですが金銭面の投資はまだ遠えん慮りよさせて頂きます。幸いお金は昔、盗とう賊ぞくを討伐した際の賞金がだいぶありますので」

「では人手を？」

「お願いします。あと、袋を始めとした店で使う雑貨はこちらで買える物はこちらで買わせて頂きます。インゴットはこの話とは別に、時間ができれば持ち込みましょう。元々廃はい坑こうの管理を任されてから作る予定でしたから」

「ありがとうございます。これから、互いに良い商売ができそうですな」

　こうして話は纏まとまり、その後上じよう機き嫌げんのセルジュさんから袋を購こう入にゆうして店を出た。




■　■　■




　暗くなった道を歩いて宿に帰ると、怒いかりのオーラを吹ふき出したお嬢様が待ち構えていた。

「お嬢様……？」

「リョウマさん、こんな時間まで何をしてたんですの？　心配したんですよ……」

　お嬢様は怒りのオーラを収め、そのまま泣き出してしまった。どうやら昨日ゴブリンキングが出たばかりとあって、物もの凄すごく心配をかけたようだ。

　悪かった。

　そう思ったためお嬢様の泣きながらのお叱しかりは黙だまって受け止める。するとやがて泣いて怒り疲れたお嬢様はもう寝ねると言い、俺はメイドさん達に連れられていくお嬢様を見送った。

「ご心配お掛けして、申し訳ありません」

「もういいわ、エリアにたっぷり叱られたみたいだしね」

「心配したのは事実だけどね」

「次からは気をつけるんじゃぞ」

「はい、肝きもに銘めいじます」

「で？　リョウマ君はこんな時間までどこに行ってたの？」

　馬車が故障し、通りかかったセルジュさんの店に寄ったことを説明した。

「セルジュの所に居たのか。それにもう新しい仕事を考えていたとはね」

「明日も帰りが少し遅おそくなると思います、今日怒おこられたばかりですみませんが……」

「事前に連れん絡らくしてくれれば良いわよ、別に。それで明日何かあるの？」

「セルジュさんと商業ギルドに登録に行きます。話している内に話が大きくなり、洗濯屋をやるためにはギルドに登録が必要になったんです」

「何？　生活費の足しにする程度の報酬で行う雑用では無かったのか？」

「僕ぼくも初めはそう思っていたのですが、セルジュさんと話している間に店を構える事ができるまで話を詰めてしまいまして」

「店とな？　そこまで話が進んでおるのか」

「セルジュさん曰いわく、〝繁盛する未来が見えるよう〟だそうです。店番などの人員は数人ならセルジュさんの店から出して頂けるそうで」

「セルジュがそこまで言うとはね、それでオープンは何時だい？」

　ナチュラルにオープンの日を聞いてきた!?　驚かれると思ってたのに。

「まだ店てん舗ぽの事など色々ありますので未定ですが……皆みなさん驚かないのですね？　こんな、11歳の子供が店を開くと言っても」

「別に年齢制限は無いからね。露店ならリョウマ君ぐらいの子が開いている事もあるし、普通の店でも店番をしている事もあるよ」

「流石さすがにちゃんとした店を開く11歳児は居らんが、君じゃからな」

「リョウマ君は普通の子と違うみたいだからね。セルジュから太たい鼓こ判ばんを押おされたなら大だい丈じよう夫ぶでしょう。でも、何かあったら頼たよるのよ？　定期連絡を忘れないようにね？」

　それでいいのか？

「分かりました」

　その後なんとなくモヤっとしたまま部屋に帰り、昨日やり残したスライムの分ぶん裂れつと契約をした。

　今のスライムの数はこうなる。




　スティッキースライム×９０７

　ポイズンスライム×６６６

　アシッドスライム×６６６

　クリーナースライム×２２

　スカベンジャースライム×３０３３

　ヒールスライム×２

　メタルスライム×１

　スライム×１




　スティッキースライムが９００匹を越えた、もうすぐ１０００だ。

　ポイズンスライムとアシッドスライムがゾロ目＋同じ数で揃そろった。しかし６６６ってなんか不ふ吉きつ……

　クリーナースライムが倍になったのは嬉うれしい。それに昨日のゴブリン戦のせいか？　スライムが強くなっていた。ビッグやヒュージスライムの状態で手に入れていた物理攻こう撃げき耐たい性せいは良い。しかし、まさかスライムが棒術やら槍そう術じゆつやら体術を覚えるとは思わなかった。

　いろいろ考えて教えたが、スライムがこういったスキルを得られるとは思ってなかった。これからも色々教えてみるか……
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　魔獣討伐　４日目




　今日も廃坑での仕事を終えて、街に戻もどってきたその足でセルジュさんの所へ。

「こんばんは、セルジュさん」

「お待ちしておりましたリョウマ様。それでは行きましょう」

　用意されていた馬車で、街の中心部から少し南へ向かう。

　やがてたどり着いた商業ギルドは飾かざり気けのない質しつ実じつ剛ごう健けんといった雰囲気の建物で、入口の扉とびらからはうっすらと光が漏もれている。中にはまばらにだが、聞いていた職員以外の人もいるようだ。

　受付に向かって歩いていくと、ここでも受うけ付つけ嬢じようが俺おれ達たちをすぐに奥おくの部屋に通してくれた。慣れた様子で用件を伝える彼に対して、受付嬢が丁てい寧ねいに頭を下げて立ち去る。そのやり取りを見る限り、セルジュさんはかなり丁てい重ちように扱あつかわれている気がする。

　大きな商会の会頭だそうだし、当然なのか？

　数分もすると、今度はやせ型の男と腰の曲がった老ろう婆ばが部屋に入ってきた。合わせて立ち上がろうとした俺達を老婆が笑え顔がおと手で制し、男が口を開く。

「なんやセルジュ、ごっつう久しぶりやん。最近あんまり噂うわさ話ばなし聞かへんから何してんねんやろ思うてたわ」

　喋り始めたのは……似非エセっぽい関西弁？　どう翻ほん訳やくされてるんだか不思議なくらい、懐なつかしい訛なまりがある。こんな上司、昔いたな……

「久しぶりだな、ピオロ」

「今日は何の用だい？　会合の時にしか顔を出ださないアンタが珍めずらしいじゃないか。そっちの坊やは初めましてだね、あたしゃグリシエーラってババアだ。この商業ギルドのギルドマスターをしているよ」

「リョウマ・タケバヤシと申します。本日商業ギルドに登録させて頂きます。若じやく輩はい者ものですが、ご指導ご鞭べん撻たつの程をよろしくお願い致します」

「おやおや、丁寧な挨あい拶さつありがとよ。セルジュ、この子はあんたの所の使用人かい？」

「ホンマやねぇ。ワイはピオロ・サイオンジや、よろしゅうな。気楽に話しかけたってや」

「よろしくお願いします。リョウマ・タケバヤシです」

　サイオンジ？　日本風の苗みよう字じにしか聞こえない。それに黒くろ髪かみ黒目で雰囲気もなんとなく……過去の転移者の子孫かな？

「リョウマ君やね、しっかり覚えたわ。で、グリ婆ばあ様さまも言うたけど、何しに来たん？　セルジュは」

「今日はリョウマ様のギルド登録に来たんだ。私はただの付つき添そいだよ」

　セルジュさんの発言で、２人の目が俺に向かう。するとギルドマスターが俺の顔を覗のぞき込んできた。

「ふむふむ……ちょいと待っといておくれ」

　そう言って手に杖つえを持つと、一いつ喝かつしてセルジュさんの頭を小こ突づいた。

「このバカタレ！　子供に気を使わせてどうするんだい！」

「痛いです、杖はやめて頂きたい、ギルドマスター……」

「どういう事情か知らないけどね、この子は真面目そうな子だよ。あんたみたいな明らかに年上のオヤジに敬われても恐きよう縮しゆくして居い心地ごこちを悪くするだろ」

　何な故ぜ俺おれが密ひそかに思ってた事を!?　心を読むスキルでもあるのか!?

「リョウマだったね。心なんか読めないよ」

　読んでるじゃないですか！

「年老いても、商人として培つちかった眼力だけは衰おとろえてないんだよ。アンタは素す直なおな方みたいだから、ある程度の洞どう察さつができただけさね」

「そうでしたか……」

「この婆ばあさん怖こわいやろ～？　いっつもこう言うんやけど、ホントはホンマに心読めてるんちゃう？　って思うねん」

「怖いと言うより、凄すごいと感じますね。僕は人の心を洞察するのは苦手な方なので」

「そんな物は慣れだよ。環かん境きようさえあれば、歳をとるごとに少しずつ覚えていくさ。アンタはまだこれから。……昔何かあったみたいだけど、アンタには未来がある」

「ありがとうございます、しかし……本当に心は読めていないのですか？」

「できるわけないよ、あたしゃアンタが人の心って言った所で遠い目をしたから分かったんだよ」

　マジで!?

「そんな目をしていましたか？」

「中年のオヤジが昔を思い出すみたいな目だったよ」

　当たっとる！

「さて、驚いてるようだけどギルドの登録に来たんだろう？　夜も遅くなるし、さっさと手続きを済ませようじゃないか」

　そう言いながら登録用紙を渡わたされた。

　なぜ持ってるんだ……まさか本当に……今は手続きが先か。

「ん……ここの職種というのは何ですか？　職種は商人ではないのですか？」

「そこは自分がやろうと思っとる商売を書くねん。武器売りたいなら武器商人、とかな。複数書いてええんやで。必要なら後から追加もできるんやから、別に焦あせって今色々書く必要も無いで。裏に基本的な職種の表が載のっとるから、それ見て書いてや」

「分かりました」

　そういえば冒険者が行商をする事もあると聞いたな……とりあえずそれと……本命の店のために街商人？　という職種を記入した。

　……何この吟ぎん遊ゆう詩人って職種。言葉の意味は分かるが、これを商人と言うのか？

　そんな事を思いながらも、登録用紙を書き終えてギルドマスターに提出すると、ギルドマスターは用紙を見てこう言う。

「おや、アンタ冒険者だったのかい？　体に気をつけなよ、死んじまったら元も子も無いからね。それと、店を持ちたいのかい？」

「実は少し変わった商売を考えています。初めは冒険者業の合間に生活費稼かせぎの副業として行おうとしていたんですが、セルジュさんからギルドに登録し大々的にやるべきだと言われまして」

「セルジュが？」

「なんや、おもろそうやな。どんな仕事なんや？」

「洗濯屋です」

「洗濯屋て、金もろて洗濯するんか？　……セルジュ、それになんで態々登録さすねん。登録しといて損は無いけど、そんなん登録してもせんでもおんなじやんか」

「初めは私もそう思った。だがな、リョウマ様に話を聞いてこれは！　と思ったのさ。逆にギルドに登録しておかなければ儲けすぎて問題になるかもしれない」

「……そないに儲かりそうなん？」

「ギルドが問題視する程の利益が生み出せるなんて話なら、アタシも聞かせて貰もらいたいね」

　笑顔で目配せをするセルジュさん。この２人は大丈夫なんだろう。一応下手な事を言わないようにセルジュに任せる。そして説明が続くうち２人は驚いては唸うなり始め、次し第だいに笑い始めた。

「ヒッヒッヒ！　長生きすると、時折こういった事が起こるから面白おもしろいんだ！　リョウマ、アンタ面白い事考えるね。まさかスライム、それも新種とはいいじゃないか。こいつは縁えん起ぎもいい」

「確かに、いま聞いた話が実現すれば大おお儲もうけやな。そうなった段階で未登録じゃギルドも騒さわぐわな。その歳で面白そうな商売のネタ持っとるやないか。ちょい拝んどこ」

　なにやらピオロさんが俺に向かって祈いのり始めた。何してんのこの人？

「ピオロの事はあまり深く考えなくて構いませんよ。良い儲け話を掴つかんだ、あるいは掴みかけている人と話すといつもやる事ですから」

「運ってのは神様にしか操あやつれない物や。儲け話を引き寄せそうな奴やつを見たら、あやかりたいと思うのは人の性やろ？」

　まぁ、分からなくはない。

「しっかし、今日はめっさ驚いたわ。８年分位驚いたんちゃうかな。でも分かったわ、その商売ワイらには無理や。商売の考え方はともかく、洗濯屋はそのスライムが居おらへんのやったら割に合わんわ。でも、それを持っとるリョウマならイケル。自信持って、ええ商売しぃや」

「あたしゃアンタが気に入ったよ、この年になると些さ細さいなことじゃ驚かなくなってねぇ……アンタは将来性があるし、ちょくちょく顔見せに来な。茶と茶ちや菓が子しくらい出して、相談には乗ってやるさね」
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「ありがとうございます。頑がん張ばります」

「では次は店舗を決めましょう。ギルドマスター、お願いします」

「全く、ババア使いが荒あらいよセルジュ。ピオロ、アンタの左ひだり隣どなりの棚たなの上段。右から２番目の書類の束を持ってきな」

「ババァ使いが荒いとか言っときながら自分は動かんのかい！」

「いいからさっさと取りな」

「はいはい、わかりまし……なんやこれ、これ欠けつ陥かんのある物件ばっかり集めた書類やん。リョウマの店は将来有望やし、もう少しええとこに出してもええんちゃう？　何やったらワイも投資したるで？」

「バカタレ、セルジュにも言ったが、この子は妙みように真面目なんだよ。あんたらが金出したら遠慮するに決まってるだろ」

　この短時間でよく理解されたな、俺。確かに昔から生き真ま面じ目めとかバカ正直と言われてたよ。そして人の金で店を持つのは遠慮したい。借金なんて軽々しくする事じゃないし、そこまでして店を持つ気があるかといえば、無い。

　商人の眼力は怖いな……こう、武力じゃない怖さがある。

「さて、ピオロが言った通りこの書類の束は何かしら問題がある建物を集めた書類だ。だけどその分安いし、極きよく端たんな話アンタには受付と荷物置き場があれば良いだろ？」

「はい。作業は全部スライムに任せますから、水場もいりませんね」

「洗濯で商売しようっちゅう奴が水場いらんて、普通ならやる気あんのか！　って言うとこやけど……で、用意できる銭はナンボや？」

「小金貨７００枚あります」

「意外と持っとるな？」

「昔住んでた場所の近くに盗賊がいまして、毒で倒たおしたんです。そうしたら、それが高額の賞金首だったんですよ」

「それだけあるならば……ギルドマスター、私の店の近くに１つ、空き地があったでしょう。あそこはどうですか？」

「そうだね……確かあったはずさ……」

　そう言ってギルドマスターは書類を捲る。

「……ああ、あったよ。住宅街に面した場所だ。大きな酒場と宿、そしてその備品なんかを置く倉庫があったから立地は良い。

　ただその宿が火事を出しちまって、半分以上が消し炭になっちまった建物がまだ残ってる。今は草も生え放題で、建物ももう使えない。ここを使うなら前の建物の取り壊こわし、建てる前に地面の整地からやり直す必要がある。だから時間と金がかかるってんで売れ残ってる土地さ。建物と土地の整備以外には欠陥はないけど、どうだい？」

「リョウマ様、リョウマ様は優すぐれた土魔ま法ほうの使い手だと聞きき及およんでいます。そこなら広さだけはありますし、ご自分の好きなようにして頂けますが、如何いかがでしょう」

　自分の好きにできる、という所はとても魅み力りよくに感じる。

「土魔法が使えるなら、時間をかければ何とかできるかい？」

「そうですね……」

　クリエイト・ブロックとか土魔法、それにスティッキースライムの硬こう化か液で………………うん、いけるな。

「大丈夫です。……地図を見る限り、ここは住宅地に近い。本当に立地は良いですね」




　ギムルはやや南北に長い楕だ円えん形の頑がん丈じような壁かべに囲まれた街だ。

　街の真ん中には北門と南門を一直線に繋つなげる大通りがあり、東が住宅街、西が製鉄所等の工業区になっている。

　南門周辺には宿が多く、今俺が泊とまっている宿も南部。

　北門は鉱山（廃坑）に続く道のため、鉱山で働く人以外からはあまり使われなかった。廃坑になってからは鉱夫も使わなくなっていると聞いた。

　東門も鉱山に続く道、こちらは廃坑ではない。鉱夫などが職場である鉱山に行き易やすいよう、東部に住宅街が用意されている。

　そして今紹介された土地は街の中心からほぼ真東、丁度住宅街と大通りの間にある。ここなら住宅地も冒ぼう険けん者しやギルドも近く、西の工業区は比ひ較かく的てき遠いが道は分かりやすい。立地は最高に近いだろう。

　考えを口にすると、ギルドマスターが肯こう定ていした。

「そうさ。それで昔もここは人気の酒場だったね。仕事終わりの市民や冒険者、大勢の人がよく集まっていたんだ。今でもここに店を開けば人目につくだろうよ。その分、ある程度まとまった金が必要だけどね」

「なるほど……ではここでお願いします」

　正直、俺には土地の事はよくわからない。けどこの土地の立地が悪いとは思わない。住宅街や冒険者ギルドに近いのはいい点だし、俺の自由にできるのは魅力。セルジュさんの紹介だし、ギルドマスターやピオロさんもいい人そうだ。信用して良いだろう。

「良いのかい？」

「はい。立地は文句がありませんし、土地の整備も建物の取り壊し、再建も魔法と従魔のスライムで何とかなりそうです。何より自由に自分の店を作れるというのが気に入りました」

「ここはさっきも言ったけど割高で、小金貨５８０枚もするよ。それにここは土地が広いから地税に小金貨10、商業権と年会費を小金貨で60。計６５０取るけど、それでも良いかい？」

「問題ありません。生活費には余よ裕ゆうがありますから」

「確かに小金貨50も残れば、今年１年は貴族並みに遊んで暮らせる余裕があるだろうけどね……分かった、この土地をリョウマに売るよ。

　それから言い忘れてたけど商業権は登録時である今回のみ、地税も土地を買う時だけ倍になってる。来年からは毎年小金貨５枚の地税と収入に応じた税を納めるだけで良いからね。間ま違ちがえるんじゃないよ」

「分かりました、ありがとうございます」

　その後幾いくつか教えられたが、この世界で店を持つ方法はそれほど難しくない。ただギルドを通して土地や物件を買い、そこで商あきないをするだけ。帳ちよう簿ぼはいくらの収入があったか、いくらの支出があったかを記し、その中から利益に応じた税金と地税を加算した額を毎年ギルドに払はらうのみ。それさえできれば年齢も性別もさほど重要ではないという。

　稼げるかどうか、金を払えるかどうか、それが問題だと言われているように感じるな……




　なお、今回地税が倍だったのは地球で言う敷しき金きん礼金と同じ様な認にん識しきでよさそうだ。商業権は商いの規模に応じて変わり、露店などは中銅貨５枚で良いが、俺おれが買った土地の広さで店となると小金貨２枚になる。

　最後に年会費だが、これはギルドへの寄付金のような一面がある。本来の年会費は小額でいいが上限が決まっておらず、多めに支し払はらっておくとそれだけ払える財力を示す事になり、ギルドの評価に繋がるだけでなく優ゆう遇ぐうもされるそうだ。商人らしい。

　こうして諸もろ々もろの手続きを終えた俺は、３人に礼を言ってギルドを後にした。

　セルジュさんは近いうちに商業ギルドで開かれる会合に参加しなければならないらしく、その件でギルドマスターとピオロさんから何やら話があるようなのでギルドで別れた。

　ギルドの仕事の後は建築作業の日々が始まるか……洞どう窟くつじゃない建物は前世のバイト以来だ。昔の仕事はキツかったが、成果が目に見えて分かるのはやっていて楽しいとも思ったもんだ。

　少し楽しみになってきた。







２章22話　店作り・１







　魔獣討伐５日目　店建築１日目




「リョウマ、助けて欲ほしいにゃ……」

　仕事が昼休みに入り、食事をもらって休きゆう憩けいしているとミーヤさんたちがやってきた。その後ろからジェフさんとアサギさんとレイピンさん、皆一様に返り血まみれでどうしたんだろう……

「この血を落としてくれないか？　臭くさくてたまらないよ」

「ゴブリンですか？　また派手にやりましたね」

　言いながら、速すみやかにクリーナースライムに命令して７人の体を綺き麗れいにする。

「あ～やっと綺麗になった……リョウマ君のクリーナースライムってホント便利よね」

「助かったでござる。先さき程ほどまでのなりでは、昼飯を貰いに行きづらいでござるからな」

「まったく、ジェフは仕事が雑なのである」

「もう謝あやまっただろ……」

　７人が昼食を貰ってくるのを待って食べながら話を聞くと、彼かれらは新しく見つかったゴブリンの巣を潰つぶしてきたそうだ。この前のゴブリンの生き残りらしく、巣の規模は７人と他ほか数名の少人数で問題なく潰せる大きさだったが、問題は討とう伐ばつの後。死体の処理の段階でジェフさんが自分の槍やりで死体を刺さし、引ひっ掛かけてぶん投げるという豪ごう快かいな方法で１箇か所しよに集めていた時だ。

「早く片付いたのはいいが、積み上がったゴブリンの死体が不安定でな。ここに戻ろうと話していた所で崩くずれてきたのでござるよ」

　転がり落ちてくる死体は躱かわせても、死体から噴ふき出でる血しぶきまでは躱せず、レイピンさんに至っては死体の直ちよく撃げきをくらったらしい。

「大変でしたねぇ……」

「まったくだよ。リョウマがいなきゃ体が臭いまま飯を食って午後の仕事をしなくちゃいけない所さ」

「ゴブリンの汚よごれをこんなに手軽に落とせるなんて、本当にすごいですよ」

「ありがとうございます」

　そこで俺は７人に洗濯屋の事を話していないのを思い出した。

「そう言えば、３日前話した洗濯屋の事覚えてますか？」

「覚えてるぜ、それがどうかしたか？」

「あれ、今度から始めてみる事にしました」

「おっ、マジか？　何時からだ？」

「まだ店舗の用意などができていませんので少し先になりますね。値段はこの前話していたのと同じ中銅貨１枚です」

「店舗、という事は店を構えるのであるか？」

「知り合いの商人の方と相談をして、そういう事になりました。もう商業ギルドへの登録も済ませましたし、ちょうど昔倒した盗賊の賞金があったので土地も買ってあります。店員はギルドで雇うか、相談した商人の方が協力して下さるそうなので冒険者業も続けますよ」

「なるほど。その歳で店を構えるとは驚おどろきであるが、考えてみると当然であるな。我わが輩はいはもちろんの事、リョウマのスライムの能力を知っている冒険者はまず利用するのである。更さらに珍しい商売で噂うわさが広まる可能性は高い。繁はん盛じようすれば１人で行うのは難しいであろう」

「できない事は無いかもしれませんが、それでは冒険者業をする時間は取れなくなりますよね」

「はい。予想以上の大事になって驚いていますが、冒険者としての仕事も続けられるので良いかと。開店前にはお知らせしますので、是ぜ非ひご利用ください。集団で申し込むと値段がお得になる割引サービスもございます」

「お、そうなのか？　なら誰だれか誘さそってみるか……」

「リョウマ君がもう商人みたいににゃってるにゃ」

「元から丁寧な喋しやべりをしていた故ゆえ、違い和わ感かんがまったく無いでござるな」

　そんな話をしながら食事をすませ、今日も午後の仕事に励はげんだ。




■　■　■




「こちらがリョウマ様の土地になります」

「本当に広いですね」

　仕事を終えたその足でセルジュさんを訪ね、購入した土地を確かく認にんにきた。

　目の前には２階建てで崩れ放題な建物と、少年野球の練習場より少し小さい位の空き地があった。20ｍ×40ｍ位か？　広さだけならばセルジュさんの店より大きいだろう。

　地図で見た時はもっと狭せまいと思ってたんだが……

「この場所にあった酒場は宿屋も兼かねていましたからね。客室や倉庫などがあったのです」

「なるほど………ここを本当に好きにして良いんですか？」

「はい。敷しき地ち内ないでしたらどうぞご自由に。今日から作業を始められますか？」

「そうですね。今日は雑草刈かりと建物の取とり壊しを少ししたいと思います」

　スカベンジャーをディメンションホームから出し、建物から離はなれた場所にある草を食べるように指示を出す。あとは任せておけば雑草刈りは進むだろう。

　徐じよ々じよに倒れて飲み込まれる雑草のしげみを横目に確認して、俺は建物に張った防音結界で騒そう音おんを出さないよう、上の階から少しずつ天てん井じようの板を崩した。音と安全に気を配れば、近きん隣りん住民に迷めい惑わくをかける事はない。

　力業でガンガン作業を進めて天井を全すべて破は壊かいしたら、横の石壁を『ブレイクロック』で土に変える。天井の破は片へん、家具の残ざん骸がい、元は壁だった土など、それらを安全確認の後、豪快に外へ押し出せば内部は片付いた。

　残る骨組みや柱は『ウィンドカッター』で少しずつ解体。

　俺の建築知識はほとんどバイトで言われた事に従う単純作業とそれに伴ともなっての聞きかじりだけ……のはずが、この世界に来た際にレベル相応の知識が与あたえられていたようで、今では単純な作りの建物なら頑張れば設計もできる。解体もどこをどう壊せば建物が崩れるかが分かるので非常に楽だ。

　建築スキル凄い。魔法、超ちよう便べん利り。

　１時間程ほどで敷しき地ち半分の雑草刈りと建物半分の解体が終わり、夜よる遅おそくなるので帰る事にする。

　ちなみにこの作業中。セルジュさんはずっと様子を見ていて、スライムの数と俺の膨ぼう大だいな魔ま力りよくでゴリ押しの作業速度に驚いていた。




■　■　■




　魔獣討伐６日目　店建築２日目




　鉱山の魔獣討伐は今日で終わり。色々とハプニングもあったが、これでこの依い頼らいも達成だとギルドマスターから参加者全員に言葉がかけられる。

　しかし今後は俺が管理する事になるんだ。忙いそがしくてもしっかりやらないといけない。少なくとも向こうに住むまでは週に１回は見回ろう。と考えていると、ギルドマスターに呼び出された。

「リョウマ、ちょっと来てくれ」

「はい」

「まず今日までお疲つかれさん。今日の分の魔ま物ものの死体はいつもの所だ。それからこの依頼の達成を以もつて、お前さんは正式にＥランクに昇しよう格かくだ。で……公こう爵しやく家の執しつ事じから聞いたが、この廃はい坑こうの管理、お前さんがやるんだよな？」

「はい、そうです」

「お前さんなら大丈夫だと思うが、気をつけろよ。手が足りなければ何時いつでも言え、その報告もお前さんの仕事だからな」

「了りよう解かいです」

「しかし公爵家の援えん助じよを断って自立とは、お前さんもよく決断したもんだ」

「少々甘あまえ過ぎていた事に気づきましたので、気を引き締しめたいと思いまして」

「ガキなんだから無理はすんなよ。で、こっちが本題なんだが……その自立のためにクリーナースライムで洗せん濯たくの仕事もするとか聞いたがマジなのか？」

「本当ですけど、もうご存じだったんですか？」

「この依頼を受けた冒険者の間じゃかなり有名な噂になってるぜ？　連中は店が開くのを待ってるみたいだ。大方汚れっぱなしでほっぽり出してる服やらなんやらがあるんだろうよ」

「それは嬉しいですね。店の建造を急ぎますから、もうしばらくお待ち下さい」

「おう。もう１つ聞きたいんだが、俺も洗濯屋は利用できるんだよな？　値段は？」

「勿もち論ろん。どなたでもご利用になれますよ。値段は専用の袋ふくろ１つにつき中銅貨１枚となっております。また、集団向けのコースが２つあり、そちらに申し込まれると割引が利きますよ」

「ほー、なら職員集めて申し込みてぇ奴居ないか聞いてみるわ。……ぶっちゃけ、どのぐらい得になるんだ？」

「個人向けと一番大きい集団向けのコースを１週間分の支払いで比べますと、１人当たりの支し払はらい額がくが単純計算で２割減りますね」

「そんなに安くなんのか？」

「元々冒険者としての仕事の合間に最低限の生活費が稼げればいいと思って考えた仕事ですから、お安く請うけ負おうつもりです。割引は初回限定等ではなく、申し込んだコースによって毎回その割引がされますから、ギルドで申し込みをされると得ですね」

「なら、尚なお更さら声かけてみねぇとな」

「よろしくご検討下さい」

　話が終われば街に帰り、建物の解体作業に勤いそしむ。




　廃坑の仕事が昼前に終わったため、建物の解体と雑草刈りが全て終わってなお時間が残ってしまった。土地の整備はまだこれでいい、後はどんな建物にするか……

　ここで何気なく敷地前の道に目を向けると、子供たちが数人遠巻きに俺を見ていたのに気づく。

「何かご用ですか？」

　怖がらせないように声をかけると、子供の集団の中で一ひと際きわ幼い少年が答えた。

「お前、見ない顔だな？　誰だ！」

「こらリック！　失礼でしょ！」

　喧けん嘩か腰ごしの言葉に、隣となりに立っていた少女が幼い少年を叱しかり、代わりに一番の年長と思われる少年が頭を下げる。

「いきなりごめんね、リックはちょっとやんちゃでさ。それと仕事の邪じや魔ましちゃってごめんなさい」

「いえいえ、作業に夢中で気づきませんでしたから。それにちょうど終わった所ですし、問題ありませんよ」

　そんな事より、この子達の年ねん齢れいが気になる。

　子供だよな？　またあの６人組みたいに一番小さいのが年長だったりしないよな？

「そう？　ありがとう。君、凄いね。僕ぼくとそんなに年が違ちがうように見えないのに、あんなに魔法使えるなんて」

「お兄ちゃん、魔ま法ほう使つかい？」

「冒険者？」

　周りの子達から矢や継つぎ早ばやに質問が来る。無む邪じや気きかつ遠えん慮りよのない追求に少々押おされつつも返答しようとすると、その前に女性の声が飛んできた。

「ちょっと落ち着きな！　そんなに一気に聞いてもその子が答えられないだろ！」

　声のした方を振ふり向むくと、恰かつ幅ぷくのいい女性が立っている。

「悪いね、うちの子達と近所の子が迷惑かけて」

「迷惑なんてとんでもないです。あと、ありがとうございました」

「へぇ、その年で礼れい儀ぎ正ただしいね。うちの息子むすこにも見習ってほしいよ。アンタ、冒険者なのかい？」

「はい、先日登録したばかりですが」

「そうかい、頑張んなよ。今日は何か依頼を受けたのかい？　長い事あった空き地が綺麗になってるけど」

「いえ、今度ここで洗濯屋を開くので整備をしに。……あ、申もうし遅おくれました、僕はリョウマ・タケバヤシといいます」

「あたしはポリーヌ。このやんちゃなのが息子のリックで、こっちのおてんばが娘むすめのレニだよ」

「俺はリックだ、子分にしてやってもいいぞ！」

「何馬ば鹿かな事言ってるの！　ゴメンね。私はレニ、よろしくね」

「僕はトールだよ、よろしく」

「よろしくお願いします、リョウマ・タケバヤシです。皆みなさんこの近所にお住まいですか？」

「ああ、あたし達もこの子達も、全員そこの住宅街に住んでるよ。それにあたしはここの隣で花屋をやってるんだ」

「そうでしたか、ではお隣さんになりますね。これからよろしくお願いします。後日また挨拶に伺うかがいますので」

「いいよいいよ気にしなくて。それより洗濯屋って言ったね？　お金を払えば洗濯してくれる店なのかい？」

「はい」

　アイテムボックスから個人向けの袋をひとつ取り出し、簡潔に説明する。

「これが家庭用の袋で、これ１袋に入る服は中銅貨１枚で洗濯させていただきます」

　そう言うとポリーヌさんは興味を持ってくれたようだ。

「これ１袋で中銅貨１枚かい？　思ったよりだいぶ安いね」

「よろしければ、洗濯屋がオープンした際には一度無料で請負いますよ。お隣さんですし」

「本当かい？　じゃあ、一度頼たのんでみるよ」

　それからこの辺の話を少し聞かせてもらい、お礼を言って今日は帰る事にした。







２章23話　店作り・２







　店建築３日目




　昨夜宿で考えた結果、俺の建築スキルでは地下１階、地上２階までの建物が限界だと感じた。よって店は建築スキルの実験を兼ねて限界まで、地下１階と地上２階の建物とする。

　ただし土地全体を店にすると大きすぎるので半分を店てん舗ぽ、４分の１を従業員用の寮りよう、そして残りの４分の１を裏庭とする。

　店舗建設予定地でクリエイト・ブロックを使い、地下室掘ほりと石材作りを同時進行。できた石材はスライムに運うん搬ぱんと保管を任せる。

　その作業でできた大穴を建築スキルの知識を応用して作った土魔法、『ペイブメント』で舗ほ装そう・補強し、地面を頑丈な土台に変える。地面を押し固めて罅ひびも空くう洞どうも無い平らな一枚岩に作り変える感じだ。これにより地球で言う基き礎そ工事の割わり栗ぐり石いし・捨てコン・ベースコンクリートが一気に終わった。

　日本だと捨てコンとベースコンクリートの間に配筋という作業があったが、この世界の建築知識には無かった。良いのだろうか？　耐たい震しん性せいが心配だ。……地じ震しんのない国だと無い事もあるんだったっけ？

　地球の建築の知識はバイトの時のままで曖あい昧まいだし、こっちの世界の知識には無い。とりあえずこの世界の建築方法では基礎工事の全てが終わっている……中ちゆう途と半はん端ぱで逆に何か問題が起こっても困るし、とりあえず良しとしよう。

　スティッキーの硬化液をセメント替がわりにして先程作った石材を組み上げ、固めて更に補強。この作業は魔法が不要なのでスライムにも手伝いを頼たのんでどんどん進め、さらに魔法で石柱を設置。地下室とその壁、１階の床ゆかを作り上げ、店舗の外がい壁へきになる部分を作る。

　本当に魔法は便利だ。ここまで木材を、そしてお金を１スートも使ってない。石の箱の中に石の柱と壁を設置して補強しているような単純な作りだけど、強度が十分なのは分かる。

　あまりに順調すぎて一いつ瞬しゆん、学生時代に教科書で見た古代の神しん殿でんの柱みたいにしてみようかと遊び心が出てきたが、止める。店の地下室をそんな豪ごう華かにしても仕方がない。

　魔力もだいぶ使ってるし、今日は作業もここまでにするか……




■　■　■




　店建築４日目




　１階の床の上に、硬化液と石材で壁と部屋の仕切りを作る。その後２階も作っていく。今日はこれだけで１日を費やした。




■　■　■




　店建築５日目




　天井を作り、内装を整える。廃坑付近に生える木を切きり倒し、木工スキルの知識に従って魔法で加工を試みた。

　錬れん金きん術じゆつで木の水分を少しずつ抜ぬき、風魔法のウィンドカッターを応用して地球の木材加工用の丸まる鋸のこをイメージした新魔法『サークルソー』を開発。板にできたものを更に、風魔法と土魔法を合わせて作った魔法、『ポリッシュホイール』で研けん磨まして表面を綺麗にする。

　イメージはブレイクロックで砂を作り、風魔法のサークルソーの周りに纏まとわせてタイヤのように回転させる。物を切るのではなく、高速回転する風の中の砂で物体の表面を研磨する魔法だ。

　錬金術で乾かん燥そうさせた木は、水分を取り除けるのは良いが一気に水分を抜くから反り返りや割れができる物も多い。まぁ柱にする訳ではないので良いだろう。

　板や木材には加工できたが、木材作りで１日を終えてしまった……




■　■　■




　店建築６日目




　昨日の木材で棚やカウンターを作る。その後粘ねん着ちやく液えきをニス替わりにしてコーティングした後に乾燥させ、更に壁や床にも粘着液で板を貼はっていく。石造りの建物は店としては内装の雰ふん囲い気きが重苦しく感じたからだ。

　土魔法も使って調整することで内装を木造風に変へん更こうしたが、ここでクリーナースライムが妙な動きをしているのに気がついた。

　作業で出た木き屑くずやゴミを食べてる？　汚れは食べるが、ゴミは今まで自発的に食べたりしなかったのにな……スカベンジャーならやってたけど……ん？　食べてるんじゃない、集めて、吐はき出だして１箇所に……掃そう除じか!?

　急いでクリーナースライムを魔獣鑑かん定ていしてみると、スキルに清せい掃そう作業レベル１というスキルが増えていた。こんなスキルあるのかよ、というか、スライムが覚えるスキルなんだろうか？　…………今いま更さらだな。棒術とか覚えてるやつもいるし。

　気になって他のスライムも調べたら、アシッドスライムが木工レベル１を覚えていた。

　取り壊した建物の木材を処理して貰もらったり、ちょっと道具与えて木材削けずらせたり、木材溶とかさせて簡単な加工はさせてたけど……この世界のスキルってこんなもんで得られるの？

　……まぁ、作業が捗はかどる分には困らないな。うん。

　その後、板は俺が切り出し、大きさや形を整える作業はアシッドスライムに任せることで、また作業速度が上がる。でき上がった木材を見た感じ、アシッドスライムは意外といい仕事ができるみたいだ。




■　■　■




　店建築７日目




　お客から見える部分の内装は整った。残るは外装。単に土を固めたブロックの色でも業務に支障は無いが、ちょっと手を加えたい。洗濯屋、つまりクリーニング店……イメージ的には白いイメージ。外壁をできれば白く、少なくとも土色より清潔感のある色にしたい。

　こればかりは土魔法ではどうしようもないので、セルジュさんの所に行って聞いてみることにした。

「壁の色を白く、ですか……」

「できませんか？」

「可能です、しかし、商売を行う店舗にはあまり使われませんな。大たい抵てい貴族の館やかたの壁に使われますが、白い石材は少々高く汚れも目立ちます」

「それは確かに……しかし、洗濯屋としては今の外壁の色はどうかと思うんです。土の色の外壁より、白い外壁の方が清潔に見えるでしょう？」

「そうですな。その点は非常に納なつ得とくできます。しかし在庫もそれほど多くはないのです」

「そうですか……」

　というかそもそも建築の事なら普ふ通つう大工か工務店に行くものだよな？　いまさらだけど。

　むしろどうして少しでも在庫があるんだろう？

「我わがモーガン商会の強みは品しな揃ぞろえにありますからな。在庫がなくても、時間を頂ければ大抵の品は手に入れられますぞ」

　と言うことは取り寄せることはできるのか。でも土地を買うのにだいぶお金を使ってしまったし…………そう言えばこの街は鉄鉱山のある鉱山街だよな？

「セルジュさん、この街は製鉄所もありますよね？」

「ございますが、それがどうかなさいましたか？」

「製鉄所があるという事は、製鉄に石せつ灰かいを使ってませんか？」

「よくご存じで。確かに石灰は使われています」

「その石灰を手に入れる事はできますか？　できれば安く」

「可能です。私共の店でも取り扱あつかっていますし、元々さほど高い物ではございません」

「良かった。でしたら石灰を固めて白い石材にできるかもしれません」

　石灰なら日本でも漆しつ喰くいの材料として使われていたから建材としても、色も問題ないはずだ。生あい憎にく漆喰の作り方までは知識に無いが、魔法でブロック化できればいい。上からスティッキースライムの粘着液を塗ぬれば、雨や汚れも落ち易くなるだろう。

　セルジュさんにもその発想は無かったらしく、早さつ速そく用意してくれたのは生せい石せつ灰かい。水と錬金術を使う事により消しよう石せつ灰かいに変化させ、一塊にする事で石材が精製できた。

　しかし、セルジュさんが安価で白い石材という点に若じやつ干かんの興味を示していたので、石灰の大おお袋ぶくろを大量に買い込んでさっさとお暇する。いい人なんだけど、今は店作りに集中したい。




　店に帰り、黙もく々もくと大量生産した石材をこれまた黙々と外壁に貼り付つけ、日が沈しずみ始める前に白い石材で壁を覆おおい、隙すき間まも魔法と石灰で固めた後でスティッキースライムを総動員。粘着液でコーティングされた白い外壁が完成した。

　石灰が結構余ってしまったが、とりあえずディメンションホームの中にとっておく。

「大分形になってきたな」

　突とつ貫かん工事で建物は概おおむねできてきた。しかし、店が白いと今度は店の周りが淋さびしくなってくる。

　むき出しの土じゃなくて芝しば生ふか花でも植えたいが…………

　…………そういえばお隣さんが花屋だった。種か何かも売ってるかも。

　善は急げで行ってみる。すると店の前に立った瞬しゆん間かん声をかけられた。

「いらっしゃいませー！　あ、リョウマ君！」

「こんにちは、……レニさん」

　一瞬名前が思い出せなかった。

「さんは要いらないよー。アタシの方が年下だし、レニでいいよ。で、何か用？」

「じゃあレニ、花か芝生の種を買いたいんです」

「種？　何種類かあるよ。ちょっと待ってね。おかーさーん！」

　レニが店内に向けて大声を出すと、カウンターで２人の女性と話をしていたポリーヌさんが返事をする。

「何だい大声で、はしたないよ」

「お母さんがおしゃべりに夢中だったからでしょ！　それよりお客さんだよ！」

「おや、リョウマ君じゃないか。何か買いに来たのかい？」

「あら、この子がリョウマ君？」

「こんなに小さいのに凄すごいのね」

　ポリーヌさんと井い戸ど端ばた会議をしていた２人の女性までついてきた。

「初めまして、リョウマ・タケバヤシです」

「あら、本当に礼儀正しいわね。うちの子にも見習わせたいわ。私はキアラよ、よろしくね」

「メリーよ、よろしくね。噂は聞いてるわよ」

「噂？」

「アンタ、ここのところずっとウチの隣で店作ってるだろ？　思ってたよりかなり立派だからさ、アンタが凄すご腕うでの魔法使いだって噂になってるんだよ」

「生活に使える魔ま法ほうばかり使ってきたので、こういう仕事が得意なだけです」

「あんだけ頑がん丈じようそうな建物を建てられりゃ十分凄腕さ。それに大量のスライムを飼ってるって噂もあるね」

「それは事実です」

「知ってるよ、あたし達はこの目で見たからね」

「すごい数のスライムが、リョウマ君が作った石を運んでる所とかね」

「あれを見てたんですか」

「スライムがあんな動きをする所を初めて見たわ。ついつい見入っちゃった」

「ギムルじゃ従じゆう魔ま術じゆつ師しも珍めずらしくはないけど、いかつくて怖こわい魔獣ばっかりだからねぇ。おっと、買い物だったね。何が欲しいんだい？」

「花と芝生の種が欲しいんです、ありますか？」

「あるよ。花の種は種類によって値段が変わるけど、芝生は１袋１３０スートだ。どれくらい必要なんだい？」

「今建ててる店の周りの土を覆うくらいの芝生が欲しいですから……」

　どれくらい必要か考えていると、そんな俺を見てポリーヌさんが手助けを申し出てくれた。

「ちょっと店を見せてくれるかい？　アドバイスするよ」

「よろしくお願いします」

　ポリーヌさんを案内すると、後ろにレニやキアラさんとメリーさんも続いている。全員来るのか。

　４人は俺の店を見て立ち止まり、店をしげしげと眺ながめはじめた。

「どうかしました？」

「ちょっと驚いちまったよ。この店、今朝までこんな色じゃなかったろ？」

「さっき塗り替かえたばかりなんですよ。洗濯屋をやるのに土の色の店ではイマイチ清潔感が無いと思いまして。石灰を買ってきて魔法とスライムでちょちょいと」

「はぁ～、アンタほんとに仕事が速いんだね」

「確かにこの方が綺麗ね」

「洗濯屋だったかしら？　うちも一度頼んでみようかな？　洗濯の時間が節約できれば家事に余よ裕ゆうができるし」

「是非、お試し下さい。せっかく知り合えた事ですし、初回１袋分だけ無料で洗濯させて頂きますよ」

　２人にもアイテムボックスから出した袋を１枚ずつ配る。こういう機会に顧こ客きやくを獲かく得とくしておかないとな！

　その後ポリーヌさんに見立てて貰い、芝生の種15袋と４種類の花の種を２袋ずつ購こう入にゆう。種まきは明日から行うことにする。

　そう言えば、ギルドの掲けい示じ板ばんに広告を出せるって誰かから聞いたっけ……？

　スカベンジャーに肥料を作って貰うためにも、明日はギルドに行こう。

　そうと決まれば、帰って広告の内容を考えないと！







２章24話　店作り・３







「う～……」

　宿に戻もどり、広告の内容を考える。しかし１つだけ中々決まらない事がある。店の名前だ。単純なものしか思おもい浮うかばない……

　俺おれが悩なやんでいると、セバスさんが訪ねてきた。

「リョウマ様、お戻りですか？」

「はい、いますよ」

「リョウマ様、お嬢じよう様さまがたがお茶をご一いつ緒しよにどうかと申されております」

「いいですね。ちょうど作業が行いき詰づまっていた所でして。有あり難がたく頂きます」

　気分転てん換かんしよう。

「お待ちしてましたわ、リョウマさん」

「ささ、座すわって座って」

「ありがとうございます」

　お茶が配られ、俺はそれをひと口飲む。そこでラインハルトさんが尋たずねる。

「最近、頑がん張ばっているみたいだね。頑張り過ぎてないかい？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「作業の進み具合はどうかの？」

「店はほぼ完成しました。あとは明日店の周辺に芝生と花の種を蒔まいて木属性魔法で育て、看板と営業中の札などを作れば最低限の準備は整うかと思います」

「ええっ!?　もうそこまで完成してるの!?」

「リョウマ君、やっぱり無理してないかい？」

「いえ、特に問題はありませんが」

「リョウマ様、リョウマ様は土魔法で建物を建てていると聞きましたが、魔力は毎日どれほど使われていますか？」

「そうですね……魔力切れの症しよう状じようが出る少し前には魔法の使用はやめています。後は手作業でできる事をいろいろ」

　その言葉を聞いて俺以外の人が全員溜ため息いきを吐いた。

「それは十分に働きすぎだよ……」

「リョウマ様が魔力切れ直前までとなりますと、宮きゆう廷てい魔道師でも軽く倒たおれてしまう量の魔力を使っている事になります。１人が行う仕事量としては、間ま違ちがいなく働き過ぎと言えるでしょう」

　そういや俺の魔力、異常に多いんだった。

「今気づいたという顔をしておるのぅ」

「なんか、急に心配になってきたわ。本当に１人にして大丈夫かしら……」

「大丈夫ですよ。昔の仕事場に比べれば何て事ありませんから」

「昔の仕事場って何をなさってたんですの？」

「へ……？」

　口をついて出たけどＳＥとかプログラマーと言っても分からないだろうな……バイトの話をするか。

「色々やりましたね……普通の荷運びもそうですし、ちょっとした人形作りもやった事がありますし」

「そうですか……リョウマさんは、お仕事が苦しいとか思った事はありませんの？」

「辛かった時もありましたが、働かなければ生活ができませんでしたからね……それに、全てが辛いだけでもなかったです。さっき言った荷運びは建築現場の資材運びでしたが、建物が段々とできていくのはおもしろいとも思いましたね。完成した時は達成感がありましたし。人形作りは指定された場所に指定された色をつける作業の繰くり返かえしでしたが、でき上がりが良かった時は嬉うれしくなる事もありましたから」

「そうですか。私も将来そんな遣やり甲が斐いを見つけられる仕事に就つきたいですわ」

　え、お嬢様は働くのか？　公こう爵しやく令れい嬢じようなのに？

　そんなことを考えていると、お嬢様は人形の事を気にしているようだ。やっぱり女の子だなー……

「もし良かったら今度お嬢様にも作りましょうか？」

　深く考えず、その場の勢いで口走ってから思い出した。俺が作ってたのって、男の子向けの奴やつばっかりだ。

「本当ですか!?　もしお時間ができたら是非！」

　……いかーん!!　いろんな意味でマズイ！　趣しゆ味みと実益を兼ねて色々作ったが、こっちの人にはネタが分からんだろう。それにお嬢様の歳では見てはいけない、大きなお友達向けのものも論外となると……

「どうかされました？」

「いや……モデルがちょっと……僕の担当していた作業は色付けで、今考えたら土台がなくて……」

「あら？　リョウマさんは土魔法がお上手ではありませんか」

　……それもそうだね。ここに来て土魔法の便利さが仇あだに……

　仕方ない。自分で言い出したんだし、適当に何か当あたり障さわりの無い物を作ってみよう。

「分かりました。時間ができたら作ります」

「お願いします」

「セバスさん、画材や絵の具などはどこで買えますか？」

「それでしたら、明日までにご用意しておきます」

「ありがとうございます。店の看板にも使いたいので絵の具を多めにお願いします。あとでお金は渡わたしますので」

「かしこまりました」

　それからはたわいもない話をして、部屋に帰った。帰る際に無理をしすぎるなと念を押されたな……気を付けよう。

　そういや店の名前どうしよう……………………………………単純でもいいか。おぼえやすさの方が重要だし。

　ゴブリンの汚よごれもお安く落とします！　洗濯代行業者　バンブーフォレスト竹林

　広告はこれで決まりだ。




■　■　■




　店建築８日目




　セバスさんから画材と絵の具を受け取り、お礼を言ってギルドへ向かうと受うけ付つけ嬢じようのメイリーンさんから声がかかった。

「あら！　リョウマ君じゃない、廃坑の依頼が終わった後からギルドに来なくなったから心配してたのよ？」

「申し訳ない。色々と忙しくて」

「そうだったわね、お店を作ってるんでしょ？　ギルドマスターから聞いたわ。その年で凄いじゃない」

「ありがとうございます。そうだ、その件で１つ聞きたい事が」

「何かしら」

「何処どこかでギルドの掲示板に広告が出せると聞いたんですが、本当ですか？」

「広告？　ん～、ギルドではそういうサービスは無いわ。多分、リョウマ君が聞いたのはアレの事よ」

　メイリーンさんが指し示したのは、ギルドの隅すみにあった１つの小さな掲示板だ。

「パーティー募ぼ集しゆうの掲示板。仲間が欲ほしい人が自分の情報や仲間にしたい人の募集要よう項こうを書くの。お店の宣伝をする掲示板は無いわね」

「そうでしたか、ありがとうございます」

　こうなるとコツコツ自分で宣伝したりクチコミで広まるのを待つしか無いのか？　チラシ配りや張り紙は紙の値段が微び妙みように高いし……

　例外的にトイレットペーパーだけは使い放題。昔、歯ブラシとトイレットペーパーを生み出す魔法道具を製作して世界中に広めた男（おそらく転移者）が居たかららしいが、宣伝をトイレットペーパーに書いて配る訳にもいかない。

　絶対に脆もろいしすぐ捨てられそうだ。店の宣伝はとりあえず後にして仕事しよう。

「メイリーンさん、今日はゴミ掃除とかそういう依い頼らいはありませんか？」

「それならまずギルドマスターの部屋に行ってくれるかしら？　次にリョウマ君が来たら呼べって言ってたから、たぶん仕事の事でもお話があるから」

「分かりました。行ってみます」

　そしてギルドマスターの部屋に行くと、ギルドマスターに笑え顔がおで迎むかえられた。

「リョウマ！　やっと来たか！」

「こんにちは。１週間ぶりでしょうか？　店の方にかかりきりでしたので」

「早速で悪いが、汲くみ取とり槽そうの掃除の依頼を受けてくれ」

　何？　汲み取り槽の掃除はあの６人組とかスラムの人に……

「それなんだがなぁ……今お前が言った６人を含ふくめて引き受ける奴らも出てきたけどよ、まだ人手不足なんだわ。お前に絡からんだサッチの仲間の内、軽めの罰ばつ則そくで済む程度の奴らにもやらせてるが、まだ足りねぇ。あと仕事のできもお前さんのやり方ほど綺き麗れいにはならねぇってよ。

　金のない奴らに仕事回したいのは俺も同じだけどよ……ギルドとしてはあんま依い頼らい人にんを待たせんのは良くないんだ。それにお前が来る前の５ヶか月げつが相当キツかったんだろ。もうあの時みたいな臭においはこりごりだ！　一時は臭いまで綺麗さっぱり無くなったじゃないか！　今度もそうしろ！　って気の早い奴らが苦情送ってきてんだよ。頼む、手が足りてねぇ分だけでいいから」

　うわぁ……綺麗にし過ぎたか？　一度生活環かん境きようのレベルが上がると戻すのが辛いってことか？　……それもあると思うけど、何より５ヶ月が辛かったんだろうな……

「まぁ、理由は分からなくもないですね。あの臭いは本当に酷ひどかったですから………………了りよう解かいしました」

「助かるぜ」

　すぐに依頼を受け、汲み取り槽の掃除に取り掛かかった。

　スカベンジャーを最大限に活用すれば、あっという間に掃除は終わる。

　後は達成報告と報ほう酬しゆうの受け取り。そして店での作業だ。




　スカベンジャースライムに頼み、養分還かん元げんのスキルで食事から得た養分を肥料にして吐き出して貰う。臭いの無い泥どろのようなそれを店の周りの土に混ぜ込み、芝生や花の種を植えて水を撒まく。

「暗くなってきたな……」

　掃除の仕事に時間を費やしたからか、そこまでで日が暮れ始めた。

　昨日働きすぎと言われたばかりだし……今日はここまでにしておくか。




■　■　■




　店建築９日目




　朝から芝生や花の種を蒔いた地面に魔法で水をやり、木属性魔法の『グロウ』で種の成長を促そく進しん。魔法をかけ始めてから３時間ちょっとで店の周囲に芝しばを青々と茂しげらせ、花を咲さかせる事に成功。

　この魔法は便利だけど、土に水と栄養が足りないとその分魔ま力りよくの消費が増えるし、この魔法で急成長させていくと高確率で土が栄養不足になるというデメリットがある。スカベンジャーの肥料がなかったらこんな広こう範はん囲いに短時間で芝生を茂らせるのは俺の魔力量でも無理だろう。

　成功したからそれはいいが……後は風属性魔法で伸のびすぎた芝を適度に刈かり、スカベンジャーに刈った芝のみを食べて貰うだけで周りの整備が完かん了りよう。続いてとうとう店の顔、看板に取り掛かる。

　切り出した木の板の１枚を白く塗って、まずは大きく『洗せん濯たく代行業者　バンブーフォレスト』と書きこむ。両りよう脇わきには竹林とその根元にひっそりと寄より添そうスライムの絵を描き加くわえ、あとはこれを一いつ旦たん乾かん燥そう。後で防水とツヤ出し加工をして完成になる。

　乾燥の間は洗濯の値段表など、細々した物を作り、店の最終確かく認にん。

　次は……接客とか営業の流れの確認か？

　ならプレオープンとしてジェフさん達に頼んで試させて貰うか……いや、いっその事完成祝いも一緒にやるか！




　思い立ったが吉きち日じつ。一応開業に最低限必要なものが揃そろったのを確認し、帰る前にセルジュさんの所へ寄ることにした。

「ようこそいらっしゃいました、リョウマ様」

「こんばんは、セルジュさん。早速本題に入らせて頂きますが、今日で一応店の形が整いました」

「本当でございますか!?　随ずい分ぶんとお早い……」

「冒ぼう険けん者しやギルドの知り合いに開店を待ち望むと言われた事もありまして、ここしばらく気合を入れて店作りをしていたので、何とかなりました。そこで形も整った事ですし、今度知り合いを集めて店のお披ひ露ろ目めと知り合いから仕事を受ける事で一連の作業に問題が無いかなどを確認したいと思います」

「本格的な営業前の最終確認という事ですな？」

「はい。本格的な営業はその翌日からという事で、その後は軽食などを食べつつ、完成祝いもしたいと思います。よろしければセルジュさんにも参加して頂きたいのですが、ご都合に空きはありますか？」

「お誘さそいありがとうございます。そうですな……明日は少々予定がございますが、明後日以降なら２週間は何の予定もございません。そちらの都合のいい時間で構いませんよ」

「ありがとうございます。知り合いにも確認をとり、決めさせていただきます」

「リョウマ様、その際は２人ほど連れて行っても宜よろしいですかな？」

「問題ありませんよ。ピオロさんとギルドマスターですか？」

「いえ、我が商会の者です。以前約束した補ほ佐さができる者を紹しよう介かいさせていただきます。仕事に慣れる為ためにも早めに会って頂く方がよいでしょう」

「お心こころ遣づかい、感謝します」

　そういやそういう話になってたな。従業員の宿舎作っといて、店員さんの事忘れてた。１人だと冒険者としての仕事ができないから、かなり重要だ。ホントにありがたい。

　改めて礼を言い、店を出る。

　次は冒険者ギルドでギルドマスターとメイリーンさんに同じ事を話して予定を聞いた。２人とも３日後が休みらしく。ジェフさん達、疫えき病びよう防止作戦に参加した人達にも声をかけておいてくれるそうだ。ギルドには明日また来よう。

　さらに商業ギルドにも行き、ギルドマスターに伝言を頼もうとしたら応接室に通された。

「よく来たねぇ。あれから１週間ちょい、作業は順調かい？」

「おかげさまで、なんとか店の形は整いました」

「もうできたってのかい？　建物のできにもよるけど、アンタ大工でもやっていけるんじゃないかい？」

「簡単な構造の建物しか建てられませんよ？」

「それで十分さ。凝こった家なんて貴族か変わり者しか建てやしないんだからね」

　それもそうか。

「今日は店ができた報告に来たのかい？」

「それに加えて知人を集めて仕事を受け、業務の手順を確認したいと思っています。その後、軽食などをつまみながら完成祝いをしたいのです。ギルドマスターにはお世話になりましたし、もしよろしければ」

「あたしを誘ってくれるのかい？」

「大した物は用意できませんし、他ほかの知り合いもいますが。それでよろしければ」

「ひっひっひ、気楽な宴えん会かいってことでいいんだろ？　その方が嬉しいさね。立場上、そんな集まりに呼ばれる事なんてなくなったからねぇ。表向きは気楽でも、行ってみたらガッチガチにお堅かたい集まりなのさ。でも、冒険者仲間が出るってんなら本当に気楽にやるつもりなんだろう？」

「はい、僕ぼくも堅かた苦くるしいのは苦手ですから。言こと葉ば遣づかいも表面的な部分を取り繕つくろうだけの物ですし」

「分かった、いつだい？」

「今のところは３日後を考えていますが、ほかの方々の予定も聞いてから最終決定を……明日にはギルドに伝言を残します。それからピオロさんとの連れん絡らくの取り方を教えて頂けませんか？　彼かれにも時間があればご参加頂きたいので」

「アイツは３日後なら大丈夫だよ。アイツは別の街に拠きよ点てんを持っていてね、ここに明日の会合に来るってのを口実に休みを取ってるはずさ。あたしが声をかけておいてあげるよ」

「よろしくお願いします」

　礼を言って商業ギルドを後にする。

　それからはテイマーギルドにも顔を出してから宿へ帰り、お嬢じよう様さま達たちに洗濯屋のプレオープンと店てん舗ぽ完成祝いのお誘いをした。するととても喜ばれ、公こう爵しやく家４人とセバスさん、アローネさん、リリアンさん。それに護衛の中からジルさん達４人も参加する事が決定した。

　これで参加者はお嬢様達11人＋冒険者ギルド組11人＋商業ギルド組５人の計27人。俺を含めて28人。実績がないので当然だが、今日は会えずに返事を貰えていないテイラー支部長が来るとしたら29人になる。……完成祝いの会場は従業員用の休きゆう憩けい室しつになるな、あそこなら広さは大丈夫。

　明日は冒険者組の予定確認と他への連絡だ。




■　■　■




　10日目




　ギルドで確認した所、冒険者組も全員参加が決定。また、テイマーギルドでは昨日残しておいた伝言をちゃんと伝えてくれたようで、テイラー支部長も参加できるとの伝言を受付で渡された。

　それを聞いた俺はセルジュさんの店とギルドに明後日の朝から試験開業、昼から完成祝いを行いますと伝言を残す。

　後は１週間ほど放置していた廃はい坑こうの見回りと道中の魔獣討伐を行って宿に帰り、お嬢様達にも明後日の事を伝えて１日が終わった。







２章25話　店作り・４







　11日目




　朝から買い物に奔ほん走そうして大量の食材を購入し、今日のうちからできる料理の下ごしらえや用意に時間を使う。

　明日のメニューはサラダとミートソーススパゲッティーとステーキ。それにデザートはアップルパイ。

　何を出すかは迷ったが、この世界にもパスタやステーキはある。そういった無難な物にしておけば困らせる事は無いだろう。パーティー料理っぽくはないかもしれないが。

　パーティー向きの料理と言えば、俺の中ではピザなんだけど、まだこの世界では見たことがないのでやめた。

　飲み物は水とお酒に果物のジュースを２種類。

　お酒は祝いの席なので少々奮発して30人分で小金貨３枚の予算を店員に伝えて薦すすめられた物を購入しただけだが、果物のジュースは自家製だ。

　そして料理には錬れん金きん術じゆつが思いのほか役に立った。例えばスパゲッティーの麺めんを打った後、錬金術で水分を分ぶん離りすると即そく乾かん燥そう麺めんになる。これで明日は茹ゆでるだけ。ジュースも果物を潰つぶして果か汁じゆうを分離すれば搾しぼりかすが取り除かれ、１００％果実ジュースになる。

　錬金術ってこんな使い方でいいんだろうか？

　あとは……ミートソースを作るのに前世では市し販はんのコンソメとかを使っていたけど、それはここにはない。今日のうちに鳥と野菜のスープを作っておく事にした。これに明日、トマトと今日肉屋で買った肉をひき肉にして炒いため、スープを加えて味を調ととのえればそれらしくできるだろう。

　できあがった物は木製で全面スティッキースライムの硬こう化か液コーティングされた箱に、本来外からの冷気を防ぐ防寒結界を逆に、内から外に冷気を逃にがさないように張った保冷庫に入れて保管。

　ちなみにこの保冷庫、鑑かん定ていを使うと保冷庫という１つの物の説明に、内部の○○が傷みかけている、など中身の種類や鮮せん度どなどの情報も一緒に確認できる優すぐれ物ものだ。……保冷庫の効果と言うより鑑定魔ま法ほうの小こ技わざと言ったほうが正しいか。




　料理が終わると夕方より少し早い微妙な時間だった。

　これからギルドに行くには遅おそいし、帰るにも早いかな……？

　そのままフラフラと街を歩いていると、教会が目に付く。

　そうだ、最近祈いのれてなかったし祈っていこう。

　思いつきで教会に足を向け、今日は10代と思われる少女に出で迎むかえられた。

「ようこそいらっしゃいました。本日はどのようなご用件でしょうか？」

「時間ができたので神様に祈りを捧ささげたいと思いまして」

「そうでしたか、ではこちらにどうぞ」

　案内されたのは祭さい壇だんの前に沢たく山さんの椅い子すが並ぶ広い部屋。ここで自由に祈ればいいらしい。少女はごゆっくりどうぞ、と一言言い残して部屋を出ていく。

　ごゆっくりと言われてもな……と考えつつ、手近な椅子に座って手を合わせ目を瞑つぶる。

　それから数秒。




　体から何かが抜ぬけていくような、しかし悪くない感覚に包まれる。

　目を開けると……そこは２度も見た真っ白な部屋だった。




「また来たのか……？」

「うん、来ちゃったね」

　後ろからのその声に、振ふり向むくとそこにはクフォが居た。

「クフォ、また会ったな」

「久しぶり～って程ほどでも無いね。前回から１ヶか月げつ経たってないし」

「今日はガインとルルティアは居ないのか？」

「うん。ちょっと出かけてるよ」

「え、神様は出かけるのか？」

「滅めつ多たにあることじゃないけどね」

「へー、何処どこに行ってるんだ？」

　俺がそう言うと、クフォはしまった！　という顔をした。

「あ……えっと、実は君が元いた世界」

「地球に!?　なんでまた？　まさかまた人を呼ぶのか？」

「いやいや！　そんなんじゃないよ、今回のは……」

　そこでクフォが言いい淀よどむ。

「今回のは？　言いにくいのなら無理には聞かないが……」

「う～ん…………竜りよう馬ま君なら良いかな？　観光だよ」

「は？」

　観光？

「ルルティアは君の世界のスイーツ巡めぐりをしてるし、ガインは日本のアイドルグループの曲とかにハマったみたいでさ」

「何だその理由!?　別にいいけどさ……そんな気軽に世界って行き来できるのか？」

「基本的に神は互たがいに互いの世界とは不ふ干かん渉しようだよ。でも僕らと地球はずっと前から人と魔力をこっちに寄よ越こして貰もらうって形で交流してるし……この世界って娯ご楽らくが少ないからね。ほら、ルルティアのスイーツ巡りだってこっちの世界では大した種類が無いし、君の世界の物に比べたら不味まずいし」

「まぁ、それはそうかもしれないな」

「僕もこの前地球の秘境巡りをしたよ。生命神として厳しい環境で生き抜く生物を見て回ったりね。アマゾンとか、サハラ砂さ漠ばくとか、アトランティスとか、深海とか」

「１つおかしな場所が混じってるぞ!?」

「この事は他の人間には秘密だよ？　神の威い厳げんが無くなるから」

「いや、スルーするなよ。大体言っても誰だれも信じないだろう……」

「それもそうだね」

　クフォは外見相応にケラケラ笑う。

　……話のスケールが壮そう大だいじゃなかったら、神様なのを忘れそうだ。

「でも、ガインのはともかくルルティアのスイーツの方はもう少し広まってても良いんじゃないか？　転移者多いんだろ？　この世界」

「それはそうなんだけど、料理のレシピとか広まりにくいんだよ。こっちの世界は地球みたいにネット？　とかいう便利な物ないし、砂糖や香こう辛しん料りようも手軽には手に入らないんだから。香辛料をふんだんに使った料理なんて高級品だって知ってるでしょ？」

「ああ、確かに」

「王族とか貴族の贅ぜい沢たく品ひんとして幾いくつか伝わってるけど、庶しよ民みんには材料からなかなか手が届かないよ。だから転移者がこっちの世界で故郷の料理を作ろうとしても作れないか、作れても後世に伝えられないか、伝えられても段々と失伝していくからね。例えば……君の最近出会った人にピオロ・サイオンジって人がいるでしょ？」

「いる。サイオンジって家名で思ってたが、やっぱり転移者の子孫か？」

「うん。転移者はお好み焼き屋の息子むすこで、料理の専門学校に通ってた学生だったはずだよ。

　この世界でお好み焼きを作ろうとしたけど、ソースが作れない、具にする魚ぎよ介かい類るいが手に入らないって事で、材料を掻かき集あつめるために世界中を巡った人でね。その路銀や材料費を捻出するために道中行商と屋台で荒あら稼かせぎしてたんだ。その結果、お好み焼きを作れて満足はしたけど普ふ及きゆうはできなかったんだ。
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　そしてお好み焼きを作るまでの過程で得た人脈と食材の知識を利用して、食材を中心として取り扱あつかう商会を立ち上げたんだ。それが現在のサイオンジ商会の成り立ちだね。

　逆に言えば彼が生きた時代では、世界を巡って商会を立ち上げられる位の事をしないとお好み焼きを完全に再現できない位材料が手に入りにくかったんだ。今ではサイオンジ商会やそのやり方を真似まねた他の商会もあるから、多少食品は手に入りやすくなってるけど」

　そんな事があったのか……

「そういうのは食事に限らず他にも色々あるね。技術でも知識でも。そもそも転移者全員が彼みたいな情熱を持ってる人ばかりじゃないし、やる気はあっても実力や知識が足りなかったり運が悪くて失敗した人も多いよ。それに戦争や他の転移者が原因で失伝させられた技術もあるし」

「そう言われたらまぁ、納なつ得とくできるな。しかし、他の転移者が原因で失伝させられるって何だ？　もっと良い技術が持ち込まれたとかか？」

「……運が悪かったとしか言い様が無いんだけど、ずっと昔に医大生がこの世界に来て、医学知識や病気の知識を広めたんだよ。でも今、そんな知識殆ほとんど無いでしょ？」

「ああ、そう言えばギルドマスターも疫病についての知識を持ってなかった」

「実は、君の前の前に来た女の子がね……聖女になりたいって言ったんだ」

「聖女？　教会とかで祭り上げられそうなアレか？」

「そうそう。神秘的な力を持って、人を癒いやして、って奴ね。そういう活動をしてチヤホヤされたがってたんだ。でも悪い子では無かったよ。チヤホヤされたい！　って気持ちもあったけど、人助けをしたいって思ってた事も事実だった。

　だからルルティアと僕とガインで加護をあげたんだ。死者の蘇そ生せいはできないけど、息があればどんな怪我けがでも病でも治す力と、彼かの女じよには毒も薬も効かず、病気にもならず、絶対に傷つけられない、何者にも縛しばられない守りの力を。それで彼女は生しよう涯がい聖女としての活動を続けたんだけど……」

「だけど？」

　何があったんだ？

「彼女はどんな病気も治したけど、他の人達ができたのは普ふ通つうの回復魔ま法ほうで、それで病気は治せなかった。当時のこの世界の医学でも治らない病気はあったから、そういう病気に罹かかった人は彼女の治ち療りようを受けられない限り、亡なくなっていった。

　それを見て思ったんだね、自分の死後はそういう人が増えるって……その結果、彼女は人生の最後に自分の全すべてをかけて神の力を行使したんだ。この世界から、全ての病を消し去りたいって願って」

「世界から全ての病を消す!?　そんな事できるのか？」

「普通はできないよ。でも、彼女は僕ぼく達たちが直々に力を与あたえた転移者だったから。それに彼女はそれまでの実績で多くの人から信しん仰こうを集めてたから、その多くの人の願いも彼女に与えた力を増ぞう幅ふくさせる後あと押おしになった。早い話が裏技を使えたのさ。

　それに彼女自身も文字通り全てをかけたからこそさ。力を使った直後、彼女は亡くなったし、その魂たましいも消しよう滅めつしたよ。普通は輪りん廻ね転生するはずだけど、その力まで使い果たして力を行使した結果、消滅したんだ」

「なんか、すごい人だな……」

「聖女に憧あこがれて活動を始めたら困ったりもしたけど、使命感とか色々あって最後には名実共に本物の聖女になってたんだよね、あの子。

　信仰をエネルギーに変えるなんて僕達にとっては当たり前なんだけど……それを彼女がやった結果、完全にとは言わないけど大体４００年近く世界中で病気に罹る人が激減してさ。怪我はあったから回復魔法は残ったけど、病気の知識や治すための薬の知識が一部失伝して、そのまま今に至るという訳。

　現代では彼女の力の効果がなくなったけど、一度失伝した知識は戻らないからね」

「なるほどなぁ……」

　でも、１人の人間がそんな事できるのかは信じがたい。チートの力だとしても……

「あ、魂の消滅さえ覚かく悟ごすれば、彼かの女じよ程ほどじゃないけどリョウマ君にもできると思うよ。同じ事」

「マジか!?」

「人間の魂と神の力を合わせると、結構な力が生み出せるんだよ。そのおかげで僕らも君みたいな人の魂を使って、別の世界からこの世界に魔力を持って来るなんて事ができる訳だし。

　まぁ同じ事をやろうとした場合、今のリョウマ君だと病を消せるのはできて数年位だろうけどね。彼女の場合は周りからの信仰があったし、癒す事に特化してたから４００年も保もったけど、君の場合は信仰無しの上に特化とは正反対の万ばん能のう型がただから。

　その分成長に制限がほぼ無いし、成長速度も速いから時間をかければ他より強い力を得る可能性もある。何より僕達が見ていて面白おもしろいから良いんだけど」

「結局そこに行き着くのか？」

「だって神界って基本的に何も無くて退たい屈くつだからね～」

　クフォがそう言った時、周囲が光りだす。こりゃあれだな。

「時間切れか」

「え、もう？　……そっか！　ガインとルルティアがいないから、僕だけの力じゃ留とどめられる時間がそれだけ短くなったんだ！　リョウマ君！」

「何だ？　そんなに慌あわてて……」

「僕、君にちょっと言いたい事があって呼び出したんだよ！　関係ない話をして時間潰しちゃったから、要件だけ言うね！　言い忘れてたけど君、若返った肉体に精神が影えい響きようを受けて微妙に幼児退行してるから！　これ他の転移者も同じだよ！

　君は地球で30年以上生きて死んだ竹たけ林ばやし竜馬であり、この世界に生きている11歳のリョウマ・タケバヤシでもある！　自分を抑おさえられなかったりポーカーフェイスができなかったりするのは、そのせいでもあるから！　修しゆ行ぎようや自分を鍛きたえ直すのは良いけど、無理はしないようにね！」

　クフォが慌てた様子でそう言った直後、俺おれの視界は光で満たされ、元居た部屋に戻もどってきた。

　どういう事だ？　俺の精神が肉体の影響を受けてる？　良く分からないが……結構重要なことじゃないか？

　幼児退行は何となくわかる気もする……前世の会社に勤めていた頃ころは、何を考えてるのか分からないと言われる程のポーカーフェイスだった筈はず。しかし今では良く考えが顔に出ると言われている。俺も子供の頃はよくそう言われていた……まぁ、だからといってやる事は変わらんが、せっかくクフォが態々教えてくれたんだ、気には留めておこう。

　一度クフォに心の中で礼を言い、少し喜捨をしてから教会を出た。

　少し暗くなり始めていたので、今日はこれで宿に戻ることにする。

　明日は皆みなさんが店に来る。今日は早めに休んで、頑がん張ばろう！







特別書き下ろし・残された人々と変化の兆し







「田た淵ぶちィ!!　竹たけ林ばやしはまだ来てないのか!?」

「は、はい！」

「連絡は！」

「ありません！　こっちから連絡しても繋つながりません！」

「どうにかしろっ！　クライアントから打ち合わせすっぽかしたって連絡が来てんだよ！」

「どうにかって……」

「口ごたえするな!!　そんな暇ひまあったらもう一度電話しろ！　あいつがこないなら、その分の仕事はお前がやれ！　……分かったのか!?」

「は、はいっ！」

「ならさっさと動け！　ったく……どいつもこいつも愚ぐ図ずばかり。ああいう仕事のできない奴がいると、しわ寄せが俺おれ達たちにくるんだよなぁ」

「ホントですね」

「あんなのが先せん輩ぱいとかマジ頼たよりになんねー」

「ていうかー、主任は出社拒きよ否ひ？」

「しらなーい。あんなオッサン普ふ段だんから気にしてないし」

「でもさぁ、せめて電話一本は入れるべきだろ。いい年して社会人の基本すら身についてないのかよ」

「こりゃクビだな。明日来ても席がないってやつ？」

「……」

　理り不ふ尽じんに怒ど鳴なる上司。理不尽に怒鳴られた田淵。それを見て嘲あざけり笑う若手の集団。

　その傍には黙もく々もくと自分の仕事をこなす他の社員もいた。

　彼らは触さわらぬ神に祟たたり無しと口を噤つぐみ、ひそかに竜りよう馬まの復帰を願っている。

　しかしこの日、当然ながら竜馬は会社に顔を出さなかった。

　そのため、

「ったく。何で俺がこんなことしなきゃなんねーんだよ」

「……」

　帰宅ラッシュよりも早い時間帯の電車には、不満を隠かくさない男と田淵の姿があった。

「井い口ぐちさん、ここ電車ですから……」

　たまたま空いていたシルバーシートを独どく占せんし、小さくない声で偉えらそうに不平不満をこぼす男。

　その迷めい惑わくな態度に、乗り合わせた他の乗客が良い感情を抱だくことはまずないだろう。

「あ？　うっせぇな。混こんでるわけでもねぇんだからいいだろ」

　田淵の言葉は井口をいさめる事かなわず。逆に睨にらみつけられる。

「……おいこら、何見てんだよババア」

「井口さん！」

　その際たまたま目に入ったのだろう。井口の態度に不快感をあらわにしていた中年女性の２人組に視線が移り、腰こしが上がる前に田淵が割り込んだ。

「行きましょ」

「そうね……」

「……」

　田淵や隣となりの車両に移る女性達だけでなく、他の乗客の目を集めていることにも気づいたようだ。井口は鋭するどい視線を一度車内全体に向け、それを避さける乗客を見て鼻を鳴らす。

「いつまで前に立ってんだよ。どけ！　腹の肉で狭せま苦くるしいんだよ、ったく」

「すいません」

「着いたら教えろよ」

　前に立ちふさがる田淵を押おしのけた井口は、ポケットから取り出したプレーヤーで音楽を聴きき始めた。そんな彼を見て田淵は思う。

（完全に嫌いやがらせだよな……この人選）

　彼らは上司から、明日は引ひき摺ずってでも竜馬を出社させるよう命令を受けていた。しかし竜馬の家を訪ねて話をするだけならば、田淵１人で十分。井口は竜馬の家の場所も知らなければ、興味も持っていない。そんな男がここにいるのは、上司の命令を受けたからに他ならない。

　しかもこの井口という男を一言で表すなら、〝ヤンキー〟。

　親のコネによる入社後、社内で掃はき溜だめと揶や揄ゆされる開発３課に配属された社員の中でも特に〝短気でガラが悪い〟と社内では有名な男だ。

　入社時に形式上提出した書類には〝物もの怖おじしない性格〟と書いてアピールしていたが、物は言いよう。実際は単に空気を読まず、場所をわきまえず、不平不満を遠えん慮りよの欠片かけらもなく吐はき出しているだけ。今回竜馬の家を訪ねることにも不満を吐いて、早退の許可を条件に出されてしぶしぶ引き受けたほどだ。

　当然ながらそんな人間を外回りなど、会社の外で行う仕事には出せないため、普段は社内でサボりに近い雑務をこなしている。だからこそ〝会社にいなくても問題ない〟という事もあるだろうが……

（よりによってトップクラスに態度の悪い奴やつを、早退の許可を出してまで。……どう考えても嫌がらせとしか思えない）

「……何だよ、しけた面しやがって。気分悪いから向こう向いて立ってろよ」

　ちなみに井口は入社２年目。勤続年数では田淵の方が先輩かつ年ねん齢れいも上なのだが、社内での立場はコネのある井口の方が上であった。




■　■　■




「うっわ、ボロっちいアパートだな。あのオッサンこんなとこに住んでるのかよ」

　到とう着ちやく早々失礼なことを言う井口を引き連れ、２階に上がった田淵が角部屋のベルを鳴らす。

　しかし返事をする者はもうこの世にいない。

「……おいオッサン！　聞こえないのか!?　無断で仕事休んでんじゃねぇよ！」

「待ってください井口さん。もしかすると留守かもしれませんよ。ほら、朝刊もそのままですし……」

「はぁ？　って事は勝手に仕事休んで遊びほうけてるってことかよ？」

「病院とか買い物かも……病気でも主任は一人暮らしですから。とにかく待つしかなさそうですね……」

「はぁ!?」

　途と端たんに不ふ機き嫌げんになる井口。

「その……直接会って話せって課長の指示ですし、電話も通じないからこうして態々来たわけで……」

「ふざけんなってマジ……おいオッサン！　ホントはいるんだろ!?　居留守使ってんじゃねぇよ！」

「ちょ、ちょっと落ち着いて……！」

　声を荒あらげ、激しく扉とびらを叩たたく井口。

　服装だけはしっかりとスーツを着込んでいるため、借金取りの取り立てにも見える。

　そんな剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを感じてか、階下から現れた老人から声がかかった。

「ちょっといいかね？　あんたらそこの人に何の用じゃ？」

「あ？　誰だよジジイ」

「すみません！　騒さわがしくしてしまって。私達たちはここに住んでる方の同どう僚りようなんですが、今朝から連絡がとれなくなっていまして」

「竹林さんが？」

「はい、何かご存じないでしょうか？」

「さて……昨夜会った時は特に変わったことはなかったがね」

「おいこら。シカトしてんじゃねぇよジジイ。テメェ誰だよ」

「ここの大家だが」

「大家？　じゃちょうどいいや。ここの扉開けてくれよ」

「馬ば鹿かを言っちゃいかん。鍵かぎならあるが、家主の許可もなくはいそうですかと勝手に開けられるわけがなかろう。……だいたいあんたら本当に竹林さんの同僚かい？」

「申もうし遅おくれました。私、こういう者です」

　平身低頭の田淵が懐ふところから名めい刺しを差し出す。

「む……あんたロボット好きかい？」

「え？　は、はい、好きですが」

「以前、そんな苗みよう字じでロボットが好きな部下がいると聞いたような……」

「本人だよ。俺らはあのオッサンと同じ部署で働いてるし、こいつはいい歳してガキみたいな趣しゆ味みのオタク野や郎ろう。だからさっさと開けてくれよ」

「……田淵さんはともかく、そっちは口の利きき方かたがなっとらんな。とても勤め人とは思えん」

「んだと？」

「井口さん、落ち着いて」

　険悪な雰囲気が漂ただよう中、

「静かにしてくれよ！」

　隣の部屋の扉が開き、別人の大声が場の空気を切きり裂さいた。

「さっきから外でギャーギャーギャーギャー！　近所迷惑を考えろ！」

　隣から無ぶ精しようひげを生やした中年男が出てきた。

　目の下に隈くまを作り、眠ねむたげな目で３人を睨んでいる。

「浦うら見みさん。すみませんねぇ」

「突とつ然ぜんしゃしゃり出てきて「騒がしくして申し訳ありません！」……チッ」

　浦見と呼ばれた男はまだ不満げだが、割り込んだ田淵を見て僅わずかに溜りゆう飲いんを下げたようだ。

「……ほんと頼たのむよ。というかお隣さん、留守なんじゃないか？　ここ、壁かべそんなに厚くないから中にいたら聞こえるよ」

「本当に申し訳ありません。どこに行ったとかは」

「さぁ？　そもそも家に帰ってないんじゃないの？　ここの人、よく家空けてるみたいだから」

「えっ、そんなはず……昨日は早めに仕事が終わってラ、ほ、本を読むって言ってたんですが」

「俺にそう言われてもね」

「このジジイがドアを開けてくれたらすぐ解決すんだけどな」

　腕うでを組み、憮ぶ然ぜんとした態度で言い放つ井口をちらりと見て、男は大家に耳打ちした。

「大家さん、俺からも頼めませんか？」

　説得以前に会話にならない相手と井口は判断された。

　故にさっさと扉を開けて、満足して帰ってもらえと、無関係な男も大家の説得に回る。

　そしてしばし４人で開ける開けないの言い合いを続け、

「仕方ない……」

　先に折れたのは大家だった。

「やっとかよ」

「その代わり、竹林さんが居ないようならすぐ帰ってくれ」

「分かってるっつの」

「すみません、お願いします」

「フン……大変だな、あんたも」

　頭を下げ続ける田淵を一いち瞥べつし、大家は持っていた鍵で扉を開けた。

「竹林さん！　居ないのかね！」

「こんなとこで叫さけんでも大して変わらねぇだろ。どけよ」

「っ!?」

「とっ！　ととっ!?」

　玄げん関かんから声をかけた大家が井口に押しのけられ、体勢を崩くずした。

　間かん一いつ髪ぱつで田淵が支えるが、井口は気にも留めずに室内へ押し入いる。

「オイコラおっさん！」

　室内から響ひびく井口の罵ば声せいと時を同じくして、玄関では大家の怒ど声せいが上がる。

「その態度は何だ！」

「申し訳ありません！　お怪我は」

「平気だよ。しかし田淵さん、あの小こ僧ぞうの態度は何だね？　同僚と言っていたが、何を考えてあんたの会社はあの小僧を雇やとってるんだ？」

「その……大きな声では言えませんが、コネ入社というやつで……」

「コネでも何でも、新人なら新人で口の利き方も教えないのか？　社会人として何もかもがなっとらん！」

「寝ねてんじゃねぇよ[image: ]」

　ひときわ大きい井口の怒声。

　否いや応おうなく耳に入った内容に田淵は呆あつ気けに取られ、大家も怒いかりを忘れた。

「寝てる……？」

「ということは主任、部屋に居たのか」

「おい！　起きろよ役立たず！　いい歳して無断欠勤しやがって！　迷惑なんだよ！」

　地団太を踏ふんでいるような音と罵声。

「……我々も入ろう、部屋を壊こわされちゃたまらん」

「はい……」

　そして室内へ踏み込んだ彼らは見た。

　いつの間にか入り込んでいた隣りん室しつの男が、茶の間の壁かべ際ぎわで浮うかべる苦笑い。

　その視線を追えば、茶の間から一部屋隣の寝しん室しつで眠る大男。

　さらに、

「起きろよ！　舐なめてんのかテメェ！　会社クビにすっぞ！」

　布ふ団とんを剥はぎ取とろうと、大声を上げようと、一向に目を覚まさない男に業ごうを煮にやし、体を何度も蹴けりつける井口の姿。

「ちょ、ちょっ！　やりすぎですよ井口さん!!」

　慌てて田淵が抑えにかかる。

「邪じや魔ますんなデブ！」

「ゔっ」

　だが、残念ながら彼かれに力づくで止めるだけの力は無く、苛いら立だちに任せたボディーブローが突つき刺ささる。

　しかし、

「落ち着いてください……ダメですって、暴力は……」

　田淵は息を荒げ、痛みにうずくまりながらも井口と竹林の間に体を滑すべり込ませた。

「どけよデブ。そのオッサンの目ェ覚まさせてやる」

　血が上った赤い顔で、ゆっくりと見せ付けるように拳こぶしが振り上あげられる。

「それともまだ殴なぐられたいかっ!?」

「この馬ば鹿か者ものがっ！」

　それを止めたのは、まさかの大家の拳げん骨こつ。

「ってぇ……何すんだジジイ！」

「それはこっちが言いたいわ！　口を開けば身勝手な暴言ばかり。扉を開ければ他人の家へ無ぶ遠えん慮りよにあがりこみ。当たり前のように人に手を上げる。お前はいったいどんな教育を受けてきたっ！」

「っ!?　……」

　他所の子供でも遠慮なく叱しかりつける、古き日本の頑がん固こ親おや父じのような大家の一いつ喝かつ。

　それは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振ふる舞まい続けた井口の身を竦すくませ、この場を鎮しずめるに十分な威い圧あつ感を伴ともなっていた。

「田淵さん、竹林さんは大だい丈じよう夫ぶか？」

「はっ、はい！　ってか、まだ寝てる……？　主任？」

　井口の暴挙と腹に残る痛みに注意を奪うばわれていた田淵は、ここで違い和わ感かんを覚えた。

　竹林の体は寝ね巻まき代わりのＴシャツと短パン姿。ラフな格好で仰あお向むけになり、左手が腹の上に置かれている。目を閉じたその姿はいかにも眠っているようだ。

　しかしこんな騒がしい中で、体を何度も蹴りつけられて、眠り続けられるものだろうか？

　よくよく見れば、体に青あざのようなものも見える。

　竹林という男の体が並外れて頑がん丈じようである事を、それなりに長い付き合いの田淵は知っている。

　だが、体にあざができるほど蹴られて、気づかないほど鈍どん感かんではないはず。

「主任？　しゅにーん？」

　そう考えた田淵が徐じよ々じよにかける声を大きくしても、竹林は身じろぎもしない。

　そして、とうとう彼は気づいた。

　反応を見ようと注視していた竹林の胸が、上下していないことに。

「……起きてくださいよぉ！」

　すがるような声で叫ぶと同時。揺ゆり起おこすべく体に触ふれた手先から感じたものは、

「冷たい……」

　熱を失い、硬かたくなった肉体の感かん触しよく。

　それは否も応もなく、田淵へ竹林の死を伝えていた。




■　■　■




「ご協力、感謝いたします」

「はい……」

　竹林が既すでに遺体となっていた事実が判明すると、ただちに大家が警察を呼び、室内にいた者はそれぞれ事情聴ちよう取しゆを受けた。

　そして警官から解放されたものの、表には騒ぎを聞きつけて野や次じ馬うまが集まっている。

　煩わずらわしい人目を避け、田淵は重い足取りでアパートの庭へ。

「お疲つかれ様さま、田淵さん」

「あっ、大家さん」

　そこには田淵と同じく、人目を避けた大家が立っていた。

「飲むか？」

「いただきます」

　唐とう突とつに缶かんのお茶を差し出す大家。

　彼は缶を手て渡わたすと、警官が出入りする竹林の部屋に目を向ける。

「田淵さん、さっきはすまなかったね」

「え？」

「部屋に入る前。あの小僧の態度について、不満をあんたにぶつけてしまっただろう？」

「ああ……どうかお気になさらず。本当に、悪いのはこちらですから」

「あんたも大変だね。それに……竹林さんの事は残念だった」

「……主任、僕ぼくよりも長く生きそうだと思ってたのに」

「私もだよ。まさかあの人が先に逝いくとはね……」

　沈ちん痛つうな空気が２人の間に流れる。

「田淵さん、あんたこれからどうする？」

「とりあえず……会社には連れん絡らくしないと。井口さん待ちですね」

「あの小僧はまだ終わっとらんのか？」

「おそらく。終わったら呼んでくれるそうなんですが」

「放せよ！」

「「!?」」

　噂うわさをすれば影かげが差す。

　２人が井口について話し始めた丁度その時。事情聴取のために大家が貸した空き部屋から、警官に羽は交がい絞めをされた井口が連れ出される所だった。

「井口さん!?」

「近づかないで！　そこで止まりなさい！」

　扉を開けた別の警官により、駆かけ寄よろうとした田淵が止められる。

「あの、私は彼の同僚なんです。何があったんですか？」

「聴取の途と中ちゆうで暴れたんですよ。今もですが……」

「放せって！　俺は殺してねぇ！　俺が蹴る前から、あのオッサンは勝手に死んでたんだっ！」

「分かった分かった。話は署でゆっくりと聞かせてもらうから」

「だから、っ!?　おい田淵！　何ボサッとしてんだよ！　助けろよ!?」

「た、助けろって言われても！」

　立ちふさがる警官は首を横に振ふる。

「テメェ、覚えてろよ！　帰ったらぶっ殺してやるからな！」

「……連れて行きなさい」

「ハッ！」

　さらに自らの首を絞しめるような発言をした井口は、そのまま表に停とめられたパトカーに押し込まれていく。

「あの、彼はどうなるんでしょうか？」

「警察官への暴行。公務執しつ行こう妨ぼう害がいにあたります。当分拘こう束そくさせていただきますが、時間を置いて落ち着けば数日で身み柄がらは解放されるでしょう。執行猶ゆう予よがつくことも多いですし、よっぽどの事が無ければ罰ばつ金きんで済みますよ」

「そうですか………会社に連絡させていただいても？」

　こうして竹林竜馬の死は通達される。

　関係各所はそれを受け止め、対応することになるだろう。

　だがこの時……

「あ、編集長。お疲れ様ですー、浦見ですー。実は先ほど面白そうなネタを見つけまして……はい、携けい帯たいで隠し撮どりした動画をそちらに送ったので、確かく認にんいただけないかと。はい。さっきは靴くつ下したと筋肉で分からなかったとか叫んでましたが……細かいことはメールに。映ってる男とその周辺、叩けば埃ほこりがでてくる気がするんですよね。……ええ、よろしくお願いしますぅー。失礼しますー」

　竹林の死亡を確認するまでの騒そう動どうで、井口やその勤め先に興味を抱いた雑誌記者が居たことを、関係各所の人間は誰だれも知らない……




　竹林は神の手により地味な苦難を与えられていた男。

　そんな彼の職場や生活環かん境きようは、いわば猛もう獣じゆうを飼うために整えられた〝檻おり〟。

　しかし、檻というものは猛獣がいなければ意味もなく、環境を整える必要もない。

　巨きよ大だいなダムが小さなヒビから崩ほう壊かいするように。

　彼の会社とその社員は竹林猛獣の死を契けい機きとして、知らず知らずのうちに、〝世間の評価〟という破は滅めつへの歩みを始めていた。







あとがき







　まずは読者の皆様へお礼から。

「神達に拾われた男　２」のご購入ありがとうございました。

　おかげさまで前巻は発売直後に重版決定。そして今回の２巻に続き、コミカライズや３巻の制作も決定いたしました。

　私を担当してくださっている出版社の方からも好調だとのお話があり、「小説家になろう」のＷｅｂページ上では、沢山の感想や応援のコメントをいただいています。

　１巻の発売まで私が想定していた以上の反響で、私は一週間以上困惑しました。

　まさに望ぼう外がいの結果。読者の皆様の応援に、心より御礼申し上げます。




　さて、「神達に拾われた男」は早くも２冊目ということで、私も書籍化に関する作業を２回経験したことになります。

　制作期間中は慌しく作業をしていましたが、終わってから思い返してみると……初回は分からない事が多く、担当者様へ質問を重ねながら作業を行う日々の連続でした。編集や校こう閲えつに携たずさわっていただいた方々にも、大変ご迷惑をおかけしたと思っています。

　ですが今回はそんな前回の経験があったからでしょう。よりスムーズに作業が進み、ごく僅わずかながら成長を感じられました。

　慣れたとまでは言えませんが、こうした小さな成長を今後とも積み重ね、今後の作品作りにも活かしたい。そして皆様からいただいた応援に、お返しができるように頑張りたいと思います。

　読者の皆様、今後とも「神達に拾われた男」をよろしくお願いいたします。
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